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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ぼくのだいじなもの


１ねん　２くみ　みかみ　とおる






　ぼくがだいじにしているものは、つくえです。




　おとうさんが、いっしょにかってくれたからです。




　おとうさんは、ひとをたすける、だいじなしごとをしているので、いそがしいです。




　それでおとうさんとおかいものしたのは、つくえだけなので、つくえがだいじです。




　あと、おかあさんのつくる、おつけものが、だいじです。




　おかあさんのおつけものは、おかあさんしかつくれません。えらいです。




　だから、ほんとにいちばんだいじなのは、おとうさんとおかあさんです。




　おとうさんとおかあさんのだいじなものは、ぼくらしいです。おあいこです。




　なつやすみには、ぼくのおたんじょうびがくるから、みんなでりょこーにいきます。




　おっきなおふねにのるのが、とても、たのしみです。




　しゃしんとか、きっぷとか、おみやげとかも、だいじにしたいとおもいます。








第一章　荒こう野やにて









　ぼく、ミカミトオルの人生は、たぶんちょっとだけ、普ふ通つうじゃない。

　小学四年生ぐらいで人生のなんたるかを語るっていうのは、大人から見たら「ませてる」って言われるような、ほんのり恥はずかしいことだってのは、ぼくも分かるんだけど。

　でも、その……。




　フツーは、異世界に勇者として召しよう喚かんとか、されないんじゃないかなって、思う。




　……いや、ホントはぼくが無知なだけで、男子たるもの、一度は勇者を経験するものだったりするのかな？……たぶん、そんなことないと思うんだけど……。父さんもリョウおじさんも兄さんもそんなこと言ってなかったし。

　まあとにもかくにも、ぼくの人生は「はらんばんじょー」だ。

　特に勇者として召喚されたこの異世界は《魔ま法ほう》《魔物》《女神めがみさま》みたいなファンタジー要素がこれでもかとてんこもりなので、もう大たい概がいのことには慣れてしまった。

　アクの強い仲間達たちの人ひと柄がらにしたって、そうだ。

　ぼくの使い魔たる可愛かわいい毛玉生物ルウが、サポート役という割にはそれほど役に立たず、しかも中身がほぼ観光気分のＯＬであることにも慣れたし。

　この世界におけるぼくの保護者が、態度ばかりが無む駄だに尊大な自じ称しよう大魔導師の駄だ目め大人、ファルディオ・メルクリウスであるという悲しい現実にもめげてないし。

　このパーティ唯ゆい一いつの良心にしてぼくの護衛たる最強女性騎き士し、師し匠しようことセシリア・シヴィルが、実は「しょたこん」で「メシマズ系女子の一種」であることに関しても、広い心で受け容いれている（というより、言葉の意味がよくわかってない）。

　そんな四人での旅の道のりもまた、すんごく山あり谷ありで。

　日常的な魔物との遭そう遇ぐう戦せんは勿もち論ろん、《魔人》なんていう強敵に命を狙ねらわれることもしばしば。誰だれもまともに料理が出来ないせいで食事は毎回おかしなことになるし、《女神の試練》とかっていう、超ちよう古代文明の遺い跡せきっぽい謎なぞだらけダンジョンの探たん索さくはあるし、ぼくの世界じゃ考えられない自然現象にだって出くわす。魔物大行進とか。

　人里に入ったら入ったで、闘とう技ぎ大会に参加してみたり、街を揺ゆるがす様な事件に巻き込まれたりと……まあ流石さすがに小学四年生のぼくといえども、ちょっとは悟さとったような物言いをしていいんじゃないかなってぐらいには、人生経験を積まされたわけで。

　そんなこんなで、最近はすっかりこの世界で出で逢あう事象に関して、凄すごいなぁと感心や感動こそすれど、びっくり仰ぎよう天てん、みたいなことはなくなってきたぼくなのだけれど。

　たった今。

「…………」

　ぼくは、あんぐりと口を開いて、啞あ然ぜんと立ち尽つくしてしまっていた。

　……だって……いくらファンタジー要素や、変な人達に慣れたとは言っても……その、流石に──




「止まりなさいっ、そこの見るからに怪あやしい風ふう体ていの悪人達！　この天才魔法少女たるわたくしの華か麗れいなる魔法の前に倒たおれたくなくばっ、大人しく水と食しよく料りようを渡わたすことです！……あ、貴方あなた達が困らない程度に！」




　──流石に、荒野で、フリフリのドレスと煌きらびやかなマジカルステッキが特とく徴ちよう的なガチの《魔法少女》から追い剝はぎを受けることになろうとは、夢にも思わなかったんだ。




　　　　＊




　それは、ナルスを出て約二週間後の、とある日の出来事だった。

　次なる目的地である《代だい償しようの迷宮》へと向かうべく足を踏ふみ入れた、岩と土ばかりの乾かん燥そうした不毛の地、ニヴル荒野。

　そこは常に吹ふきすさぶ砂さ塵じんの嵐のせいで空がどんよりと暗く、村や集落もないため、旅人や商人さえも寄りつかない不毛の地。そのくせ、血に飢うえた好戦的な魔物だけはしっかりと跋ばつ扈こするという、最早ちょっとした地じ獄ごくである。

　これには、いつもはお気楽パーティたるぼくらでさえも閉口し、砂塵除よけのフードマントを目ま深ぶかに被かぶってただただ先を急ぐ始末。旅路を楽しむ余よ裕ゆうなんて、これっぽちもない。

　そのような苛か酷こくな環かん境きようで過ごすこと二日目。突とつ然ぜんぼくらの目の前に現れたのが──

「ふっ、声も出ないようですね。ここでこの天才魔法少女たるわたくしに出逢ってしまったのが、運の尽きでしたね！　お金は後日払はらいますから、とりあえず今は観念なさいな！」

　──これだ。そりゃ、咄とつ嗟さに誰もリアクション出来ない。というか……。

『（……蜃しん気き楼ろう？）』

　とりあえず全員が同時に、目をごしごしと擦こすった。が……そうしてみてもやはり、目の前にはドヤ顔の魔法少女が佇たたずんでいる。

　年は……高校生のおねーさんぐらいかな？　あどけない顔立ちや桜色の髪かみ色のせいか、不思議とその「いかにも」なツインテールや服装自体は似合っており、無理のあるコスプレイヤー等とは一線を画す程の《魔法少女》としての完成度を誇ほこっている。

　ただそれだけに、彼女が堂々と荒野に立つ姿は余計に「まぼろし感」が濃のう厚こうで。

　おねーさんはぼく達が一言も発しないことに何か不安を抱いだいたのか、少しだけ怯おびえたような表情で続けて来た。

「こ、ここ、怖こわくなんてないんですからね！　わ、わわ、わたくしは決して悪には屈さないのです！　無駄な抵てい抗こうはしないことですねっ！」

「（悪？……あー）」

　改めて自分達の現在の姿を確認する。……確かに、皆みんな黒っぽい砂塵除けフードを深く被って歩いていたから、かなり得体の知れない風体ではあったかもしれない。……いや、それでも、荒野の中に佇むコッテコテの魔法少女に「怪しい者」呼ばわりされる道理はない気がするけど……。

　仕方無く、とりあえずぼくがフードを外して、魔法少女さんと向き合う。

　魔法少女さんは、フードを剝いで現れたぼくの顔に、目をぱちくりとしばたかせた。

「あ、あれ？　子供？…………はっ、まさかこれは闇やみの人身売買──」

　顔を青ざめさせてカタカタと震ふるえ出す魔法少女さん。ぼくは面めん倒どうな誤解をされる前に、にこっと笑って話しかけた。

「ちがうよおねーさん。ぼくらは、ただの旅人なんだ。だから悪人とかではなくて……」

　出来るだけ彼女を落ち着かせようと、作り笑いで喋しやべるぼく。そんなぼくの態度を見て、魔法少女さんは、ちゃんと納なつ得とく──など微み塵じんもしてくれず、それどころか顔に溢あふれんばかりの緊きん張ちようを[image: 迸]ほとばしらせて、ぼくの背後の仲間達にマジカルステッキを向けた！

「子供をここまで調教済みとはっ、なんて……なんて卑ひ劣れつな！　もう許せません！」

『ええっ!?』

　な、なにこの思い込みの激しさ！

　ぼくらが激しく動どう揺ようしている間に、ふと気付けばいつの間にやら、空へと向けて掲かかげられたマジカルステッキが白く光り出していた。

　魔法少女さんが、今までとはうって変わった怜れい悧りな表情と共に淡たん々たんと唇くちびるを動かす。

「《伽が藍らんに響ひびくは天上のしらべ、杯さかずきを満たすは禊みそぎの酒、零こぼれ落ちるは──断罪の光！》」

「っ!?　うぉいおいおいっ、マジかよてめぇ!?　おお、お、おまえらっ、とにかく全員その場を一歩も動くな！」

『!?』

　ファルディオのただならぬ真しん剣けんな警告に、ぼくらはびくんと体を強こわ張ばらせる。

　次の瞬しゆん間かん、魔法少女さんのステッキが一層激しく煌めいたかと思うと──

「《アークレイン！》」

　──上空から、無数の光線が降り注いできた。

『────』

　それらはそのまま地面へと着ちやく弾だんすると、固かたい地じ盤ばんを易やす々やすと貫つらぬき、数多あまたの穴を穿うがつ。

　光の雨は次から次へと降り注ぎ、そうして約十秒後。全てが終わった頃ころには──

『…………』

　──ぼくらの周囲は、虫食いの大地へと変へん貌ぼうしていた。

　そのあまりに圧あつ倒とう的てきな力の前に、ぼくらはただただ冷や汗あせをかいて立ちすくむ。

　魔法少女さんは元のテンションに戻もどると、再びバシッとぼくらに玩具おもちやのようなステッキを突つきつけてきた。

「どうです？　これで分かって貰もらえましたか、わたくしの実力！」

　その問いに、無言でこくこくと頷うなずくぼくら。確かに、彼女の実力はとんでもなかった。普ふ段だんファルディオのしょんぼり禁きん忌き魔法にしか接してないことを差し引いても──これまでこの世界で見た中でも桁けた外はずれの魔法攻こう撃げき力。相当の実力者だ。

　……いや、まあ、この油断している隙すきとか詠えい唱しようの隙を突けば、ぼくや師匠なら一いつ瞬しゆんで取り押さえられるんだろうけど、とはいえ……。

『（このファンシーな格好と実力のちぐはぐさ……なんか超ちよう怖いんですけど！）』

　ぼくと師匠はうまく説明出来ない恐きよう怖ふに気け圧おされて、動けずにいた。

　ほら……いくら気性が荒あらくて喧けん嘩かが強い人でも、丑うしの刻参り真っ最中の人に喧嘩売るのは躊躇ためらうでしょ？　それと同じ。……というか、そもそも……。

「あ、あのぉ……お、おねーさん？」

　おずおずと話しかけてみる。魔法少女さんは、ぼくに優しい表情を向ける。

「あ。ごめんなさいね、ボク？　怖がらせてしまいましたよね？　よしよし、キミだけこちらにおいで」

「え、えーと……」

　……うん、なんか相変わらず誤解されているっぽい。とりあえずぼくは彼女に従って傍そばまでいくと、改めて誤解を解くべく、笑顔で交こう渉しようを試みた。

「お、おねーさん？　あのね、ぼくは別にあの人達に捕つかまって調教されているわけじゃなくてね。ぼくらは、お互たがい合意の上で手を組んでいる仲間同士で……」

「そうですね。そういう風に言えって、教え込まれているんですよね。可哀かわい想そうに……」

　なんか魔法少女さんに憐あわれんだ目でナデナデされた。……やばい、本当に話が通じない。

　──と、なぜかここで、今まで静かに事のなりゆきを見守っていたはずの師匠が、自分のフードを取り払はらって、妙みように焦あせった様子で喋り出す。

「お、おい、そこの天才魔法少女とやら！　トオルに馴なれ馴れしく触さわるんじゃない！」

　その言葉と師匠のビジュアルに、魔法少女さんはキョトンとする。

「あ、あれ？　意外と悪人っぽくない女性ですね……」

　お。これは誤解を解けるチャンスかもしれない。師匠もそう判断したのか、少しだけ普段の平静さを取り戻し、落ち着いた態度で続けた。

「ああ、そうだ、よく聞け魔法少女よ。私はセシリア・シヴィル。神しん剣けん騎士団の騎士だ」

「騎士の方、ですか？」

　魔法少女さんが目をぱちくりとする。……よし、これはいけそうだ。

　師匠もそう判断したのだろう、感情を抑おさえて慎しん重ちように話を進め始める。

「そうだ。そして、その子はトオル・ミカミ。私は故あって彼の護衛を務めさせて貰っている。というのも……」

　と、師し匠しようが順を追って説明しようとしていると、まだるっこしい会話に耐たえきれなくなったのか、ファルディオのフードの中から、ルウがぴょいっと飛び出してきた。と……。

「（ん？　なんで今ファルディオ、慌あわててフード被り直したんだろう？　変なの）」

　ぼくのちょっとした疑問はさておき、ルウは胸を張って自己紹しよう介かいを始める。

「ルウはルウですぞ！　今代の勇者様であらせられるご主人、トオル・ミカミ様の使つかい魔まなのですぞ！　食べ盛りですぞ！　そして凄すごく強いのですぞ！」

　師匠の段取りを完全に無視して自己紹介を始めるルウ。……まあ、一つ完全に噓うそをついている以外は、問題ある発言でもないか。

　まあとにかく、これで魔法少女さんも、ぼくらへの誤解を──。

「あー……なんですか？　つまりそこの最強騎き士しさんと、喋る使い魔さんは、このトオル君が異世界から召しよう喚かんされた勇者様で、自分達は救世の旅の真っ最中ですと、そう主張するわけですね？」

『…………』

　あれ、なんだろう。魔法少女さん、凄くジトーッとした目でぼくと師匠を見ているけど。これはもしや……。

　ぼくらが次に来るリアクションを大体想像する中、魔法少女さんは……実際、その通りの反応をする。

「そんな希少なパーティと、荒こう野やで都合良く遭そう遇ぐうしてたまりますかぁぁぁぁぁぁ！」

『魔法少女がそれを言うなぁああああああああああああああああああああああああ！』

　再び魔法少女さんがマジカルステッキを構え、業ごうを煮にやした師匠がいよいよ剣を抜ぬく。

　なんかもう泥どろ沼ぬまだった。駄だ目めだこれは。この人はつまり、「そういう人」なのだろう。一度思い込んだら最後、ちょっとやそっとじゃ自分の見解は翻ひるがえさない。

　魔法少女さんが何かをぶつぶつ唱えながら、ぼくを守ろうとするかの様にぎゅっと抱だき寄よせる。……あ、なんか柔やわらかくていい香かおりがするなぁ。ちょっと懐なつかしい感じも……。

「き……貴様ぁあああああああああああああ！」

　そして、なぜか師匠がこのタイミングで急にキレた。あ、まずい、これは、敵を本気で斬きる時の目だ！　対ゲイン戦ばりの心構えだ！　なんで!?　なにキッカケ!?　しかも魔法少女さんは魔法少女さんで、さっきの魔法とは違ちがう詠唱の短い、脅おどしとは違うガチ攻こう撃げき系呪じゆ文もんを唱えているようで、このままだとどちらかが確実に──

「ああっ、もう！　やめろやめろお前ら！……んああっ！　ったく、ちくしょうが！」

『？』

　一いつ触しよく即そく発はつの状じよう況きようで、突然、ファルディオが大きな声を上げる。皆が彼に視線をやる中、魔法少女さんは怪け訝げんそうにぽつりと呟つぶやく。

「？　先程からですが……どうもその不快な声、聞き覚えがあるような……」

「え？」

　ぼくがその言葉に思わず反応する中。ファルディオは……少し躊躇いながらも、しかし意を決した様子でフードを取り払い、そして、魔法少女さんに正面から向き合いつつ、自分の顔にぐっと親指を向けながら叫さけんだ。

「俺だよ俺！　覚えてんだろっ！　元クラスメイトのファルディオ・メルクリウスだ！」

「え……。……ちょ、ふぁ、ファルディオ!?　ど、どうして貴方あなたが!?」

　魔法少女さんがギョッとした様子で彼の顔をまじまじと見る。……どうやら、本当に知り合いだったようだ。

　ほっと胸を撫なで下ろすぼくら。……やれやれ、なんにせよ、これでようやく誤解が解けそうだ。彼が知り合いじゃなかったら、今いま頃ごろどうなっていたことか。

　いや、っていうか、実際ちょっとした知り合いどころか……。

　ファルディオは面倒そうに頭を搔かいて、どこか照れた様子で続ける。

「まあそのなんだ……あの一件以来か。……久しぶりだな、レイア」

「ファルディオ……」

　二人の間に流れる、なにやら、意味深な空気。……おやおや、これは……。

　ぼくらが興きよう味み津しん々しんで事の成り行きを見守る中。魔法少女……レイアさんは──

　──レイアさんは、ステッキをビシッと構えて、声高に叫んだ！




「ま、まさか貴方が人身売買に手を染めていただなんて！　やいやい、神妙になさい！」




『面めん倒どう臭くさぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああい！』

　ぼくらの心からの絶ぜつ叫きようが、砂風の吹ふき荒すさぶ荒野に虚むなしく響き渡わたった。




　　　　＊




　魔法少女さんとの遭遇から約二時間後。

　ぼくらは、彼女を加えてニヴル荒野を横断中だった。

「俺のマント返せ」

　背後からファルディオが、既すでに何度目になるか分からない恨うらみ言を漏もらしてくる。

　しかしそれに一切構わず、彼からひったくったフードをすっぽり被かぶった魔法少女……もといレイアおねーさんは、荒野を歩きながらぼくらとの会話を続行させる。

「ホントに仰おつしやる通りですよ、セシリアさん。まったくファルディオの小悪党っぷりときたら、出で逢あった時からずっと一いつ貫かんしていてむしろ感心しますね」

「うむうむ。私も彼に出逢って考えを改めさせられたぞ。……私の中の人類底辺定義が大おお幅はばに更こう新しんさせられたからな」

「いいから俺のマント返せ」

　背後から再び声。しかしレイアおねーさんは更さらにフードをこれ見よがしに目深に被り直し、ぼくらににこりと笑いかけてくる。

「それにしてもトオル君、キミ達が通り掛かかってくれて助かりました。あのままだと流石さすがの天才魔法少女たるこのわたくしでも、ほんの少しだけ危なかったかもしれません」

「あ、ううん、それは全然いいけどさ……でもレイアおねーさん、どうしてこんなところで追い剝はぎしてたの？」

　ぼくの質問にレイアおねーさんは動どう揺ようした様子で視線を逸そらす。

「お、追い剝ぎじゃないですよ。……ただこの危機に際して、ほんのちょっぴりだけ、通り掛かった人達から服やら食料やらを力ちから尽ずくで分けて貰おうと思っただけです」

「おいそこのまごうかたなき追い剝ぎ女。俺のマント返せ」

　背後からまたツッコミが飛んでくる。どうやら肌はだに当たる砂さ塵じんが大分辛つらいらしい。しかしレイアおねーさんはそれを相変わらず無視して、ぼくらに言い訳を試みてきた。

「まさかこんな荒野を善良な旅人や商人が歩くとは思ってませんでしたから、力尽くという発想になっただけで。ほら、普段のわたくしときたら、それはもう立派に正義の魔法少女なわけですよ。ええ」

「うーむ、魔法少女、ですかぁ……」

　ルウが納得いかないような表情で呟く。彼にも一応ぼくの世界の知識があるから、「魔法少女」という単語への違い和わ感かんはひとしおなのだろう。当然ぼくもジト目だ。

　ぼくらの反応を受け、レイアおねーさんはなぜか「あっ、そうでしたね」と何か得心したようにぽんと手を叩たたいた。

　ぼくらが不思議に思っていると、彼女はニコリと笑って語り出す。

「わたくしの自己紹介がまだでしたね」

「？　いや、ファルディオと知り合いの魔法少女、レイアおねーさんでしょ？」

「そうではなくて、もっと正式なです。まだフルネームさえ言ってませんから」

「？　はぁ、確かにルウ達、レイア殿どののフルネームは知らないですが……」

　ぼくとルウは、一体今いま更さらどうしたんだろうと顔を見合わせる。

　そうこうしていると、レイアおねーさんは少し間を置き、改めてぼくらに自己紹介をしてくる。




「わたくしの名前は、レイア・キサラギ。──先代勇者の母と、その同行騎士であった父の間に生まれた人間です」




「え!?　そ、それって、つまり……」

　ぼくが驚おどろきに目を瞠みはる中、レイアおねーさんは優しく笑ってぼくに告げてくる。

「わたくしの母の出身は、キミと同じ《ニホン》ということですよ、トオル君」

『ええっ!?』

　ぼくとルウの驚きが重なる。師匠も声に出る程ではないが感心しているようだ。

　そして……。

「いいから俺のマント返せ」

　ファルディオは安定の反応だった。レイアおねーさんは当然無視して続けて来る。

「母によると、そちらの世界では、魔法を正義のために使う女性は、すべからくこのような格好をすべし、という厳格なルールがあるらしいじゃないですか」

『え』

　ぼくとルウは反応に困る。……いや、まあ、確かに、ぼくの世界で魔ま法ほうを使う女の子（創作）は総じてそういう格好しているかもだけど……それは……。

　レイアおねーさんは、自信満々に胸を張って告げてくる。

「だから模も範はん的魔法少女であらんとするこのわたくしは、普ふ段だんからこの格好なのです！」

『（思い込みの激しさがハンパない！　っていうか真ま面じ目めな娘むすめになに教えこんでんのっ、先代勇者のおかーさん!?）』

　ぼくとルウは啞あ然ぜんとする。師匠はと言えば「ふむ、そういうものなのか」と、ぼくの世界の知識がないからか、意外とすんなり受け容れていた。……いや、あの……。

　ぼくらが誤解を解こうか迷っている間にも、レイアおねーさんは、ぐっと拳こぶしを握にぎりこんで話を続ける。

「正直言えば、実際わたくしも恥はずかしいです！　だってこのような格好、明らかにおかしいです！　痛々しいです！　子供向けの創作物にでも出てくるような格好にしか思えません！　これが普ふ段だん着ぎなど、ニホンの魔法少女とやらは完全に常じよう軌きを逸いつしています！」

『（本人の感性的に、そこ分かってるんだ！　なんていたましい！）』

「実際わたくしは、このスタイルを貫つらぬくために眼鏡めがねを外しているせいで常に視界はぼやけまくりですし、なによりもこのマジカルステッキ！　玩具おもちやみたいどころか実際ほぼ玩具で、魔法発動補助具としては底辺中の底辺、圧あつ倒とう的てきに使いづらい！　わたくしの本来の実力の、半分以下も出せてない感は、あります！」

『（いよいよ魔法少女化になんのメリットもない！）』

「ですがっ！」

　そこでレイアおねーさんは空を見上げ、誓ちかいを立てる様にステッキを掲かかげる。

「わたくしはそれでも、このスタイルを貫いてみせます！　なぜならそれが……それが、誇ほこり高たかき勇者の娘としてこの世に生まれた正義の魔法少女たるものの、責務ですから！」

「おおー」

「だったらマント脱ぬげ。そして俺に返せ」

　マントなしで砂塵に耐たえながらファルディオが呟き、師し匠しようが素直に感心した様子で手をぱちぱちと叩く。ファルディオはさておき、師匠の方は、騎き士し団に所属する者として、規則に縛しばられながらも正義のために闘たたかう意志に感かん銘めいでも受けたようだ。……いや、レイアおねーさんの場合、本来全く縛られる必要がないルールに勝手に縛られてるんだけど……。

　で、ぼくとルウはと言えば……。

「？　あれ？　どうかされましたかお二人とも？　もしかして……このわたくしの異世界魔ま法ほう少女スタイル、何か、間ま違ちがっているのですか？」

　不安そうに訊たずねて来るレイアおねーさん。ぼくとルウは互たがいの顔を見た後……すぐに、満面の笑みで、彼女に返した。

『いやいやっ、それで大正解です（ぞ）！』

　言えない……！　ここまで恥ち辱じよくや不ふ遇ぐうに耐えて長く活動してきた人に、実はそのスタイル完全に間違いどころか正直痛々しいですなんて残ざん酷こくなこと、言えるはずがない！

　レイアおねーさんが、「そうですかっ！」と上じよう機き嫌げんに微笑ほほえんで、前を歩き出す。

　……ここにきてようやく、以前ファルディオがレイアおねーさんのことを友達と言いながらも、「面めん倒どう臭くさい」とか「あとうぜぇ。限り無くうぜぇ。とめどなくうぜぇ」とか表現していたことの意味が分かった。……これは確かに……別に悪い人じゃないんだけど……。

　そのまましばらく荒こう野やを進んだところで、ふと、師匠がレイアおねーさんに訊ねる。

「ところで、魔法少女──いや、キサラギよ。キミは、一体どうしてこんなところに居たのだ？」

「ああ、それはですね……」

　師匠の質問に、少し気まずそうにレイアおねーさんが応じる。

「所用で、魔法都市ルーンヘイムに行く途と中ちゆうなのです」

「ルーンヘイムに？　確かに私達もかの街に向かう道中ではあるが……しかし、このニヴル荒野は《女神めがみの試練》を経由するために通っているだけであって、通常の旅人にしてみれば大回りかつ悪路でしかない経路だろう？　なぜわざわざここを？」

　師匠のその質問に、レイアおねーさんはなぜか「えーと」と表情を引きつらせる。

「あー……いえ、その、わたくしなりのかなり深い考えがあった上での行動の末、まさかの、とてつもなく浅いミスで行き倒だおれたといいますか……でも一応は計画通りに行った気もするといいますか、いえ、先を読みすぎて手前を読み忘れたといいますか……」

『？』

　全員が事情を飲み込めず、首を傾かしげる。しかし、どうもレイアおねーさんはそれ以上喋しやべりたくなさそうだった。なぜかチラチラと背後のファルディオの様子を窺うかがったりと、どうにも挙動不ふ審しんである。

　まあ、とりあえずぼくらとしても別に無理に聞き出したいわけでもない。

　空気を変えるため、ぼくは精せい一いつ杯ぱいに子供らしく無む邪じや気きな声を上げた。

「そ、そうだ！　ぼ、ぼく、レイアおねーさんとファルディオの話、聞きたいな！」

「？　わたくし達の話ですか？」

「う、うん！　ほら……なんか二人って、魔法学校に通ってたんでしょ？　その時の話とかさ、そもそも、どうやって知り合ったのかとかさ。そういう昔の話してよ」

　ぼくの言葉にレイアおねーさんはすぐに頷うなずき、「いいですよ。まあ昔という程前の話じゃないですけどね」と前置きして話し出した。

「あれはそう、約一年前のことです。突とつ然ぜんミーミル魔法学校に乱入してきた彼、ファルディオ・メルクリウスが……」

　そこで突然、レイアおねーさんの声が、悲ひ愴そう感に満ちた鼻声に……。

「わたくしから……わたくしからっ、全てを奪うばったのは！」

『ええ!?』

　いきなり両手で顔を覆おおって語り出したレイアおねーさんに、ぼくらはぎょっとする！　同時に、背後から激しいツッコミの声！

「変な言い方してんじゃねえぞてめぇ！　ああん！　そしていい加減マント返せ！」

「や、やめてください！　貴方あなたはまたわたくしから奪うつもりなのですか!?」

　そこには、荒野でゲスい顔して美少女から衣服を剝ぎ取ろうとする青年の姿があった。

『…………』

　ぼくと師匠は無言で武器を抜ぬき、ルウは《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》の構えを……。

「わーっ、待て待て待て！　わかった！　わかったから！　俺が話す！　俺が、ミーミル魔法学校時代のこと話すから！　っつーかお前らももう分かってんだろ!?　思い込みの激しいそいつ視点で話聞いてたら、真実なんて一割も伝わらねぇぞ！」

『…………』

　ぼくらは思わず顔を見合わせる。……まあ、確かに、そうかもしれない。

　ぼくらが武器を収め、レイアおねーさんが「なんですかその言い方っ！」とぷりぷり怒おこる中、ファルディオはやれやれと面めん倒どうそうに頭を搔かくと、とりあえず全員歩きながら聞くよう促うながしながら、実に気け怠だるそうな声で話し始めた。

「あれは……そう、一年前ぐらいか。実家を飛び出した俺は、しばらくの放ほう浪ろうの後、ミーミル魔法学校に飛び込んで、そして出で逢あったんだ。そいつ……」

　くいっと顎あごをしゃくって、レイアおねーさんを指すファルディオ。




「魔法学校始まって以来の天才と呼ばれていた才さい媛えん、レイア・キサラギにな」








回想Ⅰ　自じ称しよう大魔ま導どう師しと《才さい禍かの魔女》









「……つまり、現時点で魔法は一切使えないと？」

　顎の下で手を組んだいかにも神経質そうな中年女性面接官が眼鏡を光らせる。と同時に、脇わきに控ひかえる二人の男性面接官はやれやれと大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめた。

　深い沈ちん黙もくの中、壁かべ掛かけ時計の秒針音だけが、無む駄だに広い面接会場に響ひびき渡わたる。

　ミーミル魔法学校第三会議室。

　そこで現在行なわれているのは、典型的な圧あつ迫ぱく面接だった。それも受験者の対応力を見るためのそれではなく、明らかに、面倒な途中入学希望者の心を折って追い払はらわんとする、悪意に満ちたもの。

　ミーミル魔法学校は女神教会直営という立場上、表向きは、誰だれにも広く門もん戸こを開く教育機関である。しかし実際のところはその高い競争倍率故に、受験時点で既すでに極めて高度な事前教養・訓練を必要とされ、本当になんの学もない庶しよ民みんが入り込む余地など微み塵じんもありはしない。

　幼少期から学ぶ環かん境きように恵まれし上流階級、教会に強力なコネを持つ権力者、魔ま法ほう使つかいとして優すぐれた血を持つ一族。そういったものが「箔はく付づけ」として入学・卒業する学校。

　それこそがミーミル魔法学校であることは、公然の事実である。

　しかしそれでも時折は、ものは試ためしとばかりに何の後ろ盾だてもなく受験に参加するような世間知らずもおり。

　そして、本当に時折……ごくごく稀まれどころか、恐おそらくは百年に一度程度。

　女神教会直営校としての表向きの体裁をいいことに、図々しくも途中入学を希望する、身元さえ定かではない、厚こう顔がん無む恥ちな大うつけ者が現れることがある。つまりそれが──。




「いやぁ、使えないという表現はどうでしょうねぇ、先生！　ここはやっぱ、使えないんじゃなくて、使わないっつーニュアンスに近いんじゃないかなぁ！　ねぇ？　ほらなんせ俺、近い未来、大魔導師になる男ですし！　うぇっへっへぇ」




『…………』

　──この、ファルディオ・メルクリウスという男だった。

　会議室の排はい他た的てきな空気などものともせずに、途中入学希望者・ファルディオは下げ卑びた声で笑う。普ふ段だんは教きよう鞭べんを執っている面接官達の顔に、「早く通常業務に戻もどりたい」という疲ひ労ろう感かんが滲にじんだ。
















　ファルディオから見て右側の禿はげ上がった中年面接官が呆あきれた様子で彼に声をかける。

「……メルクリウス君」

「…………」

　しかし、ファルディオはぽけーっと目の前の女性面接官の方を見たままで、何も反応しない。男性は怪け訝げんそうに顔を顰しかめて、訊ね直す。

「？　メルクリウス君？」

「…………え、あ、はい、あ、え？　あ、あー、それ、俺ですね、俺」

「いやキミ以外に誰がいるんだね」

「あ、はは、そうですよね、はい。うん、俺、メルクリウスです！」

『…………』

　面接官達の顔が不審げに歪ゆがむ。……明らかに偽ぎ名めいめいている。しかもそれをそれと悟さとらせない様に振ふる舞まう度量さえない上に、たまに口を開けば実力の伴ともなわないビッグマウス。

　面接官達は今や、怒いかりを通とおり越こして呆れるしかなかった。

　そんな無言の時間を、しかし自分に与あたえられたアピールタイムとでも勘かん違ちがいしたのか、ファルディオは再び饒じよう舌ぜつに語り出した。

「いや勢いで地元飛び出したまではいいんですが、やっぱ完全に独学じゃ辛つらすぎましてね。っつうか高等魔術指南書とか古代魔術読解って、なんであんな馬ば鹿かみたいに値が張るんスかね？　詐さ欺ぎですよ詐欺！　得られる情報量に対して、破格すぎんでしょう！　こちとらそこに骨こつ董とう的・美術的価値なんざ見み出いだしてないんだっつうの！　ったくもうなぁ」

　勝手にぷりぷりと一人で憤ふん慨がいするファルディオに、女性面接官は嘆たん息そくしながら告げる。

「一いつ般ぱん的な魔術指南書ならば充じゆう分ぶん廉れん価かでしょう？　まったく、カタチから入る者の悪い癖くせですね。すぐに高等魔術だの古代魔法だのという聞こえの良い力に飛びついて──」




「ああ、いえ、俺、現代の汎はん用よう魔術研究に関しては、既に全部ここに入ってるんで」




『────』

　頭をとんとんと人指し指で突つつきながら極めて軽く、特に誇ほこるでもなく告げるファルディオ。面接官達は思わず言葉を失う。また例のビッグマウスかとも思ったものの、しかしそれにしては本人の主張態度が控えめすぎた。

　実際、ファルディオは特にそこを掘ほり下げることもなく、話を続ける。

「だからここから更さらに学ぼうと思ったら、一般流通しているものの中でも特に希少な書か、もしくは国立図書館なんかの蔵書を読むしかないんスけど……今の俺って、金も後ろ盾もなくてですね。で、だったら、その手の文ぶん献けんを山と抱かかえるであろう、魔術学校にでも入ればいいじゃんと。しかもここなら、女神教会の奨しよう学がく金制度で、かなり無茶な出しゆつ世せ払ばらいが利くっつうじゃないッスか。こりゃもう、未来の大魔導師様たる俺様は行くしかねぇなと」

『…………』

「あ、いやいや、謝礼はいいんですよ？　そりゃこの俺様が入学・在席・卒業した魔術学校ともなりゃその宣伝効果は抜ばつ群ぐんでしょうが、まあ、そこは在学中の授業料免めん除じよと単位免除、ならびに最上級寮りよう生せい活かつと全蔵書閲えつ覧らん自由権で取引してあげましょう！　あー、いや、まあ、おたくらがどうしても更に謝礼金を上乗せしたいというならば、受け取るのもやぶさかではないですけどね？　うひひっ」

『…………』

　面接官達は最も早はや受験者に嫌いや味みな態度を取る作業も忘れ、ただただ啞あ然ぜんとするしかなかった。……これまで高貴かつ知的な生徒とばかり接してきた三人の人生の中で、こんなにも「どうしようもない人間」を見たのは初めてで、最早彼らの持つ罵ば詈り雑ぞう言ごんの語ご彙いではとてもじゃないが追いつかなかったのだ。

　三人はしばらく呆あつ気けにとられたままだったが、ファルディオの「超ちよう速そく連射世よ迷まい言」が一段落したところでハッと気をとりなおすと、慌あわてて喋しやべり出す。

「と、とにかく、面接はもうこれで結構です。お引き取り下さい」

「お、流石さすがミーミル魔法学校のエリート教師様！　人の才を見み抜ぬくのが早いね！」

　上じよう機き嫌げんにニヤニヤと笑って腰こしを浮うかすファルディオ。彼は椅い子すの横に置いてあったボロボロのナップザックと、あまりに年季が入りすぎて黒ずんだ樫かしの杖つえを拾いながら立ち上がると、面接官達に向かってもう一回笑いかける。

　三人はそれに苦笑いで応じるも、すぐに、少し焦あせったように禿はげ頭あたまの面接官が付け足した。

「い、異例ではありますが、合否はもう出ていますので、玄げん関かんの受付で聞いて下さい。……わざわざ、合否通知のために再び足を運んで貰もらう必要はありませんよ」

「おっ、そうッスか！　いやいや、流石ッスねぇ、ミーミル魔法学校！　じゃあお言葉に甘あまえて今日のところは……っと、ああ、寮は今日からもう入れるんスかね？」

　うっきうきした態度で訊たずねるファルディオ。面接官は頭に汗あせを搔きながら応じた。

「そ、そうですね。合格者なら、すぐにでも、ええ」

「さっすが！　じゃ、今日はお忙いそがしい中ありがとうございま──」

　と、退室しかけたところでファルディオはぴたりと止まり、そして、改めて面接官の方を見やる。

　三人が何事かと妙みようにドキドキする中、彼は……ふと、ついでの様に切り出した。




「あ、そうそう、俺が今唯ゆい一いつ使える魔法……《禁きん忌き魔ま法ほう》、一応実演しときます？」




『な──』

《禁忌魔法》──それは最早童話や伝説として語り継つがれる、通常の魔法の理ことわりを大きく外れた異い端たんの魔法。もしその仕組みを解き明かせられれば現代の魔法技術に大革新を起こせることは間ま違ちがいないが、あまりに再現が難しく遅ち々ちとして研究の進まない未知の力。

　もしそんな《禁忌魔法》を自由自在に発動させられる者がいるとすれば、それはもう各国の研究機関から引く手数多あまたどころか、下手をすれば戦争の引金にさえなりかねない程の希少存在だが、しかし……。

　面接官達は「（ここまで壮そう大だいな与よ太た話が出来るのは、最早才能だな）」などと変な感心の仕方をしながら、それでこの若者の気が済むならと、極めてぞんざいな態度で「どうぞ」とだけ促し、あとはもう彼のことなど見ずに三人で談笑を始めかけた矢先の、出来事だった。




「──《ヘルファイア！》」「ごふっ」




　──彼が何かを叫さけんだと同時に、女性面接官の口から小さな炎ほのおが飛び出したのは。

『…………』

　途と端たん、三人の面接官は今までの態度を一変。魔法学校で教鞭を執とる者──つまりは超ちよう一流の魔法使いとして、瞳ひとみに溢あふれる智ち慮りよを湛たたえ、その明めい晰せきな頭脳をめまぐるしく回転させる。……一見、あまりに些さ細さいで本当にどうしようもない馬鹿げた事象ではあった。しかしそれでも、魔法に精通し尽つくした三人は、いやがおうでも理解出来てしまったのだ。




　──これはまさしく、理に反する魔法だと。




『…………』

「あ、じゃ俺、行きますんで。あざっしたー」

　啞然とする三人を尻しり目めに、上機嫌に口笛を吹ふきながら退室していくファルディオ。

　──そうして、この面接の、約五分後。

　ミーミル魔法学校始まって以来の異例存在……「身元不明の途と中ちゆう入学者」が、誕生したのだった。




　　　　＊




「あー、大魔導師のファルディオ・メルクリウスです。俺はお前らとスペックがまるで違うんで色々思うとこあるかもしれねーけど、まあ級友として、あんま嫉しつ妬ととかしないで仲良くしてくれたら嬉うれしいッス。よろしーく。うぇーい」

『…………』

　教室に入ってくるなり、えらくふてぶてしい態度でそう自己紹しよう介かいしてきた途中入学者に、《特待クラス》の生徒達は拍はく手しゆの一つも忘れ、ただただ啞然とするしかなかった。

　入学初日だというのに早速誰だれよりも着き崩くずしただらしない制服。死んだ魚を腐くさらせたものを媒ばい介かいに呼び出したヘドロ使い魔のような瞳。芸術的なまでの寝ね癖ぐせに、いっそ逆に辛いんじゃないかという程の猫ねこ背ぜ。

　始業直前まで「異例の途中入学を果たしたとんでもない傑けつ物ぶつが今日から来るらしい」という噂うわさに沸わいていた生徒達の胸に去来する想いは、今、まさに、一つだった。




『（ある意味とんでもない傑物が来たぁあああああああああああああああああああ！）』




　元々エリート校たるミーミル魔法学校の中でも更に選えりすぐりの優ゆう秀しゆうな生徒を集めた《特待クラス》に在席するような超優良生徒達にとって、ファルディオ・メルクリウスのような存在はカルチャーショックもいいところだった。

　教室が水を打った様に静まり返る中、このクラスの担任教師であるリーン・ベルは、ハッと我に返り、わたわたと慌てた様子で紹介を続けた。

「わ、私も詳くわしい経けい緯いは良く知らないのですが、えーと、とにかく彼は今日から皆みなさんと一いつ緒しよに学ぶことになりますので……よろしくお願いします」

　教師にそう言われたところでようやく、クラス内からパチパチとまばらな拍手が起こる。ファルディオがそれを気怠そうに聞きながら首筋をぼりぼり搔かいていると、まだ若い女教師のリーンは、こほんと咳せき払ばらいして後方の席を指し示した。

「では、メルクリウス君。そこの一番後ろの空いている席が貴方あなたの席です」

「うぃ」

　教師にさえぞんざいな態度で応じ、欠伸あくびをしながら示された席に向かうファルディオ。彼は着席すると、そのままぐてっと机にもたれかかる。周囲の生徒は知るよしもなかったが、入学の決まった昨日から始業直前まで、ファルディオはずっと図書室に入り浸びたって念願の高等魔導書を読み漁り、禁忌魔法に関する文献を探していたため、既すでに体力の限界が近かったのだ。あまりにも身だしなみがなっていなかったのも、そのためであった。

　リーンが少し呆あきれた様に続ける。

「メルクリウス君。貴方の教科書が届くのは放課後ですから、とりあえず今日のところは、隣となりのキサラギさんに見せて貰って──」

「あー……教科書とかいいッス、別に。多分大体既に知っていることですし、多少興味あるのは、講師ごとの独自解かい釈しやくとかですけど……まあ、基本は俺、寝ねます」

　言うなり、ファルディオは机に突つっ伏ぷす。これには《特待クラス》の面々もムッとしたが、そこは、エリートの中でも更に真ま面じ目めに魔法を修めんとする優等生達。流石に得体の知れない生徒に口を出すような人間はいなかった。

　──ある一人を、除いて。

「ちょっと貴方。そういう態度はどうかと思いますが？」

「……んああん？」

　早速よだれを机にべっとりつけて眠ねむりこけていたファルディオは、突とつ然ぜん傍そばからかけられた妙に冷たい女の声に顔を上げる。きょろきょろと声の主を探すと、どうやらそれは、隣の女生徒のようだった。

　彼女は綺き麗れいな桜色の長いストレートヘアを優ゆう雅がに搔き上げつつ、いかにも優等生然とした眼鏡めがねをくいっと上げ、心底軽けい蔑べつした様子でファルディオを睨にらんでくる。

　実際彼女は、普ふ段だんのファルディオならばナンパの一つもしかねない程の知的な美少女だったが、流石に疲ひ労ろう困こん憊ぱいで性せい欲よくよりも何よりも睡すい眠みん欲よくが圧あつ倒とう的てきに勝る現在、彼が彼女に抱いだいた第一印象は「うっぜぇなぁ」であった。

　生徒どころか教師さえもあわあわと見守る中、女生徒は冷たく眼鏡を光らせてファルディオを見下ろしてくる。

「異例の途中入学者だかなんだか知りませんが、貴方、ここに魔法を学びに来たのでしょう？　愛と正義のために」

「は？」

　ファルディオは一いつ瞬しゆん、目の前のクール系美少女から発せられたとは思えない言葉にぎょっとするも、すぐにまた目から活力をなくし、ぼりぼりと頭を搔きつつ応じる。

「……はぁ……いや愛とか正義とかは知らんけど……まあ、学びには来たな」

　その彼のテキトーな返答に、女生徒は少し語調を強めて警告してきた。

「だったら、シャキッとなさいな。休む場所ではなくて、学ぶ場所ですよ、ここは」

「…………だからこそ、今は寝たいんだけどなぁ、俺は……」

「……は？」

　ファルディオの呟つぶやきに、女生徒が明らかに怒ど気きを孕はらんだ反応を見せる。これには流石のファルディオも少し怯おびえ、面めん倒どうに思いながら「あー」と更さらに頭を搔いた。

「わかったわかった。お前……なんだっけ？」

「……レイアです。レイア・キサラギ」

「ああ、うん、じゃあ、レイア」

「っ!?　ど、どうしていきなり名前呼び──」

　少し動どう揺ようした様子のクール系美少女に、しかしファルディオは淡たん々たんと続ける。

「レイアさ、お前の言うことは至極もっともだよ。実際俺は、まさしくここに『学びに』来ている。だから退学にならない程度には、講義にも出席するつもりではある。一応な」

「一応って──」

「だが、既に知っていることの講義を受けるのは、全くの無む駄だだ。そりゃ寝る。当然だろ？　学びに来てるんだから。そこを睡眠に回して、自由時間に自習する方がマシってなもんだ。だから勿もち論ろん、それが面白そうな講義でありゃ、起きてちゃんと受ける」

「な──！　そ、そんなのは不真面目です！　学ぶ姿勢がなってな──」

「そうか？　魔法なんてそもそも、ご丁てい寧ねいに足並み揃そろえて学ぶようなもんじゃねえだろ？　そりゃガキの学ぶ基き礎その基礎まではそれでいいけどよ、ある程度まで来たら才覚や目的に合わせて当人に必要なもんだけを取しゆ捨しや選せん択たくして学んでこその魔法じゃねえの？」

「そ、それは……」

　ここに来て初めて優等生のレイアがぐっと詰つまる。ファルディオとしてはとりあえず口からテキトーにそれっぽいことを言っているにすぎなかったのだが、彼女にはどうやら今の論調が効果的だったらしい。彼はそれにいち早く気付くと、少し考えて続けた。

「だから俺は、この学校の講義が面おも白しれぇと……自分のためになると判断したら、ちゃんと起きて受けるぜ？　それでいいだろ、真面目ちゃんよ」

「──っ！　い、いいでしょう、わかりました」

　そう言うとレイアは眼鏡をくいっと上げ、どこか優ゆう越えつ感に満ちた笑みを漏もらす。

「貴方が今までどこで何をどう学んで来たか知りませんが、このミーミル魔法学校のハイレベルな教師陣じんによる素晴らしい講義に圧倒されるといいです！　きっと、一分だって寝ていられる時間などありませんから」

「へー、そりゃ楽しみだ。お手並み拝見といきますか」

　それは、ファルディオにとって偽いつわらざる素直な気持ちだった。もしそんなに面白い講義が行なわれるというのならば、それは彼にとって願ったり叶ったりだ。基本怠なまけ癖ぐせの権ごん化げたるファルディオだが、こと魔法知識欲に関しては、彼の中で三大欲求など軽く凌りよう駕がしている。講義が面白いのならば、当然眠ってなどいられない。

「じゃ、じゃあ、皆みんな、仲良くしてねー……」

　そっとそれだけ言って、リーン教師がささっと退室していく。同時に、またすぐに机に突っ伏して、すーすー寝息を立て始めるファルディオと、それを苦々しい表情で見つめるレイア。

「く……見てなさい。講義が始まったら、すぐに起きることになりますよ」

　かくして、ここから二人の因いん縁ねんは始まったわけだが──




　──結局この日、講義中にファルディオが起きていた時間は、ただの一分たりとて無かったのだった。




　　　　＊




　異例の途中入学者、ファルディオ・メルクリウスに対する生徒達の期待が、落らく胆たんと軽蔑に反転するまで、そう時間はかからなかった。

　とにかく彼は、最低の生徒だった。

　講義をまともに聴きかないその態度は勿論のこと、普段から人当たりは最悪。尊大で他者を見下したような物言いをし、他人の努力を無駄と笑う。一方で可愛かわいい女子には必要以上に謙へりくだるものの、自分に気がないと見るや一転して興味をなくす始末。誰にも敬意を払はらわず、特に学園屈くつ指しの才女であり、先代勇者の娘むすめであるレイア・キサラギに対する狼ろう藉ぜきの数々は、一部生徒達の間から「神しん剣けん騎き士し団に通報して牢ろうにぶちこむべき」との声まで上がる始末。誰が見ても、おおよそ褒ほめられた部分の見つからない生徒。それが、ミーミル魔法学校におけるファルディオ・メルクリウスという人間だった。

　中でも彼の最低評価を決定づけたのは、実技能力の完全欠けつ如じよだった。

　いくら大口を叩たたこうとも、それに伴ともなう実力さえあれば、エリート校とはいえ生徒達の気質が比ひ較かく的てき健全なミーミル魔法学校において、そこまで疎うとまれることはない。

　しかしファルディオという男は、高等魔法はおろか、通常魔法……それこそ子供が魔法を習う上で最初に覚えるような初歩の初歩の魔法一つさえ、まともに発動させることが出来なかったのである。

　ことここに至って、彼の評価は完全に決定づけられた。

『（恐おそらくはとてつもなく汚きたない手を使って入学してきたのであろう、最低のクズ）』

　それが、入学一週間後のファルディオ・メルクリウスへの学校全体からの評価だった。

　しかし、必ずしもそうは思っていない人間もまた、学校には数名だけ存在した。

　それは勿論面接時に見せた《禁きん忌き魔ま法ほう》のことを知るごく一部の教師陣と、そして……

「さ、ファルディオ、次の授業行きますよ。起きて下さい」

「んぇ？……んだよ優等生。……あぁ、次移動か…………面めん倒どう臭くさいからパス……」

　そう言って再び机に突っ伏そうとするファルディオを、しかし彼女──レイアはその髪かみを引っ張るカタチで強引に起こす。

「いでっ、いでででででで！　ごぉらてめぇ！　なにしやが──」

「起きましたね。では行きますよファルディオ。次こそは、きっと興味深い授業です」

「ああん？　……レイア、お前、まだそんなこと言って……」

　最初に出で逢あった一週間前から何一つ変わらない……いや、少し気安くさえなってきているレイアの態度に、ファルディオは思わず顔を顰しかめる。

　しかしレイアは、不思議そうに首を傾かしげて彼を見つめた。

「だってファルディオ、訓練や講義が面白かったらちゃんと起きるんですよね？」

「いやそうだけど……。……お前、俺がただやる気ないヤツだとか思わないわけ？　今のところ全部爆ばく睡すいしてやってんだぜ、俺。最初から起きる気なんてねぇのかも──」

　ファルディオがわざと下げ卑びた笑みを浮うかべてそう言いかけるも、しかし、レイアは「ふふっ」と上品に笑ってそれを一いつ蹴しゆうする。

「全然思いませんよ。だってファルディオ、ちゃんと講義聴きながら寝ていますから。爆睡は噓うそですね。たまにいびきをかいているフリもしますが、かなり表層的睡眠ですよね？」

「…………」

　想像だにしなかった意外な言葉が返ってきて、ファルディオは思わず言葉を失う。

　しかしレイアは彼の驚きよう愕がくに気付いた様子も無く平然と続けて来る。

「面白い講義内容だったらちゃんと受けるという約束、噓じゃないですよ。まあ今のとこ全部寝ていますが。でも、次こそはきっと面白い授業です。そして、わたくしの勝ち」

　ニコリと上品に笑うレイアから、ファルディオは思わず視線を逸そらす。

「その勝負まだ続いてんのかよ。……ったく、しゃあねぇな……」

　レイアに促うながされて、よっこいせと立ち上がる。彼は廊ろう下かの先を歩くレイアのピンと伸のびた背筋を見つめながら、ぼんやりと考えた。

「（レイア・キサラギね……。ただの思い込みが激しい生き真ま面じ目め優等生ちゃんかと思えば、実際えげつない程に洞どう察さつ力が高い。……怖こえぇな。こういう鋭するどい爪つめを天然で隠かくせているヤツが、魔ま法ほう使つかいとしては一番やべぇタイプだ）」

　自分のことは棚たなに上げてファルディオはそんな評価を彼女に下す。

　──と、そんなことを考えている矢先、二人の目の前で女生徒が掃そう除じ中か何かで濡ぬれていた床ゆかに気付かず盛大に足を滑すべらせた。

「あっ」

　ファルディオは思わず声を上げるも、しかしタイミングや距きよ離り的てきに、これは最も早はや為なす術すべなく彼女が尻しり餅もちをつくのを見守るしかないなと、そう判断したその刹せつ那な──

「《そよ風よ》」

　レイアが呟くと同時に女生徒の体を柔やわらかくも力強い風が包み込み、ゆっくりと優しく彼女の背を押す様にして立ち上がらせていく。

　そしてそのまま転んだ事実など無かったように元の姿勢へと戻もどった女生徒は、一瞬何が起こったか分からずにキョトンとしていたものの、こちらを見てレイアに気付くと、すぐに状じよう況きようを察し、頰ほおを赤くしながらぺこぺこと頭を下げた。

　しかし当のレイアはといえばそれに軽く手を上げて微笑ほほえむだけで、特に彼女と言葉を交わそうともせず、颯さつ爽そうと次の授業へ向かうべく歩き出す。彼女にとってはこれが日常の一部でしかないのだろう。

　レイアの後に猫ねこ背ぜで続きながら、ファルディオは思わず感かん嘆たんの息を漏らした。

「（おいおい、勘かん弁べんしろよマジで……。あの一瞬で詠えい唱しよう省略＆補助具なしの繊せん細さいな威い力りよく微び調ちよう整せい済み魔法とか、職人芸すぎんだろう。……これまでの実技演習や周囲の評価からも分かっちゃいたことだが、ガチの天才だなこりゃ。っつーか、実力も知識もこの学校の教師陣なんかとっくに凌駕してやがる。授業が一番退たい屈くつなのって、むしろこの女なんじゃねえの？　って、ああ、だから最初に会った時の口論で少し詰って……）」

　ファルディオがそんな回想をしていると、レイアは不思議そうに振ふり向むいてきた。

「？　わたくしの顔に何かついていますか？」

「ああ、いや別に……」

　ぷいっと視線を逸らして応じると、彼女は特に気にした様子も無く再び先を行く。そのままレイアはファルディオの感心など知る由よしもなく、ただただ楽しげに独り言を呟いた。

「ふふっ、次の授業は確か実戦訓練。そこでファルディオは、わたくしの華か麗れいなる魔ま法ほう捌さばきの前に、きっと感動で滂ぼう沱だの涙なみだを流して改心し、そしてこう言うんです。『今まで俺が間ま違ちがっていました！　これからは心を入れ替かえて、レイアさんと共に愛と正義のために闘たたかいます！』と。ふ、なんと罪作りな魔法少女でしょう。この昨日の敵を今日の友にしてしまう正義の才能、わたくしはわたくしが恐ろしい。わたくしが《勇者の娘》ではなく《偉い大だいな魔法少女》として名を馳はせる日も近いですね！」

「…………」

　ファルディオは即そく座ざに自らの中の彼女に対する高評価を取り消す。

「（これはあれだな……才能は才能でも、『思い込み』の才能だな。親が勇者っつう中々にアレな背景もちのせいか、自分主人公感が強すぎるわ。それも愛と正義とかマジで芯しんから掲かかげちゃってる系の。……やべぇ、俺の一番嫌きらいなタイプだ）」

　初日のやりとりがまずかったのか、どういうわけかこの一週間彼女に絡からまれる生活を送るはめになっているファルディオとしては、今後もそれが続くのかもと想像すると、身の毛もよだつ想いだった。

「（なんとかこいつを黙だまらせないと、折角手に入れた快適な読書環かん境きようが破は綻たんすんぞ。……なにかこう、上下関係をハッキリとさせる、いい機会でもないものか……）」

　そんなことを考えながら、彼女に続いて次の授業場所である中庭訓練場へと向かうファルディオ。

　そうして、彼のそんな願いを叶かなえる機会は、意外と早く──




　──まさにその実戦訓練中に、やってくるのだった。




　　　　＊




「えっ、わ、わたくしとファルディオですか？」

　ミーミル魔法学校の中庭訓練場にレイアの素すっ頓とん狂きような声が響ひびき渡わたる。周囲の生徒達の表情にも動どう揺ようが浮かぶ中、しかし中年男性教師のウォルター・ヒルディスは、いかにも陰いん険けんな顔つきで続けてきた。

「ええ、そうです。何か組み合わせに問題でも？」

「え？　いや、だって……」

　レイアが言葉を詰つまらせ、ファルディオの方を見やる。彼はそれを背後から他人ひと事ごとの様に目を擦こすりながらぼんやりと眺ながめていた。

　彼女は嘆たん息そくすると、自分がしっかりせねばとでも思ったのか、もう一度教師に向き直って抗こう議ぎを続ける。

「あの……実戦訓練は実力の近い者同士で組むのが普ふ通つうですよね？」

「ええ、ですから、丁度いいじゃないですか。……我が校屈指の才女たるキミと、噂うわさの実力者たる途と中ちゆう入学者君で」

　ウォルターが半笑いでそんなことを告げ、周囲の生徒達がクスクスと笑い出す。ここまでされれば、ぼけーっとしているファルディオにも流石さすがに理解出来た。

「（あれ、なんか俺、今、教師主導の公開リンチじみたことされかけてる？）」

　ファルディオは一応、不本意ながらも、なんとなく自分の実力が過小評価されていることには気付いている。実際魔法が使えないのだから仕方ない。しかし教師たるものが、それが分かっていてわざわざ学園一の実力者とやりあわせるっつうのは、つまり……。

「っ、先生、それはいくらなんでも──」

　真ま面じ目めすぎるレイアがカチンと来た様子で教師に食ってかかりそうになったところで、ファルディオは必要以上に大きな声を上げてそこに割って入った。

「おー、いやはやっ、さっすがウォルター先生！　よっ、この目利き！　いいね！」

『？』

　教師、レイア、生徒達……その場に居た全員が意味も分からず目を丸くする中、ファルディオはヘラヘラとした調子で続ける。

「まあ俺様の相手ともなると、そりゃ学園一の実力者ぐらいじゃねーとハナシにならねーからな。いやホントナイス采さい配はいですぜっ、ウォルター先生！」

　ファルディオはぺろっと舌を出してぐっと親指を立てる。ウォルターはそれに圧あつ倒とうされながらも、彼の笑顔に便乗するカタチでヘラヘラと──

「虫むし酸ずが走るぜ、ホント」

「──へ？」

　普ふ段だんの彼とはまるでかけ離はなれた、プレッシャーを伴う呟つぶやきに一いつ瞬しゆんウォルターがたじろぐ。しかしファルディオはすぐにいつものおちゃらけた表情に戻ると、早速訓練場中央の方に歩き出しながら手をぷらぷらと振って告げた。

「よぉしっ、ほぉら早くこっちきて準備しろよレイア！　折角のご指名なんだから、訓練場のド真ん中で派手にやりあってやろうぜっ、おい！」

「って、ちょっとファルディオ、貴方あなたなに言って──」

　レイアは戸と惑まどいの声を上げるも、しかしファルディオは彼女に顔だけで振り返ると、ニィと挑ちよう発はつするような微笑を浮かべる。

「ああ、このマッチメイクが怖ぇのはむしろそっちの方か。負けた時のリスクがでけぇのはてめぇの方だもんなぁ！　あぁ、だからあんな全力で抗議してくれてたわけか？」

「な、ちが──」

　誤解を解こうとするレイアを、しかし、ファルディオは酷ひどく冷たい目で睨にらみ付けた。

「あんまし、俺のことなめくさってんじゃねぇぞ優等生」

「──っ！　ですからっ、違ちがうって言ってるじゃないですかっ、この捻ひねくれ劣れつ等とう生！　いいでしょう！　分かりました！　確かにいい機会ですねこれは！　延び延びになってた勝負、ここできっちりつけてあげます！　覚かく悟ごなさい！」

　怒おこった様子のレイアがずんずんとファルディオに続いて訓練場中央へ進み出ていく。

　彼女はファルディオの目の前に立ちはだかると、ビシッと訓練用の杖つえを突つきつけて宣言してきた。

「ではこれでわたくしが勝ったら……真面目に授業を受けて下さいね！」

　その言葉にファルディオは一瞬キョトンとし……そしてすぐに噴ふき出すと、腹を抱かかえてゲラゲラ笑いながら「ＯＫ、ＯＫ」と応じる。

「いやはや、それにしてもお前って、ホント……。……感心するぜ、マジで」

「な、なんですかっ、また馬ば鹿かにして──」

「いや逆だよ。好きだぜ俺、そういうの」

「え……」

　彼の突とつ然ぜんの言葉に、レイアの頰は、ほんのりと──

「馬鹿は馬鹿でも、行き過ぎた馬鹿は見ていて楽しいからなぁ！　ぎゃはははは！」

「っ、馬鹿にしてぇえええええええええええええええええええええええええ！」

　──どころか、一気に赤く赤く染まった。無論、激げつ昂こうによる体温上じよう昇しようで、だ。

　ウォルターが慌あわてて二人の周囲に戦せん闘とう訓練用防護結界を展開すると同時にレイアが速そつ攻こうで詠唱を開始する。

「《守り、癒いやし、奪うばう蒼あお！　アクアボール！》」

　相変わらず極限まで短縮された彼女の詠唱から、宙に約二十はあろうかという水球が生成され術者の周囲に浮ふ遊ゆうする。

「（えげつねぇ……）」

　実際、彼女の使用した魔法自体は中級程度の難易度だが、それはあくまで「一五七音から成る正式詠唱を経て」「水球を一つだけ」生成する場合の基準である。それを略式で二十などと……最早化物という言葉でも生なま温ぬるい技量だった。

　しかも……。

　ファルディオどころか取り囲む生徒や教師まで啞あ然ぜんとする中、レイアは訓練用の杖をファルディオに向けて叫さけぶ。

「《──ラピッド・シュート！》」

「っぅぇ!?　マジかよてめぇ！」

　叫びながらファルディオは一目散にその場から駆かけ出す！　と同時に、彼の通り過ぎた地面へとまるで戦争兵器さながらに水球が轟ごう音おんを立てて着ちやく弾だんしていった。

　ファルディオはへろへろになりながらもどうにか全てを避よけきったところで、ぜぇぜぇと息を切らせてレイアを見やる。

「や……やりすぎだろお前！　馬鹿かよ！　初っぱなから並列処理＆複合応用とかどんだけだよ！　クラスメイトにやることかそれ！」

「手加減してますから大だい丈じよう夫ぶ！　当たってもせいぜい骨が砕くだける程度で済みますよ！」

「手加減してその威い力りよくってどういうこと!?」

　ちなみに本来アクアボールという魔ま法ほうは、ただただ、見た目通りの柔やわらかな水球が術者の身の回りに浮遊するだけの……極めて平和で使い道の少ない、むしろ穏おだやかな生活用的側面の強い魔法である。……間違っても攻こう撃げき魔法じゃあ、ない。

　レイアは杖を構え直すと、不敵にファルディオを見み据すえて挑発した。

「でもこれで分かったでしょう？　本気でやらないと、貴方、怪け我がしますよ？」

「ああん？　だから言ってんだろうが、俺ぁ現代のしょーもない汎はん用よう魔法なんて使う気がこれっぽっちも──」

「噓うそですね」

　遮さえぎるように断言され、ファルディオは思わず言葉を止める。と、周囲のクラスメイト達の中からヤジが飛んだ。

「そうそう、使わないんじゃなくて、使えないんだよなぁ！」

　その言葉にどっと笑いが起こる。屈くつ辱じよくこの上ない状じよう況きように流石のファルディオも苛いら立だちを募つのらせ、思わずレイアを睨みつけるも……しかし、当のレイアはと言えば、クラスメイト達の態度とはまるで反対の、彼を警けい戒かいし、訝いぶかしむような目で見つめていた。

「……本当に、貴方は魔法がまるで使えないのですか？」

　その真しん剣けんな眼差しに、ファルディオは少しだけ心を動かされるも……しかし、返せる答えはやはり、今までと同じものでしかなかった。

「ああ、その通り。今の俺には、現代の魔法が全く使えねぇよ」

「それはどういう……」

　なおも食い下がろうとするレイアに、ファルディオは……ニィッと小こ憎にくたらしく笑い挑発し返してやった。

「それに、てめぇみたいな天才様（笑）如ごとき、魔法なんざなくてもどうとでもならぁ！」

「──っ！　また貴方は……そうやって馬鹿にしてぇええええええええ！」

　再び激昂し、戦闘態勢に戻もどるレイア。ファルディオは単純な彼女の様子に一瞬だけ笑みを見せると、今度は……支給されていた訓練用の杖さえも、その場にぽいと放った。

『!?』

　場の全員が彼の奇き行こうに目を剝むく中、ファルディオは相変わらず人を小こ馬ば鹿かにするような笑い声を上げつつ告げる。

「ついでにもう一つハンデおまけしてやるよ、超ちよう絶ぜつ天才魔法少女さん」

「っ！　～～！」

　これには流石のレイアも完全にキレたらしい。目を細めて背筋を伸のばし、まるで完全に杖と一体化したかの様に清せい廉れんで隙すきのない、一流剣けん士しをも思わせる攻撃の構えを取った。

「《無む垢くなる楽園、穢けがれた冥めい土ど、混こん沌とんの大地。等しく陽と月と星は煌きらめき、等しく陽と月と星は見守り、等しく陽と月と星は────滅ほろぼす！》」

「っ！　ま、待ちなさいキサラギ君！　それは──」

　頭に血が上った彼女の詠えい唱しようする呪じゆ文もんの深刻さに気付いたウォルターが慌てて止めに入ろうとするも、しかしこの状況で結界から意識を離すわけにもいかず、ただただ酷ひどく狼ろう狽ばいを始める。そんな教師と、場に募つのり出したただならぬ気配に、これまでヘラヘラと劣等生リンチを見守っていたクラスメイト達も、俄にわかにざわめき出した。

　それもそのはず。

「（この思い込み直情女……！　直撃すりゃ確実に怪我じゃ済まない超高等魔法を唱え始めやがった！）」

　恐おそらく、彼女にファルディオを殺してやろう等という意識はない。ただただ、不真面目なクラスメイトの濁にごり曇くもった目を覚ますべく、彼女なりの全力で実戦訓練に当たろうとしているだけなのだろう。それは真面目な優等生として、実に模も範はん的な行動と言える。

　ただ一つ、誤算があったとすれば。

　彼女の潜せん在ざい能力が桁けた外はずれすぎて、その魔法威い力りよくが全く洒落しやれになってないということだ。

　レイアの杖から七色の光が[image: 迸]ほとばしるのを見やりながら、ファルディオは思わず後こう悔かいに打ちひしがれる。

「（あ、あれ、やべ、俺なりにそこそこ勝算あっての挑発だったけど……思ってたのの二十倍は威力高そうだぞ!?　これ、下手したら三流教師程度の結界なんざ楽にぶち破って、この場の人間どころか、訓練場の外にまで大規模な被ひ害がい出しかねないんじゃ……）」

　ファルディオの顔からサァッと血の気が引いていく。ここにきて「本当にやばそうな時は、無理せずかわしゃあいいか」という選せん択たく肢しが無くなってしまった。つまり……。

　ファルディオは鼻水を垂らしびくびく震ふるえながらも、ぐっと腰こしを入れて構える。

「（俺がなんとかしねぇと、二人とも犯罪者になりかねねぇええええええええええ！）」

　ただならぬ空気を察した生徒達が自主的に退たい避ひを始め、ファルディオが覚悟を決めたその瞬しゆん間かん。

　いよいよ、レイアが魔法を……顕けん現げんさせる！




「《フォトンセイズ！》」




　彼女の杖に集つどった七色の光が一条の白光となり、ファルディオへと向けて放たれる！

　対象を焼き貫つらぬく光線魔法フォトンセイズ。

　光を扱あつかう魔法というのは基本、エネルギー効率が極めて悪く、通常ならば人指し指サイズの光線が服の表面を軽く焦こげ付かせる程度の可愛い攻撃魔法である。

　しかしレイアという稀き代だいの天才少女が全力で使用した現在、その魔法威力は……。

「おいおい……勘かん弁べんしてくれよ」

　ファルディオの体全てを覆おおってもまだ足りない程の超極太レーザービームとなって、大気を焼き地を円えん筒とう状に削けずりながら直進してきていた。

　神話をも想起させる圧あつ倒とう的てきな破は滅めつの光。

　唯ゆい一いつ救いだったのはあまりに膨ぼう大だいな質量故か進行速度が極めて遅おそく、人の小走り程度であることか。しかしだからこそ、その攻撃力は明らかに絶大。ファルディオが回かい避ひすれば、まず間ま違ちがい無く結界をぶち破り、壁かべを貫き、校舎を破は壊かいし……流石さすがに学校全体を取り囲む結界までは越こえないと思うが、その過程で生徒に怪我人が出てもおかしくはない。

　それもこれも、ファルディオが必要以上に焚たきつけ、レイアがそれに乗ったため。

「あああああっ、ちくしょぉおおお！」

　ファルディオは乱暴に頭をわしゃわしゃ搔かくと、涙なみだ目めで光線を受け止める様に開いた両手を差し出す。

　そこでようやくハッと事態に気付いたらしいレイアが、慌てた様子で叫んだ。

「な、なにしているのですか、避けなさいファルディオ！」

「なにしてんのはこっちの台詞せりふだっ、この迷めい惑わく天才がぁああああああああああああ！」

　叫びながらも、ファルディオは意を決して光線に──その手を突つっ込こむ。

『────ッ！』

　これにはレイアどころか、ウォルターや避ひ難なんを始めていた生徒達も思わず足を止めて振ふり返った。

　自殺行こう為い。正常な判断力を欠いた完全なる暴挙。その場の誰だれもがそう考えた。

　事実、ファルディオは光線に手を入れた瞬間に悲鳴をあげる！

「ぐぁっ……っちぃぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

「ファルディオ！」

　レイアが泣きそうな声で叫ぶも、彼女には最早どうしようもない。一度放たれてしまった攻撃魔法は、幾いくつかの例外を除いて使用者の制せい御ぎよを受け付けない。

　そうこうしている間にも、ファルディオは破滅の光の中に腕うでから飲み込まれていく。

『────』

　その場に居た誰もがファルディオの消しよう滅めつを覚かく悟ごし目を背そむけた、その次の瞬間。

「──んにゃぁぁぁぁろぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「え」

　ファルディオの気合い一いつ閃せんと共に、破滅の光魔法フォトンセイズは──




　──その場で激しく弾はじけると、数多あまたのか細い光線となって散り、結界にぶつかったものは溶とけ、地に落ちたものはその場に小さな焦げ跡あとだけを作って……消えていった。




『────え？』

　その場の全員が、思わず声を漏もらす。……既すでに、ことは全て終わっていた。まるで、最初からそんな魔法など発動していなかったかの如く、訓練場は静せい寂じやくに満たされている。

　ファルディオはどすっと腰から地面にへたり込むと、手をふーふーと涙目で吹ふきながら文句を垂れる。

「──ったく、ふざけんなよレイア！　いくらなんでもやりすぎなんだよてめぇは！　おかげで、ちょっち火傷やけどしちまったじゃねぇかバーカ！」

「え……ちょ、ちょっち火傷？」

　その、本来の魔法威力から考えれば信じがたい軽けい微びな被ひ害がい状じよう況きように、誰もがぽかんと口を開けてしまう。

　逃にげる途と中ちゆうで腰を抜ぬかしていたクラスメイトの一人が、ぽつりと漏らした。

「ど、どうやって……」

　その質問に、ファルディオは特に振り向きもせず、相変わらず手を吹きながらぞんざいに応じる。

「ああん？　んなもん、魔法の構成元素を搔き回まわして術式構成力場を崩くずしてやっただけに決まってんだろう？」

「？　何を言って……？……っていうか……そもそも魔法使えないんじゃ……」

　またもどこからか漏れた呟つぶやきに、ファルディオは嘆たん息そくで応じる。

「まー確かに今の俺ぁ魔法使えねーですよ、へいへい、悪ぅござんしたね。でも、魔法発動までいかねぇぐらいの力場操作程度は俺如きでも……生物なら皆みんな出来るわけ。だったら、あとはちょちょいと術式に干かん渉しようして、軽い機能不全起こしてやりゃあ、はい拡散」

　ファルディオは、パッと手を開く動作と共にテキトーに説明を終える。しかし、その場の全員、彼の言っていることの二割も理解出来ていなかった。

『…………』

「あー、まぁ、特にレイアみてぇな生き真ま面じ目め優等生の素直で超ちよう絶ぜつ模も範はん的な魔法だからこそ、初見でもここまで上手くやれたってとこはあるけどな。しっかし、流石に威い力りよくが威力だから、びびったわ、マジで。あー、しんど……」

　どっと疲つかれた様子で、その場に倒たおれ伏ふすファルディオ。

　そんな彼を周囲の生徒達が無言で見守る中。

　ウォルターは結界を解除しながら、すっかり気の抜けた様子で、教師としてではなく一人の魔法使いとして、呆ぼう然ぜんと呟いてしまったのだった。




「馬ば鹿かな……そんな魔法理論……まるで聞いたことがないぞ……！」








第二章　代だい償しようの迷めい宮きゆう









「ってなわけで、訓練場の一件で俺は少し評価を見直され。逆に、その絶大な才能を振るった結果、生徒や市民を未み遂すいとはいえ思いっきり危険に晒さらしやがったレイアは《学園始まって以来の才さい媛えん》から一転、《才さい禍かの魔ま女じよ》とか呼ばれ出すハメになったわけだ。レイアが俺に、全て奪うばっただのなんだのってつっかかる理由がこれだな……って」

『…………』

「？　おい？」

　荒こう野やを歩きながらもファルディオの過去話をキリの良いところまで聞き終えたぼくらは、しかし現在、彼の言葉に何も返せずに居た。

　それもそのはず。なんせ、この旅における《小悪党ファルディオ》しか知らないぼくらからすれば、この過去話で語られた彼の様子は──

『（な……なんかファルディオ、すげぇ出来る人っぽい!?）』

　──それは、ぼく達としてはとてもじゃないけど受け容いれられない話だった。実際ビッグマウスのファルディオのことだから、これはかなり「盛って」いるのかもと一時は考えたのだけれど。しかし彼が過去話を語っている最中、彼の隣となりを歩いていたレイアおねーさんは多少補足なんかを入れてくれこそしたものの、話の大筋に関してツッコミ的なものは一切入れてこなかったわけで。

　ということは、つまり、今語られたことはやはりほぼ事実……。

　ぼくや師し匠しよう、ルウがどうにも心の整理をつけられず戸と惑まどい押おし黙だまる中。

　レイアおねーさんが頰ほおを膨ふくらませ、長いツインテールを揺ゆらしてファルディオの方を向き、不満そうに口を開いた。

「やっぱり今考えても納なつ得とくいかないです！　勿もち論ろんあんな魔法を使ったわたくしが一番悪いのですが、それにしたって、どうしてあの一件でファルディオの評価の方は少し上がるのですかっ！　殆ほとんど共犯者みたいなものだったでしょう！」

「ひっひっひ、相変わらず馬鹿だなぁお前は！　優等生と劣れつ等とう生じゃ、得点倍率フィルターが全然違ちげぇんだよ！　不良が子犬に優しくしてたらそれだけで評価うなぎ登りなのと同じさぁ！　けっけっけ！　これだから露ろ悪あくスタイルはやめられませんなぁ！」

　なにやらファルディオが物もの凄すごく自じ慢まん気げに最低の論理を語っていた。……うん、言っていることは分かるけど、でもファルディオの露悪スタイルって、別にあえてやっているんじゃなくて、本当にゲスな「素」がちょろちょろ漏もれ出ているだけのような……。

　しかしファルディオの挑発を受けたレイアおねーさんは、その場でこれでもかと地じ団だん駄だを踏ふみ、そして……。

「くぅっ、悔くやしいです！」

　まさかの、感情ダイレクト表現だった。

「……本当に地団駄踏んで、口で『悔しい』って言う人、ぼく、初めて見たよ……」

「そうだな……」「そうですな……」

　ぼく、師匠、ルウが彼女のあまりの素す直なおさにある意味感心する中、ファルディオが心底楽しそうにくつくつと笑う。そんな彼の穏おだやかな表情を見て……ぼくは思わず、レイアおねーさんに倣ならって素直な感想を漏らした。

「ファルディオって、レイアおねーさんのことが好きなんだね」

『な──』

　その言葉に、二人は揃そろって赤面し、硬こう直ちよくする。師匠とルウがニヤァと意地悪く笑う中、先に硬直を脱だつしたファルディオは大きく咳せき払ばらいを繰くり出してきた。

「ごほん！　な、何を言ってんだこのお子様は。いいか、俺はこいつのことを敵や厄やつ介かい者ものだと捉とらえこそすれ、女だと思って見たことなんざ五回ぐらいしかねぇぞ！」

「意外と意識してた！」

「いいや！　それにしたって、実技訓練中に下着見えたりとか、意外とグラマラスな体のラインが感じられた時とか、そういう……主に性的な意味でしかねぇのさ！」

「お前は子供に何を堂々と主張しているんだ！」

　突とつ然ぜん背後から出て来た師匠がスパンと彼の頭を叩たたく。ファルディオは頭をさすると、しかしすぐに言い訳を続けてきた。

「とにかくだ！　俺とこいつの間に恋こいだの愛だのなんて甘あまったるい感情はだなぁ──」

「え？　あ、いや……」

　彼のその言葉に一つ勘かん違ちがいを察知したぼくは、思わず苦笑いをしながら言葉を挟はさむ。

「ぼく、普ふ通つうに、友達として好きって意味で言ったんだけど……」

『え』

　ファルディオとレイアおねーさんの時が止まる。……そのまま二人は暫しばらく止まり続けると……今度は先程とはまた少し違った意味ながら結局は赤面し、二人、顔を手で押えてそっぽを向く。

　にたにたと笑ったルウが、二人の間を漂ただよいながら茶々を入れた。

「おやおや、ファルディオは、意外と純情ボーイさんなのですなぁ」

「うっせぇこの毛玉が！　そういうんじゃねえって、言ってんだろ！　この！　この！」

「わっ、やめて下され！　ルウの毛を毟むしってファンキーな柄がらにしないで下されぇ！」

　涙なみだ目めで羽をパタつかせて逃げるルウを、ファルディオが必要以上の怒ど気きと共に追い回す。

　しばらく二人のドタバタを見守るも、ふと気になったことがあり、ぼくは彼に訊たずねた。

「ねぇファルディオ。レイアおねーさんとの出で逢あいは分かったけどさ。でも、どうして魔法学校やめちゃったの？　半年で卒業出来る学校とかなの？」

　ぼくの質問に、ファルディオはルウを追いかけ回すのを中断して答えてくる。

「ああ、そりゃ違ちげぇよ。ミーミル魔法学校の高等科は、基本三年制だ。俺は一年の割合後期に途中入学しているが、結局一ヵ月程度で退学したんだ」

　その言葉に、なぜかレイアおねーさんがびくっと肩かたを揺らす。……あれ、もしかしてぼく、ちょっとまずい質問しちゃったかな？

　ぼくが思わず表情をひきつらせる中、そんなことにはつゆとも気付いていない様子のルウが、能天気にファルディオにつっかかる。

「どうせ、ロクでもない問題行動でも起こしたのでしょうな」

　彼の意地悪な言い方に、ファルディオは「うっせ」と悪態をつくと、赤髪をわしゃわしゃ搔かいて面めん倒どうそうに吐と露ろした。

「まあ、教師殴なぐってやめてんだから、確かに問題行動なんだけどよ……」

　その言葉に、ルウが「おや？」と反応する。

「ルウはてっきり女性絡がらみだと思っていたのですが、なにやら意外と暴力的な回答が返ってきましたな」

「ああ、まあな。っつうのもよ、教会のヤツらが──」

　ファルディオがそのままの流れで退学の事情を話しかけ、レイアおねーさんがなぜだか少し表情を硬かたくする中。

　突然、先を歩いていた師匠が声をあげた。

「その話は、また今度だな、メルクリウス」

「ああん？　んだよセシリア、てめぇ俺様の過去になんざ興味ありませんよと、そういう態度なわけ──」

「ああ、それも勿論だが、ちょっと違うな」

　つっかかるファルディオをいなしつつ、師匠はぼくたちの方に振り返ると、スッと前方を指差した。

　ぼくらはその方向を見やるも、激しい砂さ塵じんで視界はすこぶる悪い。

　それでも、辛しん抱ぼうしてそのまましばらくじっと目を凝こらしていると……砂塵が穏やかになると共に、徐じよ々じよに、その構造物のシルエットが……。

「……わぁ！」

　ピラミッドを逆さまにしたような、なんとも不可解で歪いびつな巨きよ大だい建築が姿を現わした。

　呆ほうけるぼく達を見て、師匠が、どこか満足げに微笑ほほえみながら告げる。




「第二の試練──《代償の迷宮》に、到とう着ちやくだ」




　　　　＊




「……巨きよ大だいドリル？」

　その構造物──《代償の迷宮》を見てすぐにぼくが漏もらした感想が、それだった。

　枯かれた大地に向かって、巨大な鉛なまり色いろの四し角かく錐すいが突つき刺ささっている。しかもそれはゆっくりと横回転しているものだから、まさに巨大ドリルといった様相だ。

　レイアおねーさんも含ふくめた五人で、ぽけっと見上げながら近付いて行く。そうして四角錐の影かげにかかるぐらい接近したところで、ぼくは一つ、自分の第一印象の間ま違ちがいに気がついた。

　先せん端たんは地面に刺さってなどおらず、むしろ、一メートル程浮ふ遊ゆうした状態にあったのだ。

　これにはぼく──思わず大興奮である！

「ふ、ふっしぎー！　なにこれ凄すごくカッコイイ！　ねぇ!?」

　キャッキャとはしゃぐぼく。しかしどうにも、皆みんなノリが悪い。

　ぼくはそれでも体全体で興奮を表現しながら、皆に同意を求める。

「これのミニチュア版とか、自分の机の上に浮うかせておきたくない!?　ねぇ!?」

　そんなぼくの質問への、皆のリアクションはといえば──

『（ああ、正しく子供感性だなぁ……）』

　──というようなことでも考えていそうな、心底生温い苦笑いだった。

　若干へそを曲げるぼくをスルーして、ファルディオが疑問の声を上げる。

「しっかしこれ、どうやって中に入るんだ？」

　先端の近くまで歩き、こつこつと壁へき面めんを叩いてみるファルディオ。それを受けて、師匠が「ああ」と説明を開始した。

「メルクリウス、まず、その浮いている巨大四角錐の真下にしゃがんでくれ」

「え？　あ、ああ…………こうか？」

　言われた通り素直に、尖とがった先端の下に身を入れるファルディオ。頭のすぐ上で巨大な四角錐が回転するという状じよう況きように、彼は少し顔に緊きん張ちようを滲にじませていた。

「そうしたら、そのまま、真上を見上げるんだ。……何が見える？」

「お、おう？　そりゃ当然……巨大四角錐の鋭するどい先端が、俺の眉み間けんめがけて真上でぐるぐる回転しているっつう、超ちよう絶ぜつ心臓に悪い光景だけど……」

「そうか。悪いが、しばらくそのままでいてくれ」

「あ、ああ……」

　ファルディオはごくりと喉のどを鳴らして答える。……確かにアレは、傍はたから見ているだけでもかなり怖こわい。先端恐きよう怖ふ症しようでなくとも、しばらくあのままでいたら心が壊こわれてしまいそうでさえある。

「トオル達はこっちだ」

　そう言うと師匠は、今度はぼく達を先導して歩き出した。浮遊する巨大四角錐の下をくぐり、ファルディオの脇わきを通って、元来た方とは逆側に出る。そのまま少し歩くと、前方に、地面からポールのようなものが生えているのが確認出来た。傍まで行ってみる。

　それはぼくの胸程度までの高さがある六角柱だった。その形状と色合いに、《決断の迷宮》における扉とびらの開閉方法を思い出したぼくは、なんとなく察して師匠に告げる。

「これに、ぼくの手を置けばいいのかな？」

「鋭いな。ご名答だ、トオル」

　優しく笑いかけてくれる師匠。

　ぼくは三人が見守る中、二度目ということもあり、特に躊躇ためらうこともなく、六角柱の上部に自分の手を置く。

　次の瞬しゆん間かん──

〈ゴゥン──〉

　重々しい音と共にピタリと四角錐の回転が止まった。驚おどろいたファルディオが「ぎゃっ」となにやら情けない声をあげるも、しかし師し匠しようの言いつけを守るべく、だくだくと脂あぶら汗あせをかきながらも下から四角錐を見つめ続ける。

　そうこうしているうちに、更さらに四角錐に変化が起こった。下部側面の一部がゆっくりと長方形に口を開け、鉛色の階段がぼくらを迎むかえ入れるようにこちらへ伸のびてきたんだ。

　少し待って完全に階段が生成されたところで、師匠が「うむ」と満足そうに頷うなずく。

「無事起動したようでなによりだ。では行こうか、トオル、ルウ、キサラギ」

「うん！」「はいですぞ！」「はい！」

　全員が冒ぼう険けんの予感に胸をときめかせ、笑顔で頷いて師匠に続く。

　四人で階段を上っている最中、ファルディオが相変わらず四角錐の頂点真下で顔に脂汗を滴らせながら大声で訊ねてきた。

「お、おいセシリア！　俺はもう動いていいのか!?　まさかお前らが試練受けている最中、俺だけずっとこのままでいろっていうんじゃないだろうなぁ!?」

　その彼の悲痛な叫さけびに、師匠は、「ああ、別にもういいぞ」と素っ気なく応じ、そのまま余談のようにぽつりと続ける。




「特に意味ないからな、その作業」




「ちくしょぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　恐きよう怖ふ空間から転がる様にして抜ぬけ出てきたファルディオが、血の涙を流しながらぼくらを追って階段を駆かけ上ってきた！　そのまま彼は師匠の胸ぐらを摑つかんで叫ぶ。

「どういうつもりだてめぇ！」

　その質問に、師匠は特に動どう揺ようした様子も無く淡たん々たんと応じる。

「それはこちらの台詞せりふだメルクリウス。一体どういうつもりであんな危険な位置で巨大四角錐の鋭えい利りな先端など見つめ続けていたのだ？　正気の沙さ汰たじゃないぞ……」

　青い顔で自らの体を抱いてぶるっと身を震ふるわす師匠。ファルディオが叫ぶ。

「てめぇが見てろって言ったんだろうがぁあああああああああああああああああ！」

「わ、私の指示だから忠実にこなしたというのか。……ふむ、まいったな、貴様の私へのその異常な好意、心底気持ち悪いぞ。吐はき気けを禁じ得ない」

「なんだその不本意すぎる勘かん違ちがい！　全く好意とかじゃねえよ！　普ふ通つうあの状況で訳知り顔のヤツにしれっと指示されたら、そりゃその通り動くだろうがよ！」

「そうなのか？　じゃあ……よしっ、『お手』」

　若干ワクワクした様子で指示する師匠。しかしファルディオはその手をパンッと払はらって怒ど鳴なる！

「しねぇよ!?　っつーかこの状況でなんでその指示通ると思った!?　馬ば鹿かなの!?」

「ふむ……そうか……ならば次は……」

「いや『ならば次は』じゃねえよ！　もう今いま更さらてめぇの指示なんて、いかなる状況だろうと聞いてやるもんか──」

　次の瞬間、師匠は素早く剣を抜き放はなち、ファルディオの首筋に突きつけながら怜れい悧りな瞳ひとみで告げる。

「お手」「わん」

　間かん髪はつ入れずにファルディオが手を差し出した。……ファルディオ……。

　と、とにもかくにも、とりあえずこの一件でファルディオが大人しくなったので、仕切り直して、ぼくらは改めて四角錐へと足を踏ふみ入れた。

「って、狭せまいですね」

　入るなりレイアおねーさんが声を上げる。確かにそこはかなり手狭な空間だった。四角錐の下部頂点付近なのだから当然なのだけれど、天てん井じようもまた低い。全員が入ると同時に自動で入り口が閉まると、圧あつ迫ぱく感かんは更に増した。

　幸い《決断の洞どう窟くつ》同様、壁面に刻まれた幾き何か学がく模様が光って光源は確保されていたけれど、それでも薄うす暗ぐらいことに変わりはなかった。

　少し待ってみたものの遺い跡せきの管理者たる〈アウル〉のアナウンスが一向に始まらないので四角形の部屋を探たん索さくしてみるも、部屋中央の床ゆかが黒い六角形であること以外は特に変わった様子もなく、ぼくがその六角形に乗ったり触ふれたりしてみても反応無し。

　皆で途と方ほうに暮れる中、ルウがふと何かに気付いた様子で「ぬ、そういえば」とレイアおねーさんの方を見やった。

「なんだか流れでレイア殿どのを冒険に巻き込んでおりますな」

『あ』

　言われて初めてぼくらも気がついた。……そ、そうだ、ファルディオとレイアおねーさんの過去話聞きながら歩いてたら《女神めがみの試練》に到着しちゃったから、なんとなくそのままぼんやり一いつ緒しよに行動しちゃってた。

　ぼくらの視線を受けて、レイアおねーさんが「あ、いいんですよ」と笑う。

「むしろ感謝しているぐらいです。実際に《女神の試練》内部に入り込める機会なんてそうそうありませんから。魔法知識の探求を志す者にしてみれば、幸運この上ないことですよ。ねぇ、ファルディオ？」

「え？　あ、ああ、そう……だな」

「？　ああ、そういえば貴方あなたは……」

　彼の気もそぞろな反応にレイアおねーさんが何かに気付いた様子で表情を曇らせる。二人の奇き妙みような反応に、ぼくらは思わず首を傾かしげた。……そういえば、前の《決断の洞窟》の際も、ファルディオは少し様子がおかしかったっけ。

　しかし彼はぼく達の視線に気付くと、努めて普ふ段だん通りに振ふる舞まう。

「まあ、《決断の洞窟》を見る限り、そんな高こう尚しようなもんじゃねーがな、この試練」

　それにルウがふよふよと飛びながら応じた。

「そうですなぁ。科学・魔法技術自体には目を瞠りますが、内容が内容ですしなぁ」

　その言葉に、レイアおねーさんがキョトンとして口を開く。

「皆みなさんも、そういう感じなのですか？」

「？　というと？」

「わたくし、子供の頃ころは父と母に何度も救世の旅物語をねだったのですが、なぜか毎回《女神の試練》のくだりだけは、大事な部分のはずなのに割愛ぎみだったのですよね」

『あー……』

　思わず声を合わせて唸うなるぼくら。レイアおねーさんは顔に焦あせりを滲ませた。

「な、なんですか、その『わっかるわー』みたいな反応！　気になります！」

「いやまあ……うん、多分、レイアおねーさんもきっとここ出る頃には、こんな感じになっていると思うよ、うん」

「あはは、まさか。わたくしは日夜魔法の研けん鑽さんに余念がない天才魔法少女ですよ？　こんな絶好の研究機会を、皆さんやうちの親みたく、面めん倒どうに思うはずないじゃないですか」

　自信満々で胸を張るおねーさん。……うん、まあ、その意気はいいけどね。

　ぼくらの会話が一段落したところで、壁面に彫ほられた幾何学模様からの光が少し強さを増すと共に、ヴーンという何かの動作音が室内に響ひびき渡わたり始める。

　程なくして、待ちに待った試練管理者──アウルの声が響き渡った。




〈──《代だい償しようの迷宮》へようこそ、無む垢くなる《審しん判ぱん者》よ〉




　前回の試練で聞いたのと全く同じ無機質な女性の声。

　この状じよう況きようの「それっぽさ」に、レイアおねーさんが興奮の声を上げる。

「わぁっ、凄すごいですね皆さん！　流石さすがは《女神の試練》！　聞きしに勝る神秘です！」

『……そうだね』

「なぜか急激にテンションが下がっていらっしゃる!?」

　レイアおねーさんが怪け訝げんそうにする中、アウルの言葉が続く。

〈今回の試練は、審判者とその同行者たる皆みな様さまに、毎回なんらかの《代償》を捧ささげて貰もらうことで、次の階層への道が開ける仕組みになっております〉

　その説明に、ファルディオが抗こう議ぎの声を上げる。

「おいおいちょっと待てよ！　まさかトオルだけじゃなく、俺達同行者までその《代償》とやらを払わされるのかよ？」

〈《審判者》と共にここへ足を踏み入れた者は、《審判者》の所有物の一つとみなされますので、《審判者》の意向によっては、そういったこともありましょう〉

「お、俺がトオルの所有物だぁ？　おいおい勘かん弁べんしろよ、んな扱あつかい受けるってんなら、俺ぁこの試練パスするぜ。あばよ」

　部屋の中央に背を向けるファルディオ。

〈一つでも試練の通過を欠いた者には、最終的に《聖域》への入場許可が出せませんが、それでもよろしいですか？〉

「はっ、それがなんだっつうんだ、俺は──」

　そこまでファルディオが啖たん呵かを切ったところで、レイアおねーさんがぽつりと呟つぶやく。

「《聖域》ですか……ああ、確か母の話によると、そこには凄すごくお金になりそうな財宝的《神工物》がごろごろしていたとか……」

「よぉしてめぇらっ、全員腕うでの一本も捧げる準備は出来たかぁ！　いくぞぉ！」

　ファルディオが勇ましく雄お叫たけびを上げてぼくらの前に立った。

　全員が呆あきれ返る中、ルウがレイアおねーさんに小声で話しかける。

「流石にファルディオの扱いが上手いですな」

「行動基準が分かりやすいですからね、彼は。ちょっと羨うらやましいぐらい」

　優しく微笑ほほえむレイアおねーさん。うん、やっぱりこの人、凄くいい人だ。

「しかし、レイア殿はよろしかったのですかな？　《決断の洞窟》を通過されていない以上、今更ルウ達の試練に付き合っても《聖域》への入場許可は出ませんぞ？」

「ああ、いいんですよそれは。試練の中身こそ教えてくれませんでしたが、《聖域》の中の様子に関しては、母から詳くわしく聞いてますから」

「ああ、財宝がゴロゴロとか……」

「あ、それは完全に噓うそなんですけどね」

　しれっとファルディオに聞こえない様にそんなことを言うおねーさん。前言撤てつ回かい！

「ナチュラルに悪女ですな！」

　ルウが思わず叫ぶと、そこでアウルが初めて彼女の存在に気付いたかのような反応を見せた。

〈《決断の洞窟》には同行していない存在が一名加わっているようですね。貴女は──〉

　そこまで言ったところで、音声がふつりと途と切ぎれる。

　何事かと思っていると……これまで無機質だったアウルの声に、感情のようなものが混じり出した。

〈貴女は……ま、まさか、先代勇者、カンナ・キサラギの娘むすめ、ですか……？〉

「？　え、あ、はい、そうですけど……」

　アウルらしくないどこか戸と惑まどった様子に、レイアおねーさんがキョトンと応じる。

　ぼくらも呆あつ気けにとられる中、アウルは……どこか怯おびえるように漏もらした。

〈……おお、神よ……〉

『（《女神の試練》が神に祈いのってるだと!?）』

　全員で啞あ然ぜんとしながらも、ぼくは思わず、レイアおねーさんに訊たずねる。

「お、おねーさんのお母さんって、どんな人だったわけ？」

「え？　当然、心から尊敬出来る素晴らしい母ですよ？　ただ……教会の人には《歴代最弱にして最さい凶きようの腹黒勇者》とかって呼ばれていたらしいですけど」

「ええ!?」

「実際、身体能力は歴代勇者でも最弱だったみたいです。母曰いわく『この世界、ニホンに居た時より遥はるかにだりぃ』らしいです」

「そんな勇者ってあるの!?　っていうかいいの!?　大丈夫なのそれ!?」

　自分のこれまでの冒ぼう険けんが完全に勇者の身体能力頼だのみだったことを思い返し、愕がく然ぜんとするぼく。師し匠しようが額に汗あせを搔かきながら答える。

「事実として、実際先代の旅は成功しているのだがな……。ただその人ひと柄がらや旅路の様子については、どういうわけか他の歴代勇者に比べても圧あつ倒とう的てきに記録情報が少なく……」

　師匠の言葉を受け、レイアおねーさんが「それはそうかもです」と補足する。

「母は基本的に旅のほぼ全てを《裏技》を駆く使ししてクリアしたって言ってましたから。恐おそらく、教会にとっては都合の悪い行動もとても多かったんじゃないでしょうか」

　ニコニコ笑って、誇ほこらしげにそんなことを語るレイアおねーさん。

　対照的に、アウルは相変わらず怯えたような声質で、何かに思いを馳はせる様に呟く。

〈カンナ・キサラギですか……。…………。…………ふぅ〉

『（あぁ、きっとまともな試練にならなかったんだろうな……）』

〈…………決めました。今回からは《女神の試練》、三割増しで厳しめに行きます〉

『（先代勇者っ、余計なことを！）』

　会ったこともないカンナ・キサラギさんへの苛いら立だちを募つのらせるぼくら。思わずレイアおねーさんを見ると、彼女は肩かた身み狭せまそう──かと思いきや、一体アウルの態度をどう捉とらえたらそうなるのか、「やっぱり母は偉い大だいな勇者だったんですねぇ」なんて呟いて目をキラキラさせていた。

　呆れた様子のファルディオが補足する。

「ちなみにレイアの父親は、その旅の同どう伴はん騎き士しであり、元々そんなに強くもなかったのに荒あら事ごと関連をほぼ一人で請うけ負おうはめになった、実に悲しい真ま面じ目めな苦労人だってよ」

『ああ……なるほど……』

　なんかレイアおねーさんの人格形成理由が凄く理解出来た気がした。父親譲ゆずりの真面目さと、母親譲りのえげつなさ、そこに「選ばれし者」としてのスパイスを振りかけて、こうなっているらしい。

　なんとなく空気がグダグダになってきたところで、アウルが仕切り直してきた。

〈では試練を開始するにあたり、この《代償の迷宮》について、もう一度説明致いたします。ここは、《代償》を支し払はらうことにより、先に進める迷宮となっております〉

「迷宮ってことは、道中はずっと迷路になってるって？」

　ぼくの質問に、アウルが否定で返す。

〈いえ。そもそも迷宮と迷路では定義が違ちがいます。詳しよう細さいは割愛しますが、要は複雑に曲がりくねりながらも結局は一本道なのが迷宮、行き止まりや分ぶん岐きなどがあるのが迷路です〉

「へぇ、そうなんだ。じゃあ迷宮は、大変だけど前に進めばいいってことだよね？」

〈よい理解です、トオル・ミカミ。その定義に倣ならい、この試練もまた『道に迷う』ことはありません。至極単純な階層構造を、中央の昇しよう降こう装置を用いて移動するだけです〉

　アウルが告げると同時に、部屋中央の黒色六角形パネルに、魔ま法ほう陣じんのような円形の幾き何か学がく模様が浮うかぶ。どうやらあの上に乗ると、次の階層に行けるらしい。

　が、しかし、模様が浮き出ていたのは束の間で、六角形は再び沈ちん黙もくしてしまった。

〈勿もち論ろん、装置の起動には条件のクリア──つまり相応の代償が必要です。取引が成立した場合に限り、昇降装置は起動します。つまりこの迷宮で常に迷いに晒さらされるのは、方向や道筋ではなく、『前に進む意志』そのものです〉

　そのどこか脅おどすような説明に、皆みんな思わず息を吞のむ。

　ファルディオが頰ほおをひくひくとひきつらせながら訊ねた。

「そ、その代償とやらは、当然、この迷宮クリア時に戻もどってくるんだろうな？」

　彼の質問にアウルは少し考える間をおいた後、ゆっくりと回答する。

〈戻るものもあれば、戻らぬものもあるとだけ、今は告げておきましょう〉

「なんだよ、煮にえ切らねぇなおい」

〈……先代まではもう少しハッキリ条件を説明申し上げていたのですが、カンナ・キサラギの件を受けまして、今回は試練の管理者として、屁へ理り屈くつでつけいる隙すきを与あたえない方向へのシフトを決めました。ご了りよう承しよう下さい〉

『（ホント余計なことをしてくれたなっ、先代勇者！）』

　またじろりとレイアおねーさんを皆で睨にらむも、なぜか彼女、褒ほめられた子が謙けん遜そんするような仕し種ぐさを見せていた。……なにこの人の、いやなポジティブシンキング。

〈階層数は五。よって代償を捧げて貰うのも五回です。捧げる・捧げないの判定に関しては、私から見た貴方あなた達の総意や多数派の意思を汲くみます。更さらに、とある階層では戦せん闘とう行こう為いを要求されるということも、心に留めておいて下さい〉

「随ずい分ぶん厳しい試練だなぁ……。……でもまあ、やるしかないし、了りよう解かいです」

　ぼくの言葉に師匠、ルウ、レイアおねーさんが頷うなずき、ファルディオも大分遅おくれながら渋しぶ々しぶ参加の意思を示す。

　全員の意思表示を確認した後、アウルは早速、試練を開始してきた。




〈では第一の代だい償しよう要求です。──『戦闘力』を『成人男性十人分』差し出しなさい〉




『…………そうきたかぁ』

　全員で思わず唸うなる。……というのも、この迷宮で今後「戦闘行為」を迫せまられるという説明を受けた直後だから。まあ、クリア後には戻って来る類たぐいの代償なのだろうけれど……。

　アウルが補足してくる。

〈詳くわしい数値配分を言えば、成人男性平均を『一〇〇』とした数値算出方法で、その十人分──つまりは『一〇〇〇』ポイント分、戦闘力を要求致します。支払いは複数人で割って頂いて問題ありません。当然ながら命に関わることはございませんのでご安心下さい〉

『ふむふむ』

〈では……どなたから如何いかほど徴ちよう収しゆう致いたしましょうか？〉

『とりあえずファルディオ（メルクリウス）の戦闘力一〇〇パーで』

「おいこらてめぇら何即そく答とうしてやがんだ！」

　全員で声を合わせて某ぼう大魔導師を指差すと、ファルディオがショックを受けた様子でこちらに叫さけんで来た。が、時既すでに遅おそし。アウルの〈了解しました〉という声のもと、部屋全体が淡あわい赤色に光り出すと、呼応するようにファルディオの体も光りだし、そうして彼が呻うめきながらその場に膝ひざをついたところで、光が消える。徴収が終わったようだ。

　しばし静せい寂じやくが場を満たした後、アウルのアナウンスが場に響ひびき渡わたる。




〈戦闘力を『二』徴収致しました〉




『…………ゴミすぎる……』

　思わず頭を抱かかえるぼくらに、ファルディオがへろへろになりながらもツッコんできた。

「お前ら今なんつった!?　なぁ、なんつったよ！　いくら数値が低かろうと、勝手に人の力を捧ささげておいて、その扱あつかいはねぇだろうが──」

〈……戦闘力を、残り『一〇〇〇』捧げて下さい〉

「お前もしれっと端は数すう切り捨ててんじゃねえぞアウル！　って誰だれが端数だ！」

　ファルディオがぎゃあぎゃあと五月蠅うるさいが、ぼくらはぼくらで、落らく胆たんを隠かくせなかった。

　いや……「二」って……元々期待していなかったけれど、それでも「二」って……。

　仕方ないので、ぼくらは四人で相談を始めた。まずルウが切り出してくる。

「しかし、どうしたものですかな？　恐らくは三〇〇〇〇ほど戦闘力のあるルウが、軽く捧げてもいいのですが……」

　いつものルウ発言をぼくと師匠が「はいはい」と流すも……しかしレイアおねーさんは、それに目をキラキラと輝かがやかせてリアクションした。

「そうなんですか！　それは凄すごいですね、ルウさん！」

「え？」

「ではお願いします！」

「え？　あ、いやルウはその……」

「どうぞ！」

「…………」

　…………。……なんかルウが、無言でめそっと泣いてぼくの胸に飛込んできた。

　レイアおねーさんが首を傾かしげる。

「あれ？　ルウさん？　あの、どうぞ、その素晴らしい戦闘力を捧げて下さ──」

「ボケ潰つぶしのタチが悪すぎるよレイアおねーさん！　なんなの!?　天然なの!?」

　ぼくがルウを抱だきながら睨みつけると、いい年した魔ま法ほう少女は戸惑ったように呟つぶやく。

「いえ、わたくしから見てもルウさん、どう考えてもそんなに戦闘力はなさそうだったのですが……ご本人が強く主張なさるので、だったらと信じてみたまでで……」

「うく……!?」

　なんだこの人！　わ、悪気がない!?　悪気がないのに……攻こう撃げき力が高すぎる！

　背後でようやくフラフラと立ち上がったファルディオが、深く嘆たん息そくしながら「そういうヤツなんだよ、そいつぁ……」と呟いてきた。

　とにもかくにも、真面目に戦闘力を捧げないことには話が進まない。

　優等生なレイアおねーさんが気を遣つかって「わたくしが捧げましょうか？」等と提案してくれたけれど、ファルディオが「二」だったことを考えると、どうも魔法関連の能力をまるで評価して貰もらえない様子だから、あまり意味はなさそうである。

　となると……。

「ぼくか、師匠が捧げるべきなんだろうけど……どうしよっか？」

「そうだな……」
















　師匠は少し考えてから、ぼくに向き直る。

「とりあえず私が捧げておくのが無難だろうな。ここが基本的には《審しん判ぱん者》を試ためす施し設せつである以上、トオルの力は出来るだけ温存しておくべきだろう」

「あー、なるほど、そうかもね」

　師匠の言うことはもっともだった。ぼくらが頷くと、早速師匠からの徴収が始まる。

　師匠は膝こそつかなかったものの、脱だつ力りよく感かんのためか一いつ瞬しゆんくらっとよろめいた。

　徴収が終わると、アウルがアナウンスする。

〈──はい、『一〇〇〇』ポイント分の徴収が完かん了りよう致いたしました。昇降装置を起動します〉

　言うと同時に部屋の中央で魔法陣が光り出す。次のフロアへ向かう前に、ぼくは師し匠しようの傍そばに寄り、顔を覗のぞき込むようにして訊たずねた。

「師匠、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ぼくの心配に、師匠が少し辛つらそうにしながらも笑顔で応じる。

「ん、ああ、なんともないさ。かなり倦けん怠たい感があるが……根こそぎ持っていかれた、という感じでもない。メルクリウスと違って、私にはまだ余力があるようだ」

　昇降装置まで数歩進むのにもひぃひぃ息を切らせて、レイアおねーさんに肩かたを貸かして貰っているファルディオを見やる。確かに、彼に比べれば師匠は大丈夫みたいだけど……。

「では私達も行こうか、トオル」

「あ、う、うん」

　ぼくは曖あい昧まいに頷いて、先に行く師匠の背を眺ながめ、自分のシャツの胸元をぎゅっと摑つかむ。

「（駄だ目めだ……師匠が気け怠だるそうにしていると……どうしても、思い出しちゃう……）」

　ナルスでの一件が頭を過よぎる。一応、ぼくなりに気持ちの整理をつけたつもりではあったけれど……流石さすがに完全ではなかったらしい。

「？　どうかなさいましたかな、ご主人？」

　先に魔法陣に向かっていたルウがこちらを振ふり向いて声をかけてくる。ぼくはそれに「ううん、なんでもない！」と首を振って応じると、部屋の中央へと向かった。

　ぼくが到とう着ちやくすると同時に、魔法陣は輝きを増す。そうしてブゥンッ、という起動音と共に、六角形の魔法陣パネルは浮ふ遊ゆうを始めた。

「おわっ!?」

　ファルディオがびくりと怯おびえ、パネルが徐じよ々じよに浮上しているのを確認すると、慌あわてて天てん井じようを確認する。──と、いつの間にやら天井にはぽっかりと大穴が開いていた。

　ぼくらを乗のせた浮遊パネルはそのまま穴に吸い込まれるように上じよう昇しようしていき、そうして昇り切った先は……。

「さっきと同じカタチの……でも少し広めの部屋みたいですなぁ」

　ルウがあたりを見回しながら呟く。パネルが周囲の床ゆかと同じ高さまで来ると、それまで開いていた穴が閉じ、魔法陣は輝きを失ってただの六角形パネルに戻った。

　興味深そうに部屋の中にカツカツと進み出ながら、レイアおねーさんが呟く。

「なるほど、こうやって上層階に順次昇のぼっていくのですか」

「逆ピラミッド形だから、そりゃ上に行けば行く程部屋も広いわな」

　ファルディオが開放感から伸のびをしながら応じる。……とはいえ、真四角の部屋には相変わらず何もない。

　ぼくらがぼんやりと佇たたずんでいると、今度はすぐにアウルのアナウンスが始まった。

〈では第二の代償要求です〉

　表情を強張らせるぼくらに、アウルは淡たん々たんとその代償を要求してくる。




〈──どなたか一名の『自制心』を差し出しなさい〉




『じゃファルディオ（メルクリウス）で』

　ソッコーで答えるぼくら。ファルディオが再び絶ぜつ叫きようする！

「おいてめぇらっ、いい加減に──」

〈受理できません。彼にはそもそも奪うばうに足る程の自制心がありません〉

「なんでだよ！　奪えよ自制心！　今晩その声でエロい妄もう想そうすんぞ管理者さんよぉ！」

　ファルディオがぎゃあぎゃあと喚わめく。……ああ、ホントだ、既に無かったわ、自制心。

　仕方ないのでぼくら、また四人で検討。レイアおねーさんが早速提案してくる。

「では、今度こそわたくしが──」

『それはダメ、絶対』

　今まで騒さわいでいたファルディオを含ふくめ、全員が真顔で否定する。レイアおねーさんはきょとんとしていたけれど、ぼくらは全員、額に汗あせを滲にじませていた。なぜなら……、

『（ただでさえ超ちよう危険人物なのに、この上自制心までなくされてたまるか！）』

　それが、全員の共通見解だった。こんな場所で超ちよう威い力りよく魔ま法ほうを連発されたらかなわない。

　そうなると、残る選せん択たく肢しはぼく、ルウ、師匠の三名なわけだけど……。

「ふむ……先程も言ったが、トオルが代償を捧げる状じよう況きようは極力避さけていきたい。となると、私か、ルウかということになるのだが……」

　そこで全員が、ルウに視線をやる。ルウはぷりぷりと怒おこり出した。

「な、なんですかな、その『ここは確実にお前だろ』的視線は！　ルウが自制心を失ったら……それはもう、大変なことになりますぞ！　おっそろしいですぞぉ！」

「たとえば？」

「たとえば……ええと……そうですなぁ。ルウが今したいことを全部しちゃうわけですから……きっと、使い魔の使命など忘れご主人のサポートを怠おこたり、戦せん闘とう行こう為いを疎おろそかにし、食しよく料りようをたらふく食べて、毛け繕づくろいして、お昼ひる寝ねして、ちょっとした低空飛行散歩としゃれこみ、夕飯に思いを馳はせてしまうのでしょうなぁ」

『……いつも通りでは？』

　ぼく、師匠、ファルディオの対応に、ルウは「!?」と心底驚おどろきに満ちた表情で返してくる。……なんでそんな心外そうなのさ、この使い魔は……。

　とりあえず殆ほとんど満まん場じよう一いつ致ちでルウに決まりかけたところで、アウルが注意してくる。

〈《使い魔》は既にこちら側から提供されている旅のサポートシステムですので、更さらに代だい償しようを肩かた代がわりさせることは出来ません。ご了りよう承しよう下さい〉

「あ、そうなんだ。なるほど。……でもじゃあ、そうなると……」

　そこで、全員の視線が師匠に向く。彼女は嘆息しながらやれやれと肩を竦すくめた。

「まあ仕方ないだろうな。幸い、私は戦せん闘とう力が下がっている。何かのきっかけで暴れることがあったとしても、トオルがいれば問題なく対処してくれるだろう。……無論、いくら自制心をなくしたとしても、仲間を傷付けたい願望など微み塵じんもない以上、そんなことにはならないだろうがな。…………ああ、いや、メルクリウスだけは衝しよう動どう的に刺さすかもしれんが……まあ、それぐらいならば特に問題無かろう？」

『だね』

「おいこらふざけんな」

　ファルディオが何かごちゃごちゃ言っているけど、とにかくこれで代償は決まった。

　全員の意思表示を受け、アウルが徴ちよう収しゆうを実行する。

　部屋全体が今度は青く光り出し、師匠の体もまた光に包まれる。そうして、数秒後。

　光が収まると同時に、アウルのアナウンス。

〈『自制心』の徴収が完了致しました。昇しよう降こう装置を起動します〉

　第一のフロア同様、ぼくらの乗ってきた魔ま法ほう陣じんパネルが光り出す。早速にでも次のフロアに向かいたいところだけど、その前に……。

　ぼくらは、そおっと、師匠の様子を窺うかがった。すると、自制心を失った師匠は……。

「？　何をしている？　早く次のフロアに向かおうではないか」

『あ、あれ？』

　意外と普ふ通つうだった。ぼくらは肩かた透すかしを喰くらってしまうも、まあ、師匠って根っから真ま面じ目め人間っぽいから、案外こんなもんかと納なつ得とくする。ファルディオは警けい戒かいして少し彼女から離はなれていたものの、師匠は彼を見ても「どうしたメルクリウス？　行くぞ」という淡々とした反応を見せるのみで、特に斬きりかかる様子もない。

「……自制心ある時の方が冷たいって、どういうことなんだよ……」

「ツンデレというやつですかな」

「マジか。だとしたら今なら俺、ヤツに抱きついても全く問題無ねぇんじゃ！」

　そう言うや否や、下げ卑びた表情と共に手をわきわきさせながらファルディオが師匠へと近付いた、その次の瞬しゆん間かん──

　──ファルディオの首が飛んだ。

　…………。

　……という幻げん覚かくをその場の皆みんなが一瞬で共有する程に凄すさまじい殺気が、師匠から[image: 迸]ほとばしった。

「ホントマジですいませんでした」

　そして気付けばファルディオが全力で床に額を擦こすりつけて土下座していた。世界土下座速度選手権があれば確実に優勝を狙ねらえるスピードだ！

　レイアおねーさんがごくりと唾つばを飲む。

「……普ふ段だんのセシリアさんに自制心があって良かったですね、ファルディオ」

「ああ……無かったら割と最初の出で逢あい段階でガチで殺やられてたとはな、俺……」

　とりあえず師匠のファルディオに対する「実はツンデレ説」が完全に消えた。というか新ジャンル「ツンサツ」だった。普段はツンツン、時折マジ殺意。……イヤすぎる。

　気を取り直し、再び部屋の中央へと向かう一同。ファルディオ達がパネルに乗ったのを確認してから、最後にぼくも足を踏ふみ出そうとした矢先……なぜか師匠が、ぼくに向かって手を差し出してきた。

「では行こうか、トオル」

「え？　あ、うん……」

　よく意味が分からなかったので、とりあえず彼女の手は無視して、パネルに……。

「……って、師匠？」

「行こうか、トオル」

　……なぜか、通してくれない。頑かたくなに、ぼくに手を差し出している。状況を見守っていた皆もぽかんとする中、ぼくは少し考え……そして、どうも手を握にぎれと言っているっぽいなぁと解かい釈しやくすると、恐おそる恐る師匠の手を握った。すると──

「（にぱぁぁぁぁぁぁあああ！）」

「うぇ!?」

　師し匠しようが突とつ然ぜん、笑顔の花はなを咲さかせる。こんなに嬉うれしそうな師匠、見たことないや！

　皆も呆あつ気けにとられる中、師匠はなぜか、ぼくの手を引いてルンルン気分で歩き出した。そのうえ、鼻はな唄うたまで口ずさむ始末。……えらく上じよう機き嫌げんだ！

　皆が若干ひきつる中、ぼくと師匠もパネルの上に乗る。魔法陣が起動、浮遊し、次のフロアへと上昇する最中もずっとぼくの手を強く握り、ご機嫌な様子だった。

「（？？？??）」

　え、ええと？　これは……なに？　自制心なくした影えい響きよう……だよね？　で、でも、何がしたいんだろう、師匠は。誰だれかと手を繫つなぎたかったのかな？

　パネルに乗りながら、レイアおねーさんがこそこそとファルディオに訊ねる。

「……あの、ファルディオ。セシリアさんって、その、もしかしてそういうアレ……」

「ああ、そういうアレだ」

「……あそう…………そっかぁ……」

　なんかぼく、いい年して魔ま法ほう少女の格好をした女性に憐れん憫びんの目で見つめられたよ。

　意味も分からず師匠と手を繫ぎ続けること数十秒。次のフロアに到着したぼくらは、また少し広くなった部屋へと足を踏み出した。

〈では第三の代だい償しよう要求です〉

　アウルのアナウンスが始まる。




〈──どなたか一名の『言葉』を差し出しなさい〉




　ぼくらがよく意味を摑つかめずにいると、アウルは説明を続けた。

〈『言葉』を徴収された者は、周囲との円えん滑かつな意い思し疎そ通つうができなくなります〉

「喋しやべれなくなるってこと？」

〈徴収されるのはあくまで意味を持った『言葉』のみですので、鳴き声や呻うめき声ごえのような発音自体は可能です。言葉を喋ろうとした場合は、意味を持たない音に置おき換かわります〉

「ふぅん……まあなんにしても、とりあえず代償払はらうのは……」

　ぼくが言うと同時に、その場の一名を除いた全員が。自じ称しよう大魔導師を指差して告げる。

『ファルディオ（メルクリウス）で』

「よぅし、戦争だお前ら──」

　相変わらずな自分の扱あつかいにファルディオは手の骨をコキコキ鳴らすも、特に迫はく力りよくはなく、そうこうしているうちにアウルが〈了りよう解かい致いたしました〉の声と共に無む慈じ悲ひに彼から『言葉』を徴収していく。

　そして、いつもの発光を終えた後、ファルディオは、心底怒った様子で──

「…………メェェェェェェッェエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ」

『鳴いたぁああああああああああああああああああああああああああああ!?』

　彼の口から漏もれ出たヤギの如ごとき鳴き声に、ぼくらは──笑いを禁じ得ない。

　自制心がない師匠が彼を馬ば鹿かにした風に大笑いする中、ぼくらもそれぞれ顔を背そむけ、腹を抱かかえて笑う。ファルディオはその光景を忌いま々いましそうに見つめ、そして……鳴いた。

「…………モォォォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　当然ぼくら、爆ばく笑しようである。目め尻じりに涙なみだまで浮うかんで来た。……あー、面白い。もう、この程度の楽な試練なら、全然ＯＫ──

〈ちなみに、次の階層に進むには昇降装置上でパスワードを告げる必要があるのですが、それを知っているのは彼のみです〉

『えええええええええええええええええええええええええええええええ!?』

　いきなり知らされた衝しよう撃げきの事実に、思わず絶ぜつ叫きようするぼくら。しかしアウルは相変わらず冷静に語る。

〈先程の徴収の際、彼の脳に直接刻みました。というわけで……『言葉』を失った彼からどうにかしてパスワードを聞き出し、次の階層に進むまでが、今回の試練です〉

「そういうことは先に言ってよ！　見てよこのファルディオ！　ぼくらが爆笑したせいで、もうすっかり拗すねて心閉ざしちゃってんじゃん！」

　ぼくがそう言って指差した先には、口をツーンと尖とがらせて腕うでを組み、そっぽを向くファルディオの姿。

〈……そう言われましても、それは、貴方あなた達の過失では……。……こほん。とにかく……次のフロアでお待ちしております。では〉

「あ、逃にげた！」

　ブツンとアウルのアナウンスが途と切ぎれる。……くそ！　なんだよ！　こういう説明って、徴収前にしておくべきなんじゃないの!?　まったく……。……いやまあ、笑ったのはぼくらが悪いんだけどさ。

　なんにせよ、パスワードをなんとか聞き出さないことには話が始まらない。

　ルウが、ファルディオの前で小さな手を擦り合わせて、露ろ骨こつにご機嫌を取りにいく。

「ふぁ、ファルディオ？　その……悪かったですな、笑ったりしまして。それで……その、出来れば、パスワードを伝えて頂けると有り難いのですが……」

「…………」

　ルウの言葉にも、ツーンとして何も返さないファルディオ。……ああ、すっかり口を開くのがイヤになっちゃってるよ。すごい厄やつ介かいだよ、これ。

　自制心をなくした師匠が剣けんを突つきつけてみるも、今回ばかりは意外と頑がん固こに拗ねるファルディオ。その態度に、師匠が明らかに苛いら立だちを見せたところで、これはまずいとぼくが彼女をホールド。なぜか途と端たんに師匠が顔を真っ赤にしてへろへろしたのはさておき、さてどうしたものかと場が膠こう着ちやくする中、レイアおねーさんが仕方なさそうに彼の前へ進み出た。

　彼女は自らの腰こしに手を当てると、駄だ々だっ子こをあやすおねーさんみたいな口調でファルディオに迫せまる。

「ファルディオ。…………わたくしの勘かん違ちがいでしたかね？」

「？」

　首を傾かしげるファルディオに、レイアおねーさんは真しん摯しに語る。

「貴方は根っから不真面目な最低のエロ男だん爵しやくですが……」

「…………」

　ファルディオの額にピキッと血管が浮く。しかし、それでもおねーさんは臆おくすることなく、堂々と、続けた。

「こと『魔法知識の探求』についてだけは、誰よりも真摯であると評価していたのは……わたくしの、勘違いだったのでしょうか？」

「！」

「そんな貴方がこの貴重すぎる体験であるところの《女神の試練》を、そんな馬鹿げた態度で棒に振ふろうなど、冗じよう談だんが過ぎるでしょう？……あんまりわたくしを失望させないで下さい、ファルディオ」

「…………」

　言いたい放題言われ、流石さすがにショックを受けた様子で、俯うつむき、悔くやしそうに拳こぶしを握るファルディオ。

　ぼくらがハラハラと見守る中……ファルディオは、珍めずらしく真ま面じ目めな顔つきでレイアおねーさんを見返し、そして、こくりと頷うなずきながら、その言葉に応じた。




「ゲコ」




「あははははははははははは！」

　途端、腹を抱えて大笑いするレイアおねーさん！　顔を真っ赤にしてぷるぷる震ふるえるファルディオ。……真面目な説得が、全部台無しだった。

　ま、まあ、とにもかくにも。

　それから更さらに十五分程かけてファルディオを説得し、彼の鳴き声にも慣れたぼくらは、改めて、彼からパスワードを聞き出しに掛かかった。

「とりあえず、ジェスチャーで伝えて貰もらうのが手っ取り早いかな」

　ぼくがそう提案すると、皆も頷く。しかしただ一人、ファルディオ当人だけはあまり乗り気じゃない様子だった。

「どうしたの？　ジェスチャーが恥はずかしいの？」

「チュンチュン」

　なぜか雀すずめの鳴き声と共に首を横に振るファルディオ。……笑っちゃダメだ。

　ぼくが困っていると、ルウが閃ひらめいた様子で訊たずねた。

「もしかして、ジェスチャーで伝えづらい単語なのですかな？」

「！　パオンパオン！」

　象の鳴き声と共に激しく首を縦に振るファルディオ。…………わ、笑っちゃダメだ。

　師匠が唸うなる。

「しかしそうなると、もう伝達手段がないぞ」

「クーン……」

「よし、ではとりあえずメルクリウスを輪切りにしてみるか」

「ニャニャニャニャニャーニャ!?」

　今のは分かった。「馬鹿かてめーは!?」だ。……いやこんなの分かっても仕方ないんだよ！　パスワード聞き出さないと。

　とりあえず代案も浮かばないので、とにかくファルディオにはジェスチャーをして貰うことにする。

　すると、彼は少し考えた後……不思議な動作を始めた。

「ワワン、ワワン？」

　なぜか天てん井じようを指差すファルディオ。それから、両手で箱を左から右に運ぶような動作。

　レイアおねーさんが「はいっ」と優等生な挙手をする。

「お二階に、誰かが引ひっ越こしてきた！」

「…………ブヒッ……」

「あれ、なんだろう、ただの短い鳴き声なのに、確実に不正解なのと、更にわたくしがとてつもなく馬鹿にされたニュアンスが、全部一気に伝わってきましたよ」

　レイアおねーさん撃げき沈ちん。ファルディオはもう一度同じ動作を繰くり返した後、今回は更に、なぜかその場に寝ねそべる動作まで付け加えてくる。

　それを受けて……師匠が回答する！

「分かった、出来るだけ楽に死なせてやる」

「ヒヒーン！　ヒヒヒヒヒーン！　ヒヒーン！」

　馬の鳴き声はさておき、涙目でぼくの後ろに来たことから、大体言っていることの意味は伝わって来た。……だから、パスワード伝わらなきゃ意味ないんだって。

　自制心のない師匠を宥なだめた後、もう一度、ファルディオにジェスチャーして貰う。

　天井を指差す。ぐるっと何かが移動する動作。……おやすみ。

　ぼくは少し考えた後……ピンと来た単語を、口にする。

「……夜？」

「！　しゃかりき───────ん！」

　途端、ファルディオが最も早はや何の鳴き声でもないどころか、若干言葉めいた叫さけびを上げる。どうやら、正解だと言っているらしい。

　ぼくらは半信半疑ながら魔ま法ほう陣じんの上まで来ると……代表してぼくが、そのパスワードを、告げてみた。




「ヨル」




　瞬しゆん間かん、起動を始める魔法陣パネル。ぼくらは顔を見合わせると、やったねと喜び合う。ただ……。

「ばっぽんてき！」

　ファルディオの口調は、さっきの試練をクリアしても特に直らないようだった。……っていうか今「抜ばつ本ぽん的てき」って言ったよね？　ねぇ？

　なんにせよ、ぼくらは次の階層に到とう着ちやくし、更に広くなった部屋へと進みでる。そうして少し待っていると、アウルのアナウンスが始まった。

〈では第四の代だい償しよう要求です〉

　緊きん張ちようで背筋を伸のばすぼくらに、アウルは淡たん々たんと告げてくる。




〈──『居場所』を徴ちよう収しゆうします〉




『居場所？』

　ぼくらが疑問の声を上げると同時に、突とつ然ぜん部屋の床ゆかや壁かべ、天井の数カ所が発光しだした。何事かと思って状じよう況きようを見守っていると……光の中から、ぬっと魔物達が姿を現わす。

『え!?』

　わけもわからず、とにかく臨戦態勢を取るぼくらに、アウルは淡々と言い残す。

〈これから三十分の後に昇しよう降こう装置が起動致いたします。それまでの間、貴方方は……無限に湧わき続ける《疑似魔物》の猛もう攻こうを凌しのぎきって下さい。以上です。ではご武運を〉

『いきなり試練がガチすぎる！（ブヒブヒブヒン！）』

　全員で抗こう議ぎの声を上げるも、時既すでに遅おそし。大量の魔物達は問答無用で次々にぼくらへと襲おそいかかってきた。

　とにかく五人背を預け合うように固まり、やってくる魔物を随ずい時じ迎げい撃げきする。師し匠しようが弱体化している現状、ぼくが全てなんとかしないとと気張るものの、流石に全方向から攻こう撃げきに晒さらされる状況で複数人を守るのは無理があった。

　狼おおかみ型魔物、熊くま型魔物、巨きよ大だい昆こん虫ちゆうの三体を連続で素早く撃げき退たいしたところで、しかしすぐに壁へ新たな光の輪……魔物発生ゲートが開いているのを確認して、ぼくは舌打ちしながら皆みんなに叫ぶ！

「と、とにかく部屋の隅すみに！　そこなら迎むかえ撃うち易やすいから！」

　ぼくの警告を受け、集団は移動を開始する。だけど……。

「わわっ、ご主人！」

　突然ルウが情けない声を上げたため、ぼくが鬼おに型魔物の棍こん棒ぼう攻撃をミョルニルロッドでいなしつつ振り返ると、まさにぼく達が向かおうとしている壁から複数体の魔物が這はい出て来ていた。

「う……『居場所』を奪うばうって、そういうことかっ！」

　ようやくこの試練の本当の意味に気付く。どうやらここには「安全地帯」なんてないらしい。壁に背を預ければ、その壁から魔物が出てくるだけ。……なんてタチの悪い！

　ぼくは慌あわててルウ達のフォローに向かおうとするも、現在相手取っていた鬼型魔物が妙みように強く、うまく手が空かない。

「うひゃぁあああ!?」

　そうこうしている間にもいよいよルウに狼型二体が飛びかかろうと──したその刹せつ那な。

「はぁああああああああ！」

　気合いの声と共にルウの前へと躍おどり出た師匠が、一体の腹を剣で裂さき、もう一体の顔面を蹴け飛とばして魔物達を一いつ蹴しゆうする。

　その場の全員が『弱体化していたはずじゃ……』とぽかんとしていると、師匠は──にたぁという凶きよう悪あくな笑みと共に、部屋全体に響ひびき渡わたる程の狂きよう気きに満ちた笑い声を上げた。

「ふはははははは！　たかだか男十人分程度の戦力を削そいだからとて、それでこのセシリア・シヴィルを上回った気になるなよっ、腐くされモンスター共がぁあああああ！」

『（え、えぇえええええええ!?）』

　バーサーカーと化した師匠が、弱体化しているとは思えない程の動きで次々に魔ま物ものを撃退していく。その戦せん闘とうスタイルは大凡おおよそ普ふ段だんの師匠には似つかわしくなく、暴力的で粗そ野やで品性の欠片かけらも無い戦術……剣けんより拳と蹴けりで撃退した数の方が多いような有様だった。

　正直ぼくの出番どころか魔物の補ほ充じゆうさえ追いつかないその狂きよう乱らんぶりにぽかんと見入っていると、突然ぼくを振り返った師匠と目が合ってしまう。

　緊張で思わずごくりと唾つばを飲むぼくに……今度は師匠、目を爛らん々らんと輝かがやかせたかと思うと、前も見ずに狐きつね型魔物へと踵かかと落としを喰くらわし、盛大に返り血を浴びながらも、喜々として訊ねてきた。

「トオル！　凄すごいだろう、私！　なぁなぁ！　褒ほめてくれるかっ、トオル!?」

「え？　あ、う、うん……す、凄いと思うよ、うん」

　動どう揺ようしながらもなんとかそれだけ返すと、師匠はパァッと子供のように顔を輝かせる。

「そ、そうか！　凄いか！　よし、私は頑がん張ばるぞトオル！　もっともっと、魔物を倒たおすからな！　見ててくれ、トオル！　そして……後で頭を撫なでてくれたら、とても嬉うれしい！」

「え？　あ……う、うん、分かった、撫でるぐらい、別に全然……」

「！」

　途と端たん、師匠は〈にこぉおおおおおおおおおおおおおおお〉とこれ以上ないぐらい幸せそうな笑みを浮うかべると、その顔のまま、喜々として大量の魔物を屠ほふり始める。

　ぼく達はその光景をぽかんと見守りながら、思わず身をぶるっと震わせる。

『（普段真面目な人が自制心無くすと怖ぇええええええええええええええええ！）』

　いつもの師匠が如何いかに自分を律した大人な人間だったのか思い知る。……師匠が好き勝手やり出すと、ああいう感じなんだ……。……なんかごめんよ、普段の師匠……。

　彼女の本性に引くというよりは、なんだかこっちが悲しい気持ちになってくる。

　ぼくらは出来るだけ師匠のはっちゃけぶりを見ない様にしつつ、再びそれぞれに迎げい撃げきを開始した。

　そうして十分もした頃ころには、序じよ盤ばんの苦戦が噓うその様に、大分戦闘に余よ裕ゆうが出て来た。

　相変わらずぼくと師匠がメインで迎撃しているのは勿もち論ろんだけれど、ファルディオとルウが持ち前の頭脳と逃にげ足を駆く使ししてちょこまかと、ぼくらの足手まといに極力ならない程度に自分の身を守ってくれていることと。

　なによりも、レイアおねーさんによる魔法支し援えんが、すこぶる頼たよりになった。というのも彼女、単体で火力が高いのは勿論なのだけれど──。

「!?」

　──などと思考を巡めぐらせている隙すきにも、ぼくは背中に嫌いやな気配を感じて、慌てて振ふり向むこうと……。

「《閃せん光こうよ！》」

　刹那、レイアおねーさんが短い詠えい唱しようを終えると同時に、ぼくの背中付近で小さなスパークが発生し、背後から飛びかかろうとしていた魔物の目を眩くらませて、ぼくに対応の間を与あたえてくれた。そして更さらに続けざまに──

「《かの刃やいばが纏まとうは、焰えん蛇だの祝福！》」

　師匠が氷の巨きよ人じんに少し手間取っていると見ると、彼女の剣に炎ほのおを纏わせ、その力で師匠は易々と巨人を溶とかし斬きる。

　そうやってぼくらの戦いを補助しつつも、ファルディオやルウ達に突とつ発ぱつ的な危険が迫せまった際は──

「《囲い覆おおうは飛礫つぶての嵐あらし！》」

　小石や砂が周囲に渦うず巻まくだけの、軽けい微びでしかし詠唱の早い防ぼう御ぎよ魔法を唱えてぼくや師匠が救きゆう援えんに駆かけつけるための僅わずかな時間を稼かせいでくれる。

　つまりは──

『（優ゆう秀しゆうな魔法使いの後衛がいるって、なんて戦いやすいんだ！）』

　──ぼくと師匠は思わず感かん嘆たんの溜ため息いきを漏もらす。そうしていると、どうやらそんなぼくらの表情を目ざとく観察していたらしいファルディオが声を上げた。

「げんなまっ、もしくはりぼばらい！」

　相変わらず全く意味をなさない言葉だが、とりあえず状況的に「てめぇら、普ふ通つうの魔法使いっていいなぁとか思ってやがるだろう！」みたいなニュアンスはくみ取れた。

「いや別に……」「普通の魔法使いはいいなぁ」

　ぼくが少し遠えん慮りよするのにも構わず、自制心のない師匠が思った通りを言う。

　ファルディオが憤ふん慨がいし、ルウがそれをまあまあと宥なだめる中、ぼくらは戦いに戻もどった。

　実際、普通の魔法使いがどうこうっていうよりは、レイア・キサラギという魔法使いが、特別に有能であるのだということを、ぼくも師匠も肌はだで感じていた。

　とにかく、痒かゆい所に手が届く。それどころか常にぼくらの一手先を読み、全ての補助があまりに的確。惜おしむらくは……。

「ああっ、なんて有能な天才魔法少女なんでしょうねっ、わたくし！　流石さすがです！」

　それを自分で言うだろうか。……魔法使いって、自信家じゃなきゃいけないっていうルールでもあるの？　まあ彼女の場合、ファルディオと違ちがってホントに有能だから、ビッグマウスとかではないんだけど……まあ正直、うざいは、うざいよね。ホントに優秀だけに、逆に、可愛げとかないよね。

　まあそんなこんなで、とにかくぼくらは当初思っていたよりも大分危なげなく、淡々と試練をこなし……地じ獄ごくの三十分間を凌ぎきった。

　昇降装置が起動を開始すると同時に、いそいそとそれに乗り込む。

　そうして次のフロアへ到着すると、ぼくらはどっと息を吐はいて、その場にへたり込んだ。

「はぁ……。なんか、こんなに試練らしい試練は、初めてだったなぁ」

「まったくですな。しかもこれ単独ならまだしも、『弱体化』して『自制心』を奪われた上での戦闘とは、いくらなんでも厳しすぎじゃないですかな」

　ルウの愚ぐ痴ちに、レイアさんが苦笑する。

「あー……それ、母のせいかもしれません」

「そういえばアウル殿どのが言ってましたな、今回からは厳しくするだのなんだのと」

　そんな話をしながら全員で息を整えていると、一足先に回復したらしい師匠が、すっくと立ち上がってぼくの前まできて、ちょこんとしゃがみこむ。

　ぼくが「？」と首を傾かしげる中、師匠はぷくっと子供っぽく頰ほおを膨ふくらませた。

「…………撫でてくれ」

「え……」
















　師し匠しようのあまりに珍めずらしいふくれっ面つらに意識をとられたせいで、一いつ瞬しゆん何を言われているのか分からずぽけっと戸と惑まどうぼくに、師匠は更に頰を赤らめながらも続けてくる。

「トオル、撫でてくれるって、言った」

「え……あ、う、うん！　そうだった、そうだった」

　ぼくは慌てて立ち上がると、しゃがんだ師匠の頭をなでなでする。

「……♪」

　ぼくの手の動きに合わせるように頭を動かし、猫ねこの様にごろごろと幸せそうに微笑ほほえむ師匠。

『…………』

　ぼくのみならず、なんか、パーティ全員が照れた。……な、なにこれ。ぼく、真っ赤なんですけど。ほ、本当に怖こわいな、普段真ま面じ目めな人の自制心失った状態！

　しばらく師匠をなでなでしたまま、どうしていいのか分からずにいると、よいタイミングでアウルのアナウンスが始まる。

〈それでは、最後の代だい償しよう要求です〉

　しめたとばかりに、師匠を撫でる手を止めるぼく。師匠は露ろ骨こつに頰を膨らませて不満そうにしていたものの、一応状じよう況きようは理解しているらしく、流石にごねたりはしなかった。

　ぼくらがほっと胸を撫で下ろす中……アウルは、最後の代償を告げる。




〈──《審しん判ぱん者》の『命』を頂きます〉




「ふざけるな」

　アウルが条件を提示した次の瞬しゆん間かん、師匠が低くドスを利かせた声で凄み、ルウとファルディオが怒ど気きを孕はらんだ眼まな差ざしと共にぼくを守るように前へと進み出る。

　ぼくがあわあわと動揺する中、レイアおねーさんが、ニコリと微笑みながらも……しかしその裏に不快感を隠かくし切れない様子で、アウルへと訊たずねる。

「アウルさん？　それはどういった意味でしょうか？　まさか本当に勇者の命を奪うとは思いませんが、少なくともそれに相当する何かを要求しているということですよね？　この、純じゆん粋すい無む垢くな子供相手に」

〈慧けい眼がんですねレイア・キサラギ。流石はカンナ・キサラギの──〉

「馬ば鹿かじゃないですか」

　アウルの言葉も終わらないうちにレイアおねーさんがピシャリと遮さえぎって続ける。

「ただでさえなんの義理もないのに無理矢理異世界から召しよう喚かんされ苛か酷こくな旅を強いられる勇者様を『試す』という段階で既すでに何様なのかという話ですのに。その上、寿じゆ命みようを数年削けずるんだか生命力を奪うばうんだかは知りませんが、『命』と称しようされるものを捧ささげろなどと──」

　そこまで一気に語りきると、レイアさんは冷たい瞳ひとみで宙空を睨にらみつけて、告げる。

「──返答次第ではわたくし、母以上の問題行動を取ることになりそうです」

〈…………〉

　喉のどの渇かわくような緊きん張ちようが場を満たす。……正直話の中心たるぼくとしては、皆みんなほど感情的ではなく、むしろ最終的な自分の目的を果たすためなら、今すぐ死なない程度の寿命や生命力なら捧げてもいいと覚かく悟ごしているのだけれど……流石にそんなことは言えない。

　ぼくはとりあえず、作り笑いをしながらアウルに訊ねた。

「え、ええとそれで、あの……実際具体的には、何を要求されてるの……かな？」

　ぼくの質問に、場が更にぴりっとする。……あ、まずい。これ、アウルの返答次第じゃこの人達……本気でこの遺い跡せきぶっ壊こわしかねないぞ。世界の命運だとか、そういった後先を何も考えずに。ただただ、ぼくのために。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気の中、アウルは……それでも淡たん々たんと、意外な回答を告げて来た。

〈私が今回《審判者》に求める代償──『命』とは、つまり『記き憶おく』のことです〉

「記憶？」

　ぼくが訊ね返すと同時に、場の緊張も少し和らぐ。

　アウルは〈そうです〉と続けると、いよいよ代償の詳しよう細さいを語った。




〈《審判者》の、ここ約一時間分の記憶──この《代償の迷宮》内における冒ぼう険けんの記憶を、全て、捧げて頂きます〉




『!?』

　その言葉に、ぼくらは動どう揺ようを隠せなかった。ルウがぱたぱたと飛びながら訊ねる。

「それは、ルウ達の記憶もじゃなくて、ですかな？」

〈はい。頂くのは、あくまで《審判者》の記憶のみです〉

「……しかも、たった、ここ一時間程度の、ですか……」

〈はい。ただしこの代償は、試練クリア後も返へん還かんされません。とはいえ、周囲から失った記憶部分の話を聞くことまでは禁止されませんので、貴方あなた達が危き惧ぐするような、彼の今後に大きな支障をきたすような代償ではないはずです〉

「それは……そう、ですが……」

　どう考えたものかよく分からない様子の皆が、ぼくを見つめる。

　ぼくは少し考えてみたものの、だけど元々もっと重い代償でも受け容れる覚悟の出来て居た身としては、そんなに悩なやむことでもないよなと、アウルに返答する。

「いいよ、別に」

「トオル」

　師匠が窘たしなめるようにぼくを振り向く。皆もまた心配げな目をしていたものの、ぼくはそれに笑顔で応じた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。皆、最初に『命』って言われたから重く捉とらえすぎているだけだよ。ほら、よく考えれば、自制心だとか居場所だとかってのと、重さはそう変わらないよ？」

「それは……そうかもしれないが……しかし私は……」

　師匠がまだ渋しぶる。普ふ段だんの師匠とは違い、ぼくが多少なりとも何かを犠ぎ牲せいにするのが、どうしても納得出来ないらしい。ぼくはもう一度説得する。

「それに、この旅って世界を救うものな上に、最後には願いを叶かなえて貰もらえるんでしょ？　それを考えれば、これぐらいの代償は安いもんだよ。ね？」

『…………』

　ぼくのその言葉に、皆もようやく渋しぶ々しぶながら引き下がる。

　ぼくは改めて、アウルに宣言した。

「うん、じゃあ、捧げるよ代償。準備ＯＫだよ、アウル」

〈了りよう承しようしました。では──代償を徴ちよう収しゆう致いたします〉

　アウルがそう告げると、ぼくの体が光り始め、そして──




　────────あれ、思っていたより広い部屋だな。

　ぼくは外観からの想定より大分広かった室内に戸惑うと、皆の方を振ふり返った。

「ねぇ、明らかに見た目より広いね！　ぼくたちピラミッド形の殆ほとんど頂点から入ったのに！　不思議だなぁ。ね、皆もそう思う──」

『…………』

「よ、ね？」

　なにやら、皆のぼくを見る視線がおかしい。……って、あれ？　ぼくらの入って来た入り口がないけど、これは一体……。

「ご主人……本当に、この迷宮での記憶を？」

「？　なんの話、ルウ？」

　意味の分からない問い掛かけにぼくが首を傾かしげると、皆が顔を見合わせ……そして、レイアおねーさんとルウが、手短に現在に至るまでの経けい緯いを説明してくれた。

　曰いわく、なにやらぼくは試練の一いつ環かんで、ここ一時間程の記憶を自ら捧げたらしい。

　……正直、本当に、なに一つ思い当たらなかった。ぼくとしては、《代償の迷宮》に足を踏ふみ入れた次の瞬間には、今の状況だったわけで。

　その他にも、現在師匠が自制心を失っているという話だの、ファルディオが言葉を取られて面白いことになっているだのと聞いたものの……やっぱり全然ぴんとこなかった。そうこうしている間に、突とつ然ぜん部屋の中央で六角形のパネル上に魔ま法ほう陣じんのような光が浮うかんだ。

「わっ、なんか凄すごいよ皆！　あれ、ほら！　不思議だね！　なんだろあれ！」

『…………』

「？……あ……」

　皆からの反応が鈍にぶいことで、どうやらあの発光現象は既に皆が……恐おそらくは、記憶を失う前のぼくも経験したものなのだろうということに気付く。

　ぼくはなんだかばつの悪い思いで、誤ご魔ま化かすように口を開いた。

「え、えと、とにかく、話を聞く限りこれで試練って終わりなんでしょう？」

　その問いには、皆ではなく──久々に聞く、アウルの声が応じてきた。

〈その通りです。そこの魔法陣に乗れば──〉

「わ、アウル！　久しぶりだね！」

〈……はい、お久しぶりですね、トオル・ミカミ〉

　なぜか少し声に張りのないアウルは、だけど少し間を置くと、またいつもの淡々とした調子で続けて来た。

〈そこの魔法陣に乗れば、最下層まで戻もどり、ここから出られます。《審判者》以外の皆みな様さまは、そちらからお帰り下さい〉

「メメメェ！」

　ファルディオが急に奇き声せいを上げる。何事かとぼくがぎょっとしていると、アウルがそれに応えた。

〈ご安心下さい。『戦せん闘とう力』『自制心』『言葉』に関しては、ここを出ると同時に自動的に元に戻ります。では──〉

　とアウルが、そこまで言ったところで、ぼくは光に包まれ、そうして……気付いた時には、ぼくだけが、見覚えのある球体空間に浮ふ遊ゆうしていた。《決断の洞どう窟くつ》でも体験した、遺い跡せき中ちゆう枢すうへ《審判者》のみが転送されるヤツだろう。

　少しの間ぼやっとしていると、前回同様アウルから労ねぎらいの言葉がかけられる。

〈《審判者》よ。まずは見事《代償の迷宮》を突とつ破ぱされましたこと、心よりお祝い申し上げます〉

「ありがとう、アウル。……といっても今のぼくとしては、入った途と端たんにクリアを言い渡わたされたも同然だから、達成感も何もないんだけど……」

〈それでも貴方は、確実にこの試練をクリアなさいました。……もう今はこの世に存在しない、この一時間の、貴方が〉

「…………」

　そのあまりに微び妙みような表現に、ぼくは思わず押おし黙だまる。……今はもういない、この一時間の、ぼく……。……ルウ達の話によると、最後の代償は最初、『命』だとかって表現されていたらしいけど……なるほど、少しその意味が理解出来たかもしれない。

「……この《代償の迷宮》をクリアしたぼくは……もう、どこにも、いない……」

　さっきの皆の、ぼくを見る悲しげな瞳。そして……もう一人の師匠のことを思い出す。

〈貴方が『命』を失うということの影えい響きようを、多少なりとも理解されましたか？〉

「え？」

　ぼくはハッとする。もしかしてアウルは……やっぱりぼくの目的を？

　しかしアウルはそれ以上追及することなく、話題を変えてくる。

〈さて《審しん判ぱん者》よ。《決断の洞窟》でも警告したことですが、これからこの空間で語られることは──〉

「あ、うん、覚えているよ。他言無用ってことでしょう？」

〈その通りです。貴方からの情報流出が行なわれた場合、即そく座ざに強制送そう還かんのペナルティが科せられることを、お忘れなく〉

「うん。それで……今回の、ぼくだけへの話って？」

　先を促うながすと、アウルは少し黙った後、改めてぼくに質問してきた。

〈《審判者》よ。貴方の居た世界とこの世界の違ちがいは、なんだと思いますか？〉

「ええ？　なにその質問。そんなの、一いつ杯ぱいありすぎて……」

　ぼくは彼女が何を聞きたいのか分からず戸と惑まどう。アウルは少し補足してきた。

〈大まかな回答で結構です。決定的に違うと感じる要素を、挙げて下さい〉

「えっと、それは……」

　ぼくは少し考えてから、おずおずと回答する。

「……やっぱり、魔ま法ほうと……あと、魔物、かなぁ」

　とりあえず、決定的に違うのはその二つだ。神様に関しては、ぼくの世界でも信じている人は沢たく山さんいるしね。果たしてぼくの答えはアウルにとって満足のいくものだったらしく、〈そうですね〉と優しく応じて話を続けてくる。

〈では、それぞれの要素への所感を訊たずねます。……魔法を、どう思いますか？〉

「え？　どうって……えーと……凄く便利？」

〈では、魔物はどうです〉

「えと……逆に、凄く迷めい惑わく、かな」

〈そうですね〉

　そう言ったきり、アウルがしばし黙る。……なんだろ、この間は。

　少しして、またアウルが話題を切きり替かえてきた。

〈《審判者》よ。貴方に、《加護節》と《神無節》についての知識は、ありますか？〉

「あ、うん……一応……」

　うろ覚えながら、以前サクヤに説明された時のことを思い出しつつ答える。

「確か、女神様のおかげで魔法の力が上がって魔物が大人しくなるのが《加護節》で、逆に、女神様が眠ねむることで魔法が弱くなって、魔物が凶きよう暴ぼうになったり力を増したりするのが《神無節》……だった、よ、ね？」

　お伺うかがいを立てるように訊ねると、アウルは優しく〈実に正しい把は握あくです〉と応じてくれる。ぼくがほっと胸を撫なで下ろしていると……アウルはまた、話題を変えてきた。

〈この試練の名前を覚えていますか、《審判者》よ〉

「？　《代だい償しようの迷宮》でしょう？」

〈そうです。……では、《代償》とは、なんでしょう？〉

　なんだろう、これ。ぼく、久々に国語の授業でも受けているのだろうか。

「えっと……お、お支し払はらい、みたいな？　なけなしのお小こ遣づかいを代償に、あまーいお菓か子しでいっときの幸せを得る……みたいな？」

　額に汗あせを滲にじませながら答えると……これまた、アウルは褒ほめてくれた。

〈よい理解です。償つぐない、もしくは目的を達成するために失われるもの。それが代償〉

「……はぁ……」

　アウルの言わんとしていることががちっとも理解できず、ぽけっと呆ほうけるぼく。

　そんなぼくに、アウルは優しく諭さとしてくれた。

〈……では、この世界における魔法という便利な力の源は、一体なんなのでしょう？〉

「え？　そりゃ、女神めがみ様じゃ……」

〈《審判者》よ。この世界に、都合の良い無む尽じん蔵ぞうの力などありません。森しん羅ら万ばん象しよう全てのものごとに、等しく代償は課せられる。……さて、ではその前提の上で、もう一度訊ねます。魔法という、貴方あなたの世界から見て違い和わ感かんのある、しかし便利な力の《代償》は、一体何処どこから徴ちよう収しゆうされているのだと思いますか？〉

　その少し難しい問いかけを、でもきっとこれは大事なことなんだろうなと、ぼくは一いつ生しよう懸けん命めい考える。

「ええと……代償って、同じ価値のもので成り立つんだから……うーん、変な力の代償は……やっぱり変なものってこと？」

〈つまりそれは、なんでしょう？〉

「え？　だから……ぼくから見て、この世界の変な要素は、魔法と──」

　そこまで言ってぼくは、ようやくハッと気付く。……え？　つまりそれって……。

〈…………〉

　アウルが見守る中、今までとは少し違う汗を搔かき始めるぼく。……とても考えたくないことだけど……でも……アウルがわざわざ《加護節》と《神無節》の話を事前に再確認しておいたことも考こう慮りよすると……それってやっぱり……そういう……。

　ぼくがその「いやな想像」に鼓こ動どうを速くする中、アウルは明確な答えは告げずに続ける。

〈この《代償の迷宮》で求められたものを、お仲間達から聞かされましたか？〉

　その質問に、ぼくはルウから聞いた説明を必死に思い出しながら、順番に答える。

「……『力』『自制心』『言葉』『居場所』……それに『命』……」

〈…………〉

　アウルは、何も答えなかった。ぼくはその沈ちん黙もくに嫌いやなものを感じて、彼女に訊ねる。

「ね、ねぇ、そ、それってつまり、この世界の人達は、魔物から──」

〈私は、誰だれの味方でもありません。答えを見つけるのは、貴方です。《審判者》よ〉

「！」

　ここに来て、初めて《審判者》という名前の意味が、なんとなく理解出来た気がした。

　──と、突然、ぼくの体が光り始める。どうやら、迷宮の外に出されるらしい。

　まだ訊きたいこともあるのに……と、ぼくがどうしていいか分からずに目を泳がせていると、アウルはこれまでと少し違い、不思議と柔やわらかな口調で語りかけてきた。

〈《審判者》よ。以前にも言いましたが、本来全ての責任は我々にあります。貴方は本当に、無関係な来訪者以外の何者でもない。しかし、だからこそ……その眼をしっかりと見開き、曇くもりのない瞳ひとみで真実を見定め……そして、いつか判定を下して頂きたく思います〉

「…………なにに、ですか？」

　光を増し、消えゆくぼくの質問に、アウルは……ハッキリと、答えた。




〈──その代償は本来、誰が、どのように支払うべきものであるのか〉




「っ！」

　その言葉がかけられると同時に、一際激しく光が瞬またたき、そして──

「ご主人！」

　──気が付けば、ぼくはいつの間にやら、遺い跡せきの外で皆みんなに囲まれていた。

　とりあえず自分の身に異常がないことや、相変わらずアウルとの会話は他言無用であるという旨むねを告げる。

　皆は多少なりとも記き憶おくを奪うばわれたままのぼくのことを心配してくれたけれど……でも、ぼくが普ふ通つうに元気であると見てとると、どこかほっとした様子で微笑ほほえんでくれた。

　とにもかくにも、試練をクリアした以上、いつまでも荒こう野やに留まる理由もない。

　ぼく達は日が暮れる前に荒野を抜ぬけるべく、改めて、旅を再開した。

　……皆としばらく歩いたところで、ぼくは一人、逆ピラミッド形の《代償の迷宮》を振ふり返り、そして考える。

「（アウルの最後の言葉……一いつ瞬しゆん、自分の目的のことを言われたのかと思った）」

　兄さんの命を助けるため、自らの命を代償に捧ささげようと画策しているぼくに……なにか、釘くぎを刺さされたのかと。考えすぎだろうか。

「（それに……魔法と、魔物……《加護節》と《神無節》……そして《審判者》か……。……なんか、責任感じなくていいとは言われたけど、イヤな役割になってきたなぁ）」

　これまでは、ぼくが女神様のもとに辿たどり着けば、それで皆幸せなんだと思っていた。

　実際それは間ま違ちがいじゃない。《神無節》が終わり《加護節》が始まるんだから、当然生活が便利になり、幸せになるはずなんだ。

　──人間は。

「（……魔人がぼくらを襲おそってくるのも、そのあたりに何かあるのかなぁ……）」

　……ああ、ダメだ。なんか頭から湯気出そう！

　ぼくが一人でテンパっていると、前を行く仲間達が、どうしたのかとぼくを振り返る。

　その中から、ファルディオが大きく手を振って声をかけてきた。

「おーい、トオル、なにしてんだよ、早く来いよ！　ようやくまともに喋しやべれるようになったこの俺様が、お前が失った一時間のことを説明してやろうってんだ！　ちゃんとありがたく聞きやがれよ！」

「なんだよ、それ、押しつけがましいなぁ」

　ぼくはぷくっと頰ほおを膨ふくらませながら、彼らを見やった。

「…………」

　自じ称しよう大魔導師に最強騎き士し、毛玉使い魔に魔法少女さんという、一見物もの凄すごくバラバラな人達が、それでも今は、にこにこと仲よさげにぼくを待つ姿が、ぼくの瞳に飛び込んで来る。

「……そっか」

　決して何らかの結論が出たわけじゃない。アウルの難しい話をちゃんとぼくが理解出来ているのかも、正直怪あやしい。だけど──。

「ごめんごめん！　今行くから、ぼくが失った思い出と、それに、またファルディオとレイアおねーさんの過去話とか聞かせてよ！」




　──これからも皆と一いつ緒しよなら、きっと……きっと、いつかは最良の答えを見つけられる。




　そんな予感を抱いだきながら、ぼくは皆に追いつくべく、再び、駆かけだしたのだった。








回想Ⅱ　禁きん忌き魔ま法ほうと異い端たん審しん問もん









「つまり貴方は、魔法という力の真の源は、女神様にではなく魔物にあると？」

　ミーミル魔法学校第四図書室の片かた隅すみで、レイアが机に肘ひじをついて呆あきれ声を上げる。

　ファルディオは彼女に一いち瞥べつもくれることなく、極めてマニアックな魔導書の並ぶ書しよ棚だなを物色しながら「ああ」と応じた。

「少なくとも、女神様とかいう意味不明な善意存在よりは信じられるだろう？」

「……本気で言っているのですか？」

　レイアが露ろ骨こつに怪け訝げんそうな態度で訊ね直してきた。ファルディオはパラパラと眺ながめていた魔導書を書しよ架かに戻もどすと、嘆たん息そくしながらレイアを振り返る。

「っつーか、お前なんなんだよ。俺は別に優等生と討論するつもりはねぇぞ。面めん倒どう臭くせぇ。てめぇが教科書の教え信じてんならそれでいいから……頼たのむから俺に絡からむな」

　渋じゆう面めんを作って睨にらむと、レイアは少し動どう揺ようして視線を逸そらした。

「べ、別にいいじゃないですか、放課後にクラスメイトに話しかけてなんの問題が？」

「そりゃそうだが……なんでここ数日、毎日俺んとこ来んだよお前。何か用事でもあるのかと思えば、結局普通に世間話するぐらいだし。おかげで、無む駄だにお前の家庭環かん境きようやら思想やらに詳くわしくなっちまったぜ」

「な、なんですか、い、いいじゃないですか、わたくしのことが知れて」

「……はぁ。あのなぁ、俺は放課後、見ての通り調べ物で忙いそがしいわけ。分かるよな？」

　言いながらも新しい本を手に取るファルディオに、レイアが少し焦あせって応じる。

「あ、貴方に特別興味があるってわけじゃないです！　勘かん違ちがいしないでくれます!?」

「勘違いも何も、付きまとっているのは事実だろうが。……っつーか、ホント、なんなの？　言っちゃなんだが、お堅かたい優等生様が俺から何か学ぼうとでもしてんだったら、そりゃ的外れだぜ。なんせ俺様は、凡ぼん人じんとは一線を画す大天才だからな」

「……まあ確かに、魔物が魔法の源とか言い出すあたり、一線は画しちゃっていると思いますが」

　レイアの言葉に、ファルディオはムッとして振り向く。

「おいこらなんだその言い方。この考え方には裏付けデータだってあるんだ。たとえば、日夜大量の魔法が使われる都市部周辺に生息する魔物は、明らかに田舎いなかや辺境の魔物に比べて弱いだろう？」

　ファルディオの理り屈くつを受け、レイアは「ふむ」と一考したものの、しかしすぐに毅き然ぜんとした態度で返してきた。

「いえ、それは逆ですね。魔物が弱い場所だからこそ人が多く定住したのです」

「ぐ……一瞬で痛いところを……。……だ、だが、この理論ならば《神無節》と《加護節》の関係性や、《シュ・ロッカ》において魔物が辿る経路にも一定の解かい釈しやくが──」

「希望的観測を元にこじつけを試みた妄もう想そう理論以外の何物にも聞こえませんね。それは、詳しよう細さいな統計や資料の提示と共に魔法学会で堂々と証明出来ることですか？」

「……ああ、もう！　だから、俺は議論がしてぇわけじゃねえんだよ！　うぜぇなぁ！」

　ファルディオの激げつ昂こうを受け、レイアが珍めずらしくしゅんと俯うつむく。

「ごめんなさい……」

　どうやら流石さすがの優等生でも、『変わり者クラスメイトに付きまとってその主張を聞き出した上で正論論破』というえげつない状じよう況きようには、少し反省するものがあったらしい。

「ああ、いや……」

　とはいえ、いつも強気なレイアに素直に謝られてしまうと、ファルディオも応対に困る。頭を搔き、一つ深く嘆息した後、少し頰を紅潮させて切り出した。

「……いや……まあ……こっちも悪かったな……。……その……間違ってねぇよ、お前の主張。あまりに完かん璧ぺきな反論だから……つい、苛いら立だった。今のは、俺がダセェ」

　ファルディオが譲ゆずると、レイアは急に立ち上がり、ファルディオに迫せまって来た。

「いえ、あの、でも、ファルディオの考え方は凄すごく面白いですよ！　いつもびっくりする程に斬ざん新しんで、わたくし、とても好きです！」

「お、おう、サンキュ……」

「あ……」

　気付けば、ファルディオとレイアは顔がくっつきそうな程に接近してしまっていた。

　お互たがい、慌あわてて身を離はなす。

　……しばし、ファルディオが本を取り出しては頁ページを捲めくる音だけが場を満たす。

　レイアがこほんと咳せき払ばらいして、改めて切り出してきた。

「それにしてもファルディオは、よくぞ独学でそこまでの知識を身につけましたね？　わたくしの場合は勇者の子供という血筋や、父のコネのおかげで教会のバックアップを受けて魔法を学べましたが……。……もしかして、全くそうは見えませんが、実はどこかの、名家の生まれなのでしょうか？」

「全くそうは見えないっつうのは余計な言葉だが、まあ、当たらずといえども遠からずだな」

　ファルディオは頁を捲りながらも苦々しい表情を浮うかべる。

「そんな高貴な生まれっつうわけじゃねーんだが……そもそも魔法知識に特化した英才教育を受ける環境ではあったな。その上俺自身、生来魔法への興味は強つえぇ。だから子供の頃ころはただただ、寝ねても覚さめても魔法知識・技術の追究ばかりしてたよ」

「……技術？」

　レイアに訊たずね直され、ファルディオは一瞬「（しまった）」と後こう悔かいしながらも……仕方ないと腹を括くくり、説明を続けた。

「ああ、お前が薄うす々うす察している通り、俺も昔は普通の魔法が使えたんだよ。それこそ冗じよう談だんでもなんでもなく……神童と言って差し支えねぇぐらいの使い手だった」

　特におどけて誇ほこるでもなく、淡たん々たんと語るファルディオ。レイアもまた疑いを挟はさむでもなく頷うなずき、そしてさらに踏ふみ込んできた。

「……では、どうして今は？」

「…………」

　調べ物の手を止め、思わず押おし黙だまるファルディオ。レイアが少し慌てた様子で話題を変えようとする中……彼は、ぽつりぽつりと語った。

「……《神工物》のせいだ……」

「え？」

　ファルディオは思い出したくもない記き憶おくを辿る。……村近くでの遺い跡せき発見、子供の好こう奇き心しん、不ふ吉きつな警報と異常動作、そして……。

「……とある《神工物》……女神の試練と同種のものらしい遺跡型のそれに足を踏み入れてな。その結果、ちょっとした事故が起こって、俺はこうなっちまった」

「こうなったって……魔法が、使えなくなったということ？」

「ああ……」

　そこでファルディオは強こわ張ばっていた表情を弛し緩かんさせ、おどけた顔でレイアを振り向く。

「ったく、まいったぜ。魔法だけが取り柄えで生き甲が斐いで存在意義だったガキから、よりにもよってその魔法が取り上げられたんだぜ？　アホらしすぎていっそ笑えたわ、ホント」

「ファルディオ……」

　レイアの目に同情が浮かぶ。……本来こういう目が苦手でファルディオは自分の過去を極力話してこなかったのだが、不思議とレイア相手だと不快ではなかった。歩んでいる道こそ対極ながら、その境きよう遇ぐうに少し自分と重なる部分があったからだろうか。

　しかし必要以上に憐あわれまれても気持ち悪い。ファルディオは得意の小悪党スマイルで、へらへらと続ける。

「そうなりゃ親父おやじや周囲にとっちゃ俺は最早無価値なクズ以外の何者でもねぇわな。ま、俺としてもそこで良くも悪くも吹ふっ切れて……今やこんな感じっつうわけだ」

「そう……。……ま、どこの家庭も、色々あるものよね」

　思っていた以上にサバサバしたレイアの態度に、ファルディオは少し嬉うれしく思いつつも、しかしそれを表面に出すのは癪しやくだったため、ニヤリと意地悪な笑みで返す。

「そうかもなぁ、勇者の娘むすめにして《才さい禍かの魔女》さんよ」

「うっ、その呼び方だけはやめて下さい……」

「うははっ、いい気味だぜ」

　ぐったりと恥はずかしそうに机へと突つっ伏ぷすレイアを見て、ファルディオは久しぶりに心から気持ち良く笑う。

　放課後の図書室に、柔やわらかな夕陽が差し込んでいた。




　　　　＊




「しっかし、いくらなんでも厳しすぎないか、生徒の出入り制限」

　学校を出て寮りようへと向かう道すがら、敷しき地ち全体を取り囲むように張られた巨きよ大だい結界を眺めて、げんなりと呟つぶやくファルディオ。

　隣となりを歩くレイアは、しかし優等生らしく「そうですか？」と首を傾かしげた。

「希少な魔導書を数多く保管する施し設せつとしては、当然の措置だと思いますが」

「業者や見学者なんかの、外部の人間は割とゆるく出入りしてるじゃねーか」

「彼らはそもそも学園の深部に入り込めませんから。魔導書の持ち出しや、ここで得た知識の無断流出を疑う必要はありません。ただ、生徒は違ちがいます」

「おいおい酷ひでぇな、自分のとこの生徒をまるで信用してねぇってか。まったく……おかげで俺様の、《入学初日に面白そうな魔導書だけ物色してトンズラ計画》がパァだぜ」

「わたくしは今、改めてあの結界の有用性を確信しましたよ」

　横目でジロリとファルディオを睨むレイア。

　ファルディオは下手な口笛を鳴らしてそっぽを向くと、「でもなぁ」と続ける。

「実際、一番の目的であった《禁忌魔法の魔導書》が一冊も見つからねぇあたり、蔵書の傾けい向こうに偏かたよりありすぎだぜ、ここ」

「禁忌魔法？」

「あ」

　また油断して口を滑すべらせてしまった。ファルディオはどうもレイア相手だと調子が狂くるうようだ。彼女が興きよう味み津しん々しんな様子で覗のぞき込んでくる中、ファルディオは少し逡しゆん巡じゆんし……そして、面めん倒どうなことはさっさと終わらせてしまおうと結論すると、懐ふところから生徒携けい帯たい用の小型杖づえを取り出すと、ひょいっと小さくレイアに向かって振った。

「《ヘルファイア》」

「ひゃっ」

　途と端たん、レイアの口からぽふっと、小さな……本当に小さな可愛らしい炎ほのおが噴き出す。

　彼女は一いつ瞬しゆんげっぷでもしてしまったかのように、唇くちびるに手を当て恥じらいを見せるも、しかしすぐに事態を理解したらしく……瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせてファルディオに迫ってきた。

「す、凄いです！　凄いですねファルディオ！　今のはあれですよね！　現代ではほぼ再現不可能とされる異い端たんの魔ま法ほう──禁きん忌き魔法というヤツですよね!?」

「ちょ、おい、声でけぇよ馬ば鹿か！」

　思っていた以上の激しいリアクションに狼ろう狽ばいし、慌ててレイアの口を押えにかかるファルディオ。周りをキョロキョロと見回すと、いくらかこちらを見る人ひと影かげはあったものの、皆みんなそこそこ離れている。聞こえる距きよ離りではなかったと信じたいが、少し怪あやしい。──と。

「おわ」「きゃっ」

　突とつ然ぜんの夕立が、周辺一帯を襲おそった。降雨自体はほんの数秒で収まったものの、雨量はそこそこにあり、ファルディオもレイアもじっとり濡ぬれてしまう。肌はだに張り付く制服が気持ち悪い。が、おかげで自分達に注目していた人間は散った様である。

　ファルディオはほっと胸を撫で下ろした。……というのも、ここに入学する際、面接官や理事長から禁忌魔法のことはきつく口止めされていたからだ。

　実際「禁忌」とつくだけあって、教会はこの魔法を本当に忌いみ嫌きらっている。使用可能な人間がほぼいないことからそう表立った事態にこそなっていないが、こんな名門魔法学校内で大々的にバレた日には、教会がどう動くか分かったものではなかった。

　幸い面接官や理事長はそこに理解がある……というか、実際「そんなことより禁忌魔法を研究したい」という知ち識しき欲よくに溢あふれた側の人種だったため助かったが、当然学校内には熱心な教会信者もいるわけで。

　事前にそう脅おどされていたファルディオとしても、生徒達から不当な評価を受けながらも禁忌魔法のことだけは明かすまいと努力してきたつもりだったのだが……珍しく油断した結果が、これだった。

　幸い、レイアはファルディオの態度を見て、事情を朧おぼろ気げながら察してくれたらしい。こくこくと何度も頷くので、ファルディオはやれやれとその口から手をどかしてやった。

　レイアは少し周囲を警けい戒かいした後、しかしそれでも興味は止められないらしく、ファルディオにぴたりと身を寄せ、小声で質問を続けて来る。

「どうしてファルディオは、禁忌魔法が使えるのですか？」

「い、いや、詳くわしくは俺だって分からねぇよ」

　ファルディオはレイアの柔らかい感かん触しよくや、髪かみから漂ただよう果実のような香かおりにドギマギしつつ応じる。

「遺跡の件があって以降、魔法を失ったガキの俺は死にもの狂ぐるいで力を取り戻もどそうとしたわけだけどよ。そんな折、地元の学校図書室でたまたま見つけた禁忌魔法の魔導書に記されたこの……《ヘルファイア》だけは、なぜか使えたんだ。正直、理り屈くつは分からん」

「では、もしかしたら、他の禁忌魔法も……」

「ああ、使えるかもしれねぇ……っつうか、使える気がする。これも理屈じゃないが、不思議とそういう『感覚』があるんだ。だからこそ、俺は地元を飛び出して、自分が魔法を失った事件の真相を求めがてら、禁忌魔法の魔導書を探していたわけだが……」

「それで魔法が使えないのにこの学校に。なるほど、ファルディオみたいな人が入学出来た件も、これで得心がいきました」

「なんか馬鹿にされた気はするけど、分かってくれてありがたい。で、この件は……」

「分かってますよ、他言無用ですよね？　わたくしを信しん頼らいして下さい。……この、クラスメイトの些さ細さいな非行でさえも教師に告げ口することで有名な、正義感に溢れた真ま面じ目め優等生たるわたくしを、是ぜ非ひ信しん頼らいなさって洗いざらいお喋しやべりなさいな！」

「完全に今ここで消すしかねぇ！」

　鼻息荒あらく迫せまるファルディオ。しかしレイアはすぐに「冗談です」とにっこり笑った。

「わたくしとて人の子。こんなに面白そうな案件──ではなく、大事なクラスメイトのこと、売るわけないじゃないですか」

「なんだろう、お前は時と場合によっちゃ、俺を利用するだけ利用した挙句、割と平気で切り捨てそうな気がするわ」

「まあまあファルディオ。海かい賊ぞく船に乗ったつもりでドーンと構えてて下さいよ！」

「明らかに犯罪の片棒担がされかけてんじゃねえかよ！　俺をどうするつもりだ！」

「……まあ悪いようにはしませんよ、ええ」

「その台詞せりふマジで言うヤツ初めて見たよ！　そして絶対、いいようにもならんだろ！」

「冗談はさておき、どうせ生徒を囲う結界に閉ざされた学校です。ここで無用なトラブルを起こしたい生徒なんて、誰だれ一人ひとりいないはずです」

「……《才禍の魔女》さんに言われてもねぇ……」

「……だからそれだけは、言わないで下さいって……」

　がくんと肩かたを落とすレイアを、ファルディオはカラカラと笑う。……まあ、実際彼女から漏もれることはなさそうだ。

　少し安心したファルディオは、話題を切り替かえることにした。再び結界の方を見やる。

「しっかし、たまには街で遊びたいとか思わないもんかね、ここの生徒達は」

「そういった不満の声は全く聞きませんね」

「……そりゃ、皆みなさん真面目で大変よろしいこって……」

　げんなりと肩を落とすファルディオ。しかしレイアは表情一つ変えず訊たずねてきた。

「本当は貴方あなただって分かっていますよね？　ミーミル魔法学校なんて高等な専門学校にまで来て魔法を学ぼうとする人間にとっては、こここそが最高の娯ご楽らく施し設せつです」

「……ま、分からんじゃねーけどよ……」

　口を尖とがらせるファルディオを見て、レイアはくすくす笑う。

　ファルディオはなんだかムズ痒がゆくなり、前を向いたまま更さらに続けた。

「で、でも、ほら女子なんかは、たまには制服じゃなく、オシャレの一つもしたくなるもんなんじゃねーの？」

「貴方が女子を語るとは片腹痛いですが、まあ確かにそれはありますね。わたくしも、早く袖そでを通したい服はありますし」

　生き真ま面じ目め優等生からそんな答えが返ってきたのが意外で、ファルディオは思わず「へー」とレイアを見やる。

「お前にもそんな女子らしい一面があったのか」

「馬鹿にしないで下さい。わたくしは大層女子力が高いと評判です。父と母から」

「うん、お前の両親が揃そろって親バカなことだけは伝わって来た。……で？　どんな服着てぇんだよ、お前。……あ、どうせアレだろ。露ろ骨こつに有能な魔導師でございといった風の、重厚なローブとかそういう──」

　そんなファルディオの邪じや推すいをキッパリと遮さえぎるように、レイアは真面目腐くさった表情で、眼鏡めがねを光らせながらピシリと告げる。




「いえ、フリフリした真っピンクのドレスです。髪かみ型がたもツインテールにしたいですね」




「──は？」

　現在の彼女の性格や性質とはまるで対極なビジュアルイメージを提示されファルディオは戸と惑まどうも、これはレイアなりのボケだと解かい釈しやくして、苦笑いで応じる。

「そ、そりゃまた、随ずい分ぶんと恥ずかしい格好だな、あ、はは……」

「わたくしもそう思います」

「──はい？」

　ポッと頰ほおを染めて俯うつむくレイアに、ファルディオはもうどう反応していいのか分からなくなる。……ただ、どうやら、ジョークではなさそうだ。

　額に汗あせが滲にじみ始めるファルディオに、レイアはぐっと拳こぶしを握にぎり込みながら続けた。

「それでも元来《制服》とはそういうものだと思うのです。当初は機能性を求めてデザインされながらも、時代の変へん遷せんと共にその意図は薄うすれ、完全に形けい骸がい化しながらも、しかしだからこそ一種の気高き象しよう徴ちようとして残り、それを身に纏まとう者に誇ほこりを抱いだかせる。それが、《制服》なのではないでしょうか。だからこそわたくしは、あえて……あえて、自らの感性には激しく背こうとも、いつの日か必ずやそれを着こなそうと決意しているのです！」

「は、はぁ」

　まるで自分に言い聞かせるように滔とう々とうと演説するレイア。

　ファルディオがぽかーんとしていると、彼女はハッと我に返った様子で、慌あわててぺこりと頭を下げた。

「すいません、入り乱れました」

「なにとだよ。完全に取り乱してんな、お前。……まあ、別に何を着ても自由だけどよ」

　そもそもそこを深く追及する気などサラサラなかったファルディオとしては、そう言ってテキトーに話題を切り上げる。

　ふと空を見上げると、空中に薄く描えがかれた結界越ごしに、星が瞬またたき始めていた。早く帰らねば、寮りようが用意してくれる夕飯を食いっぱぐれてしまう。

　女子寮と男子寮の境まで来たところでファルディオはちらりとレイアをみやり、そして、「あー……」と頭を搔かきながら切り出した。

「なんか……悪いな、いつも。お前まで、その、遅おそくまで付き合わせて……」

　本来勝手に付きまとうレイアに謝る義理はファルディオにはないはずなのだが、なぜだか今日は申し訳ないという気持ちが湧わいてきた。……彼女のおかげで放課後が、いつもより楽しかったせいだろうか。

　レイアはファルディオの珍めずらしく殊しゆ勝しような態度に目を丸くすると、くすくすと上品に……しかしどこか意地悪そうに笑って、応じた。

「まったく本当に中ちゆう途と半はん端ぱな方ですね、貴方って人は。悪態ばかりつく問題児はどこに行ったんですか？　本来のお人好しな根、出ちゃってますよ？」

「ぐ……う、うっせぇ！　む、胸揉もむぞおら！」

「ふふっ、小悪党ぶりにもキレがないですねー」

　笑いながらおどけるようにファルディオから逃にげ、女子寮の方にとてとてと駆かけ出すレイア。ファルディオが悔くやしそうに唸うなる中、彼女はくるりと顔だけ振ふり返らせ、心からの笑顔で声をかけてきた。

「じゃあ、また明日あしたですねっ、ファルディオ！」

「どうかな。授業つまんねーし、サボる確率が高たけぇんじゃねえかなー」

「また明日！」

　念押しするようにそう言うと、レイアは軽い足取りで女子寮に向かっていく。

　ファルディオはしばらくその背を見送ると……嘆たん息そくして、ぽつりと呟つぶやいた。

「また明日、ね……。……何年ぶりだろうな、そんなこと言われたのは……」

　ファルディオが魔ま法ほうを失うと同時に急変した地元の人間達の態度を思い出す。中には、何があっても友達だと言ってくれていた人間も居た。実際ファルディオも、能力の優ゆう劣れつなんかで露骨に友達関係が変わるだなんて、創作の中に顕あらわれる浅い登場人物にしかないことだろうと思っていた。

　しかし現実は酷ひどいものだった。価値ある能力を失った人間を、他者は如何いかに見下し、そして蔑さげすむのか。ファルディオはいやという程思い知らされた。だからこそ、人と真面目に向き合うことを「割に合わない」と学び、必要以上に露ろ悪あく的で即そく物ぶつ的な態度を取るようにもなった。そのこと自体は、未だにそれほど間ま違ちがっているとは思わない。昔の真面目腐った自分だった頃ころより、今は自由に上手く楽しく生きている実感がある。それでも……。

「（やっぱり、正面から対等に喋ってくれるヤツがいるって……嬉うれしいもんだな……）」

　レイアの去って行った女子寮の方を見やる。……彼女だけじゃない。ここで魔法を学ぶ生徒達は、決して今のファルディオに好意的ではないが、しかし、その価値基準が至極分かりやすくて気持ちが良かった。

　駄だ目めなものは徹てつ底てい的てきに叩たたくが、優れたものには素直に敬意を払はらう。地元の人間達と違ちがい、ファルディオの実技能力や態度を馬ば鹿かにはしても、知識や技術にはきちんと一目置いてくれる。それが、今のファルディオにはたまらなく居い心地ごこちが良かった。

　男子寮へと歩き出しながら、ファルディオは反はん芻すうする。

「（また明日、か。……しゃーねーな、まあ、つまらない授業も出てやるとすっか）」

　そんなことを考えながら、ファルディオは、外まで美味おいしそうな夕食の香りが漂う寮へと駆け出したのだった。

　…………。




　まさか、それからすぐに教師を殴なぐって退学になろうとは、夢にも思わずに。




　　　　＊




　ある日の昼時。ファルディオは教師ウォルター・ヒルディスに触しよく媒ばい準備室へと呼び出されていた。

　魔導調合室に隣りん接せつする狭せまい倉庫を兼かねたその部屋の棚たなには埃ほこりをかぶった怪あやしげな魔法触媒が乱雑に置かれ、カビ臭くさい臭においが室内を満たしている。

　ファルディオはウォルターに勧すすめられるままに安定しないボロ椅い子すに座ると、部屋の中の小さな窓をちらりと見やりながらそれとなく彼に進言した。

「ちょっと、暑くないっすか？」

　ファルディオなりに少し気を遣った言い方をしたのだが、それがいけなかったのか、ウォルターは眼鏡のすわりを気にしながら「そうかい？」と曖あい昧まいに笑うだけで、一向に換かん気きしてくれる気配がない。

　また律りち儀ぎなことに、彼は魔導調合室から触媒準備室へと続くドアをキッチリと後ろ手に閉めて入室したものだから、空気はこもるばかり。埃っぽく狭い部屋に男二人というむさくるしい状じよう況きように、ファルディオは心底滅め入いっていた。

「（どうせまた説教か何かだろうが、今日はプライド完全に捨てて、とにかく平謝り一択たくだな。環かん境きようが劣れつ悪あくすぎる）」

　もしかしたら、本当にそういう問題児を反省させるための意図があっての部屋選択なのだろうか。だとしたら、ファルディオはウォルターという人間への「コネで教員になったのであろう、典型的無能教師」という評価を改めなければいけない。

　小さな机を挟はさんで向かいにウォルターが座る。木製の椅子が軋きしむ音。……そのまま、しばしの静せい寂じやく。

　正面に座ったっきり特に何を言うでもないウォルターに、ファルディオは戸惑い、仕方ないので自分から切り出した。

「あ、あの、ウォルター先生？　えっと……今日は一体その……どういう？」

　ファルディオの問とい掛かけに、ウォルターはなぜか一いつ瞬しゆんキョトンと目を丸くし……しかしすぐに、何かを取り繕つくろうようにあせあせとまくしたててきた。

「あ、ああ、そうだね、うん。……メルクリウス君、最近調子はどうだい？」

「は？　調子……ッスか？　えっと……学校には慣れたか、みたいなことですかね？」

「ああ、まあ、そんなところだ」

「いや……まあ慣れましたけど……」

「そうか」

「はい」

　それきり、ぱたりと会話が止まる。ファルディオの混乱も大きかったが、それ以上に、ウォルターの様子がおかしかった。彼の額には、なぜだか玉の汗が浮うかんでいる。

「（深刻な本題でもあるの……か？）」

　ファルディオはそう予測してみたが、そこから先はまるで見えなかった。たとえばそれが、ファルディオの成績やら授業態度やらに対する小言及およびなんらかのペナルティに関する話題だったとして、どうしてウォルター側が必要以上に緊きん張ちようせねばならないのか。

　いやそもそも、ウォルターはファルディオの担任でさえない。授業でこそ接するが、彼が進路相談役的なポジションについているわけでもない。いよいよもって、彼に呼び出される理由が見当たらなかった。

「……交友関係は順調かね。キサラギ君とばかり親しくしているようだが」

　ファルディオの目も見ずにウォルターがそんなことを訊たずねて来る。正直なところファルディオはそのデリカシーに欠ける質問に多少イラッとはしたものの、さっさと話題を終わらせるべく、会話が発展しようもない曖あい昧まいな返答で応じた。

「さあ、どうですかね。普ふ通つうです」

「……そうか」

　それきり、また会話が止まる。見れば、ウォルターはチラチラと視線を壁かべ掛かけ時計や窓の外に向けていた。目ざとくその様子を観察していたファルディオは、博打ばくちと実験も兼ねて、唐とう突とつに核かく心しんを突ついてみる。

「誰だれかが来るのを待っているんスかね、先生？」

「え!?　あ、い、いやぁ……」

　露ろ骨こつに動どう揺ようした様子で椅子をガタッと鳴らして立ち上がるウォルター。ファルディオは内心「ビンゴ」とほくそ笑みながらも、しかし、表面的には極めて穏おん和わな笑みをウォルターへと向けた。

「到とう着ちやく、遅おくれているんスよね？　その誰か。だったら、様子見て来て下さって結構ですよ。っつーか、見て来てくれると助かります。俺もほら、午後から受けたい授業あるんで」

　当然噓うそだ。ファルディオが積極的に受けたい授業など、この学校に殆ほとんどない。それは付き合いの浅いウォルターにも少し考えれば分かることだろうに、彼はといえば、助かったと言わんばかりに表情を輝かがやかせた。

「そ、そういうことなら、お言葉に甘えて様子を見させて貰もらおうかな。えと……こ、ここで、待っていて下さいね、メルクリウス君」

「了りよう解かいっス」

　ファルディオが了りよう承しようすると共に、ウォルターは足を縺もつれさせるようにして出入り口へと向かっていく。大分焦あせっているのかドア周りで多少ごちゃごちゃやっていたものの、彼は最後にもう一度ファルディオを振り返ると「ちゃんとここにいるんだよ」と念を押して退室していった。

　その様子を笑顔で見守り、ウォルターがドアを完全に閉めるのを待ってから……ファルディオは表情を真顔に戻もどし、「さて」と小さく呟いて素早く立ち上がった。

　まずは窓へと近づき、ガタガタと開閉を試みる。が……。

「（案の定開かねぇ。元々壊こわれているみてぇだが……）」

　少し思考を巡めぐらせてから、次はウォルターの出ていった、魔導調合室に続くドア──この部屋唯ゆい一いつの出入り口へと向かう。

　そうして、ドアノブに勢い良く手をかけたところで──

「っ！」

　──ファルディオは指先にピリッと静電気のような鋭するどい痛みを感じて、慌あわてて手を引いた。……少し落ち着いてから、改めて、ノブにそっと指先を伸のばす。と、ノブ表面に赤黒い薄はく膜まくの如ごときエネルギー流が顕われたかと思うと、ファルディオの指先を激しく押し返してきた。

「（おいおい、結界錠じよう掛かけていきやがったぜあの教師。マジかよ……）」

　結界錠は言葉そのまま、魔法による施せ錠じようであるが、物理錠と比べて手間も労力も掛かる分、解錠もまた素人しろうとには難しいのが特とく徴ちようだ。つまり、これが用いられるような場面は限定されており、それは貴重品や金がたんまりある金庫や、もしくは──

「生徒を、凶きよう悪あく犯罪者扱あつかいとはねぇ……」

　──牢ろう獄ごくである。

　とても尋じん常じような扱いではなかったが、事前にある程度予測していたファルディオはあまりショックも受けなかった。というか、むしろ……。

「（結界錠で助かったぜ。無む駄だにウォルターを煽あおった甲か斐いがあったな）」

　ファルディオはそうほくそ笑むと、早速解呪に取りかかった。いかな小悪党ファルディオと言えど流石さすがに高度な物理ピッキングテクニックは持ち合わせていないが、相手が魔法となれば話は別。

「（このご時世にまだ結界錠のセキュリティ能力を過信しちまっているあたり、あの教師はやっぱクソだな。こんなもん、コツさえ分かれば子供でも解けるっつうの……）」

　そんなことを考えながらも、ファルディオはドアノブに手を掲かかげ、微び細さいな魔素制せい御ぎよによって少しずつ解呪作業を進めていく。要はレイアの魔法を消した手順と同じだ。自ら魔法現象を発動させることが出来なくとも、既すでに発動している魔法現象に些さ細さいな干かん渉しようを及ぼす程度ならば、今のファルディオにも出来る。というか、魔法が使用出来なくなって以降、禁忌魔法を習得するまではそちらの方面に努力を重ねてきたため、今やファルディオの「魔素制御能力」は、世界でも比ひ肩けんするものがいないレベルだ。……まあ、そもそも他にこのニッチな方面を極めようとする魔法使いなどそうそういないから、ではあるのだが。

　ファルディオは繊せん細さいな作業を進めながら、思考を巡らせた。

「（さて、ウォルターが連れん絡らくとったのはどこのどいつだ。……第一候補は、うちの親父おやじだな。業界じゃそこそこ名が売れてるし、俺の発見情報にぽんと大金出しやがりそうだ）」

　思わず、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になる。同時に魔素制御が乱れ、解呪作業が少し後退してしまった。ファルディオはこれじゃいけないと意識を切り替かえ、遅れを取り戻すように猛もう烈れつな勢いで解呪を進めた後、余よ裕ゆうの出てきたところで再び思考を巡らす。

「（他の可能性としては…………。……ああ、いや、まさかとは思うが──）」

　一つ、父親の登場とはまた別の悪い想像にファルディオが思い至ったところで、解呪作業が終わった。

　改めてドアノブに手をかける。幸い、物理錠は掛かっていないらしい。

　魔導調合室に人の気配を感じながらも、しかし今は必要以上に臆おくしている場合ではないと気合いを入れ直し、バレるのも覚かく悟ごでそっとノブを回してドアを押し開く。

　──とその瞬しゆん間かん、僅わずかに開いた隙すき間まから、ウォルターの声が漏もれ聞こえて来た。

「──ええ、はい……はい……。え、一時間ですか……？」

　どうやら、誰かと通信装置を用いて会話しているようだ。触媒準備室のドアの開閉に気付いた様子はない。

　ファルディオは更さらに情報を得ようと耳を澄すます。

「それはちょっと……はい……はい……あの、でも……はい……。……分かりました、こちらで努力してみます。……いえ、そんな。はい……分かりました。ではそのように」

　会話が終わりかけている。ウォルターがこちらに気付いてしまうかもしれないとファルディオは身を引きかけるも、次の瞬間──




「──はい、お待ちしております、異い端たん審しん問もん官の皆みな様さま」




　思わず動きが止まる。

「（……は？　おいおい……今なんつったよ、こいつ。い、異端審問官って……親父どころの騒さわぎじぇねぞ。場合によっちゃマジで俺──）」

　ファルディオの額にぶわっと脂あぶら汗あせが滲にじむ。

「（──殺されかねない）」

　背筋を激しい悪寒が駆かけ抜ぬけた。ウォルターへの警けい戒かいも忘れ、その場にへたり込む。

　異端審問官は、教会がかつて保有していたとされる役職である。

　文ぶん献けんによればその役割は至極単純。

　女神めがみ教会の教えに著いちじるしく反する思想の発見、及び排はい除じよである。

　更こう生せいではなく、排除。

　そのあまりに行き過ぎたやり口は当時から有名で、当然民衆の反発も大きく、設立から三年も経たぬうちに異端審問官という役職はこの世から姿を消し、その役割も後に発ほつ足そくする《神しん剣けん騎き士し団》という健全な武力組織に、ゆるく引き継つがれることとなった……はずなのだが。

　しかし、それはあくまで表向きの歴史。一部の陰いん謀ぼう論好きなどは、

「教会の闇やみ、異端審問官は未だに存在する！」

　等と主張して憚はばからないのだが、ファルディオはそれを眉まゆ唾つばと笑うことが出来ない。というのも、例の遺い跡せきで事故があった直後のこと。得体の知れない《神工物》絡がらみの事故ということで、教会から派は遣けんされて来た人間の取り調べを受けたのだが……。

　その担当者というのが、教会の人間特有の画一的な穏和さを湛たたえながらも……瞳ひとみの奥に隠かくし切れない狂きよう気きを覗のぞかせる、灰色の神父服を身に纏まとった異様な人物であったのだ。

　当時彼は自らの身分を「神剣騎士団の一員」と語ったが、教会内部事情に詳くわしくないファルディオにも「絶対違ちがう」ということだけは肌はだで感じ取れた。

　まるでこちらが異端者であることを望んでいるかのような……人を、殺したくてうずうずしているような、そんな歪ゆがんだ気配を漂ただよわせる人物。

　結局、流石に当時の「考えなしの馬ば鹿かをして魔法が使えなくなったクソガキ」程度の存在でしかないファルディオが殺されることはなかったが……それでも、ファルディオが教会不信を強めるのには充じゆう分ぶんな出来事でもあった。

　ばくばくと脈打つ胸に手をあて、深く呼吸する。

「（……異端審問官。俺が禁忌魔法に手を出す前ですら、俺を殺しかねない目付きで睨にらんで来たアイツらの一味が、本当に来るのだとしたら……）」

　改めて冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきしてみたところで……やはり出てくる答えは、同じだった。

「（……今度こそ、消される可能性が、高ぇ）」

　それは決して行き過ぎた被ひ害がい妄もう想そうではなかった。なぜならファルディオは、実際に「禁忌魔法」を使うようになり……最近ではそれが「なぜ禁忌なのか」に、自分なりの答えを、朧おぼろ気げにではあるが見み出いだし始めている。そして、実際その推理が真実だとすれば……教会がなりふり構わずその使い手を殺したがっても、まったく無理はない。

「（どうする……このままだと一時間後には……！）」

　必死に考えてみるも、とてもじゃないがこの状況で妙みよう案あんなど浮うかんでこない。

「（とにかくまずは……様子を見るか）」

　ファルディオはそう判断すると、即そく座ざにゆっくりとドアを閉め、自らの席に戻る。

　十数秒後、ドアノブをガチャリと捻ひねり、ウォルターが……怪け訝げんそうな顔をしながら入って来た。

　ファルディオは彼を振ふり返り、笑顔で訊たずねる。

「ああ、先生、どうですか？　待ち合わせの人はもう来そうなんスかね？」

「え？　ああ……」

　応じながらも、ウォルターは未だにドアノブを見つめている。どうやら自分のかけた結界錠が解呪されていることに気付いたらしい。

　ファルディオは鼓こ動どうを速くしながらも、それと悟さとられないように能天気な声を上げる。

「あー、すいません、先生。やっぱわかっちゃいますよね？」

「え？」

　ギクリとした様子で顔を上げるウォルター。彼は彼で今から生徒を騙だまして教会に売ろうとしているわけだから、内心ドキドキものなのだろう。

　ファルディオはその心理を利用し、緊きん張ちようから一気に弛し緩かんに持っていくことで、自分への疑いを誤ご魔ま化かしにかかった。

「いや、暇ひまで部屋の中物色してたら、棚たなにぶつかって、そこにあった月げつ燐りん草そうの煮に汁じるをちょっとこぼしちゃったんですよね。一応、掃そう除じはしといんたんですが……あれって、確かディスペル効果ありますよね？　すいません、なんか他の触しよく媒ばいダメにしちゃったかも……」

　ファルディオが心底申し訳なさそうに告げると、ウォルターは露ろ骨こつにホッとした様子で応じてきた。

「あ、ああ、いやなに、気にしないでいいさ。そうか、月燐草をね、うん。それなら……そうだな、うん」

　自らの心の平へい穏おんを保つためか、なにやら積極的にファルディオの拙つたない噓うそを受け容いれてくれているウォルター。

「（ったく。んなお手軽アイテムで結界錠みたいな魔法を破れてたまるかってんだ）」

　ファルディオが呆あきれている間にも、彼はしっかりドアを閉めてから着席した。流石に今回は結界錠をかけた様子もない。ファルディオの視線を気にしてのことだろう。

　しばらくきょろきょろとせわしなく視線を動かした後、不自然な作り笑いを浮かべる。

「すまないね、メルクリウス君。先方が少し遅おくれるらしく……まだ、一時間ぐらい待ってもらうカタチになっちゃいそうなんだ」

「そうなんですか。あ、じゃあ俺、それまで授業に戻っていていいッスか？」

　しれっとそんな提案をするファルディオに、しかし当然、異端審問官の到とう着ちやくまで彼を監かん視ししておきたいウォルターは慌てた。

「あ、い、いや、うん、もしかしたら一時間かからないかもだからその……こ、ここで、待っていてくれると助かるよ。どうせキミ、授業には興味ないんだろう？」

「まあ……そりゃそうですけど」

「だ、だったら、ここでしばらく先生と話をしようじゃないか、な？」

　気持ちの悪い笑顔と共にそんな提案をしてくるウォルター。ファルディオは少し考えると、「分かりました」と素直にそれに応じた。

「（実際、あんまり追い詰つめすぎて強きよう硬こう手段に出られても厄やつ介かいだしな。だったら、うまいこと話を合わせて情報を聞き出し、隙すきを見て逃にげるのが得策か）」

　ファルディオはニコッとウォルターに微笑ほほえみ、そして、早速世間話を切り出す。

「ウォルター先生って、ここ、長いんスか？」

「え？　ああ、いや、まだ五年目だよ。それまでは、神剣騎士団の《聖加護隊》……後方支し援えん専門部隊の方にいたんだけどね、うん。ちょっと性に合わなくてね」

「へー、そうなんスかー」

　テキトーに応対しながらも、ファルディオは内心「想像通りだ」と苦笑する。神剣騎士団の後方支援部隊から、ミーミル魔法学校教師……完全に「コネはあるけど能力がない」タイプの経歴だ。そしてそれならば、異端審問官の存在を知っていてもおかしくはない。

　ファルディオは更に探りを入れる。

「でも、先生ぐらいの実力があれば、もっと最前線で活かつ躍やく出来るのでは？」

　その言葉に、ウォルターは「ははは、キミもそう思うかい？」と露骨に機き嫌げんを良くして、だらしない笑顔で応じてきた。

「ここだけの話、僕もそろそろ教師は潮時かなと思っていてね」

「絶対そうですよー」

　下の意味でな、とファルディオは内心で付け足すも、当然口には出さない。

　ウォルターは生徒からの珍めずらしい持ち上げに大層気持ち良くなったのか、ファルディオが訊ねてもいないことをべらべらと喋しやべり始めた。

「《魔ま導どう生体研究所》って知っているかい？」

「ええと……話に聞いたことぐらいは。魔物の研究だとか使い魔の成り立ちやら、あとは魔法が人体にもたらす影えい響きようについての研究……とかするとこでしたっけ？」

　正直、怪あやしいことこの上ない研究機関だ。非人道的な実験が日夜行なわれているという噂うわさが多い割には、これといって優ゆう秀しゆうな研究成果が上がったとも聞かない、なんとも名状し難い教会直営施し設せつ。ファルディオからしてみれば、頼たのまれても勤めたくない場所だ。

　しかし、ウォルターは意い気き揚よう々ようと語る。

「女神教会の抱かかえる施設なんだけどね、僕はゆくゆくはそこに身を置きたいと思っているんだよ。なにせ、待たい遇ぐうが破格でね。週一で顔出しさえすれば、普ふ段だんは各々何を研究していてもいいらしいんだよ。才ある者にとっては、この上無く素晴らしい環かん境きようだろう？」

　教会上層部の天下り先としてですか？　という言葉は飲み込んで、にこりと応じるファルディオ。

「ですね。先生にぴったりだ」

「だろう？　今すぐにでも転職したいものなんだがね。厄介なことに、ここで多少なりとも功績を上げないことには、難しいらしい」

　忌いま々いましそうに語るウォルター。……なるほど、この年にして、流石さすがにコネの限界にぶち当たったらしい。そして、だからこそ……。

　ファルディオはウォルターが饒じよう舌ぜつになってきたところで、何気ない世間話の延長として、サラッと訊ねた。

「そういえば先生、この前の放課後の夕立。あれはびっくりしましたね」

　するとウォルターは、何気ない様子で答えてくる。

「ああ、確かに。おかげで書類を少し濡ぬらしてしまったよ」

「気象予報局もまだまだあてになりませんねぇ」

「まったくだな」

　そのままテキトーな会話を続けながらも、ファルディオは心の中で情報をまとめる。

「（なるほど、やっぱりあそこでレイアに使った禁きん忌き魔ま法ほうを見られてたわけだ。……くそっ、完全に俺の失態だな。面接教官とか、学生のヤツらと接して……この魔法学校っつー空間を、信しん頼らいしすぎちまってた。想像以上のクズは……どこにでも居るんだ）」

　なんだか酷ひどく虚むなしい気分になりながらも、ファルディオは更さらに推測を続ける。

「（で、こいつは……丁度教会に対して手て柄がらが欲しかったからっつう理由で、生徒の俺を売ったわけか。なるほど、なるほどね……。…………。…………クソ野や郎ろうが）」

　途と中ちゆうまでは冷静に分析していたはずだったのだが、苛いら立だちが抑おさえ切れなくなりつつある自分に、ファルディオは少し驚おどろいた。

　勿もち論ろん、自分の命を軽く扱あつかわれたことに対する怒いかりが大部分だ。しかし、それだけならば、地元で耐たい性せいのついたファルディオならまだ「抑えられる」類たぐいの怒りのはずだった。

　しかし……。

「（ああ……駄だ目めだ。俺、自分がどうこうっつうより……この学校に一いつ生しよう懸けん命めい魔法学びに来ている生徒を、こういう目で見ている教師がいるってことに……なんかすげー苛立ってるわ。どうしたんだよ、ったく）」

　ファルディオは自らの感情に戸と惑まどった。その頭に浮かぶのは……認めたくないが、真ま面じ目めに授業を受けるレイアの横顔だった。

「あ、そうそう、それで、キサラギ君いるだろう？」

「！」

　──と、まったくの偶ぐう然ぜんなのだろうが、ファルディオが彼女のことを考えていた矢先に、ウォルターが彼女の話題を切り出してきた。

　ファルディオはどうにか平静を保ちながら「あの堅かた物ぶつ優等生女がどうかしましたか？」と訊ねる。

　と、ウォルターがニヤリと下げ卑びた笑みを浮かべた。

「僕が《魔導生体研究所》に配属された折には、是ぜ非ひ、彼女を連れて行きたいものだね」

　何を言っているんだこの教師は、気持ち悪い。ファルディオはそう思ったものの、へらへらと笑って応じる。

「ああ、優秀ですもんね、彼女。助手として実に有能でしょ──」

「違ちがう違う、そうじゃなくてさ」

「？　ああ、その、見た目割といいですもんね。ウォルター先生も隅すみにおけませんなぁ」

　なぜだかえらく不快感を催もよおしながらも、ファルディオは下手に出てごまをする。

　しかしファルディオの予想に反して……ウォルターはそれさえも否定して、笑いながら語ってきた。

「勇者の娘むすめにして魔ま法ほうの天才だなんて、最高に調べ甲が斐いのあるモルモットじゃ──」




　──気付いた時には、ファルディオは我を忘れてウォルターを全力で殴なぐり飛ばしていた。




「がっ!?」

　椅い子すから弾はじき飛ばされたウォルターが、派手に脇わきの棚へと突つっ込こみ、落下してきた触媒の雪崩なだれに飲み込まれる。

　ぐったりとその場にへたり込むウォルター。出血や目立った怪け我がはないが、ショックのせいか完全に気を失った様子だった。

　ファルディオはそれを他人ひと事ごとのように呆ぼう然ぜんと見守り、そして──

「────っ、はぁっ、はぁっ……！」

　思い出したように、止めていた呼吸を再開した。すぐに頭の中を混乱が満たす。

「（な、なにしてんだ、俺!?　え!?　計画は!?　こいつから情報聞き出して、隙見て逃げるっつう俺様のパーフェクトな理論だった作戦は、どこいったわけ!?　あ、あれあれぇ!?　な、なんでこんな理り屈くつに合わないことを……！）」

　自らの行ないが全く理解出来ず、呆然とその場に立ち尽つくすファルディオ。

　しばらくそうしていると、突とつ然ぜん隣となりの魔導調合室のドアが開く音がした。

『あの、大だい丈じよう夫ぶですかー？　何か凄すごい音しましたけどー……』

　物音を聞きつけたらしい誰だれかが入室してくる音。その聞き覚えのある声にファルディオは動どう揺ようし、いつもと違って即そく座ざに対策を練りきれずにいる間にも、触媒準備室のドアを押し開かれ、そして……。

「あ……」

「れ、レイア……」

　──倒たおれた教師とファルディオを代わる代わる見る、彼女──レイアの驚きよう愕がくと悲しみに彩いろどられた瞳ひとみを前にして。

　ファルディオは思わず、らしくない、考えなしの言い訳を繰くり出してしまった。

「ち、ちがっ、これには、ワケがあって……！」

「……教師を昏こん倒とうさせなければいけない、ワケ……ですか……」

　彼を見つめるレイアの瞳から、どんどん温かみが失われていく。

　ファルディオは、どういうわけかそれがとてつもなく悲しく、思わず、殆ほとんど考えなしに情けない言い訳を繰り出してしまう。

「こ、こいつ、とんでもねぇクズ野郎で、その、教会と……そ、そう、い、異い端たん──」

「聞きたくありません」

「っ！」

　ピシャリとした拒きよ絶ぜつの言葉と共に、レイアがファルディオに訓練用の杖つえを向ける。

　ファルディオは首筋に汗あせを伝わらせながら、思わずよろりと一歩退き、呻うめいた。

「レイア……お前……」

　動揺し、それでも状じよう況きようを把は握あくしようと目まぐるしく思考を回転させるファルディオに、レイアは冷たく、淡たん々たんと言い放つ。
















「わたくしは、『正義の魔法少女』を目指して、ここに居ます。その夢、信念は、浅せん薄ぱくな保身や身内贔屓びいきで揺ゆらぐようなものではありません」

　そこでレイアは一いつ瞬しゆんだけ目を伏ふせ……しかし次の瞬間にはその瞳に決意を滾たぎらせて、ファルディオを睨にらみつけた。

「ファルディオ・メルクリウス。わたくしは自らの正義に従い、この件を、直ちに学校へと報告させていただきます。異存、ありませんね？」

「レイア……てめぇ……」

　ファルディオは彼女に隙すきを作るべく、脇の机に置かれた触しよく媒ばいを投げつけようと──

「《奪うばい惑まどう迅じん雷らい！》」

「がっ!?」

　──した瞬間、レイアの杖先から[image: 迸]ほとばしった細い雷がファルディオの手に直ちよく撃げきし、そこから全身に広がった痺しびれは彼の自由を奪い去る。

　がくりと膝ひざをつき、机にもたれるファルディオ。彼を酷く無感情な瞳で見つめた後……レイアはくるりと背を向けた。

「ではわたくしは学校に報告に行ってきます。ウォルター先生を医務室に運んで貰もらう人員も必要ですし……なにより、貴方あなたを素早く処分して貰わねばいけません」

「…………」

　そのあまりに冷たい物言いに、ファルディオは、何も返すことが出来ない。

　レイアは背を向けたまま、しばらくその場に立っていたものの。

　一つ溜ため息いきを吐ついてから、再度、切り出してきた。

「ファルディオ」

「……んだよ」

　苛立った態度で応じるファルディオに。

　レイアは一切振ふり返らないまま……一つの感情も含ふくまない、無む慈じ悲ひな言葉を残すとともに、長い髪かみをなびかせつつ足を踏ふみ出した。




「さようなら」




　その、あまりに颯さつ爽そうとした、《才さい禍かの魔ま女じよ》の……元クラスメイトの、去りゆく背を。

「…………は、はは……」

　ファルディオは、ただただ乾かわいた笑いを浮うかべて見送る他、なかったのだった。








第三章　港町ノーアトゥーン









「というわけで俺は退学に──って、おおっ、ほら見ろよお前ら、目的の港町が見えてきたぞ！　いやぁ、あそこは魚料理が有名ですげぇ楽しみ──」

『どうでもいいわ！』

　ぼく、師し匠しよう、ルウの三人が声を合わせて怒ど鳴なる。

　ぼくらのそんな様子を受け、ファルディオはキョトンと目をしばたかせた。

「なんだよ？　あのクソみたいな荒こう野やを抜ぬけて、いよいよ潮風と魚料理の町だぜ？　これを喜ばずして、一体何を喜ぶと──」

『いいから続きを！　続きを！』

「？　ああ、そうそう、で、この港町は魚料理以外にも有名な──」

『そこじゃない！　過去話して過去！』

「……ああ、すまん、その、俺、実は……男相手に欲よく情じようしたことが一度だけ……」

『なんの懺ざん悔げだ！　さっきの続きを！　退学のくだりを、早く！』

　港町を目前にして、鬼き気き迫せまる様子で詰つめ寄るぼくら。実際ファルディオの言うように、ぼくらはあの苛か酷こくな荒野を、とにかくこの港町の魚料理が美味おいしいらしいという希望だけを胸に抜けてきたところがあったのだけど……。

　その道中ずっとファルディオとレイアおねーさんの学生時代話を聞かされていた身としては、最も早はや、例の、レイアおねーさんがファルディオの凶きよう行こうを目もく撃げきし、そして冷たく去って行った場面の先が気になって仕方がなかった。

　だけど、ファルディオとしては普ふ通つうにちょっとした思い出話をしていたぐらいのテンションだったらしく、イマイチぼく達の質問の意図が理解出来てない様子。

　苛いら立だちを募つのらせるぼくらに……突とつ然ぜん、背後から、これまで殆ほとんど聞き役に徹てつしていた魔法少女が──さらりと、例の件の続きを告げてきた。




「そのまま、わたくしが学校へファルディオの凶行を報告して、彼、即そく退学ですよ？」




『えええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?』

　いきなりサラリと行なわれた「なんの救いもなさすぎる結末」に、ぼくらは驚おどろきを隠かくせない。

　ぼくらが愕がく然ぜんとする中、当のファルディオ本人が不快そうに顔を歪ゆがめる。

「ったく、まいったぜ。流石さすがは堅かた物ぶつ優等生で正義の魔法少女。その問答無用なチクリっぷりは、見事の一言に尽きる」

「あ、どもども」

「褒ほめてねぇよ。ったく……」

　二人はそんなやりとりを交わしながら、港町へと先を歩いていく。ぼくらはその不可解な関係性に思わず顔を見合わせながらも……ただ、必要以上にほじくり返すのも気が引け、結果、どこか消化不良気味ながらも改めて港町を目指したのであった。




　ノーアトゥーンは、活気と賑にぎわいに溢あふれた「古き良き」港町である。

　収益の七割を漁業が、残り三割を貿易や旅客業が担うこの町は、決して規模が大きいわけでもなければ設備が充じゆう実じつしているわけでも、特別珍めずらしい産物があるでもない至って普通の港町である。が、不思議とこの町を中心拠きよ点てんとして活動する船乗りは少なくない。

　その理由は偏ひとえに、彼らにとってこの町の「空気」が魅み力りよく的でならないからであろう。

　他の港にはない人情と、喧けん噪そうと、そして荒あら々あらしさ。

　それは昔ながらの建築が残った町並みや、歴史あるが故の人の繫つながりが為なせる業わざなのか。港町ノーアトゥーンは確かにどこかで「船乗りの憧あこがれる港町」を体現しており、損得を抜きにしても留まりたいと思わせる何かがあった。

　──などというのは、ぼくとルウとファルディオという男の子三人組の見解であり、この港町を一通り歩いて師匠とレイアおねーさんの口から漏もれた感想は、ただただ、

『むさい』

　というその一言でしかなかった。……いや、まあ、そう言われちゃうと元も子もないんだけどさぁ！　違ちがうじゃん！　なんかあんじゃん、こういう荒々しさの中にある、夢っていうかさ！　そういうのも！　うん！……正直ぼくも良く分かってないけど！

　夕暮れ時。町の見物もそこそこに、ぼくらは旅客船の発着場へと足を向けた。ナルスを出て《代だい償しようの迷めい宮きゆう》をこなしたぼく達の次なる目的地は、魔ま法ほう都市ルーンヘイムである。だけどそこは直線距きよ離り的てきには一番近いながらも別大陸であるらしく、船や飛行船でなきゃいけないため、ぼくらはこうして港町にやってきたわけなんだけど……。

「なに？　ルーンヘイム直行便がしばらく出ないだと？」

　小さな乗船受付窓口で師匠が少し大きな声を上げる。相手の気弱そうな男性従業員さんが、カウンターの向こう側で申し訳無さそうな声をあげた。

「す、すいません、時期とタイミングが悪くてですね……。他の港を経由して行く経路にしても、結局は最短で六週間はかかりますから、だったらまだ次の直行便を待つ方がいいと思いますが……それも、四週間後ですので」

「よ、四週間……」

　その言葉に、師匠のみならずぼくらも絶句する。……急ぐ旅じゃないとはいえ、流石になんの目的もなくこの港町で約一ヵ月というのは……。だけど……。

「で、でもまあ、仕方ないかな。うん、そういうことなら、海路はやめようよ、師匠」

　ぼくが笑顔で提案すると、師匠は苦々しい顔でぼくの方を振り返って来た。

「いやトオル、こればっかりは流石に……。飛行船の発着場もここから二週間程はかかる距きよ離りだし、そもそも乗船券の入手が難しい。場合によっては無む駄だ足あしにも……」

「で、でもほら、一ヵ月暇ひまして過ごすよりいいじゃない。ね？　うん、そうだそうだ。どうせ船ないんだし、空路にしよう、空路に。ぼ、ぼく、空飛んでみたいなぁ、うん」

「？　トオル？」

　ぼくの露ろ骨こつな空路推しに、流石の師匠が首を傾かしげる。……う、まずい。

　ぼくが額に汗を滲にじませていると、そのやりとりを見守っていた受付のおにーさんが、今にも消え入りそうなか細い声で「あのー……」と声をかけてくる。

　ぼくらが視線を向けると、おにーさんは非常に畏かしこまった様子で、切り出してきた。

「一応、その……まだ、手段がないというわけでも、ないんですけど……。あの、でも、うん、やっぱりお薦すすめは出来ないですが……その、でもどうしてもお急ぎなら……最後の手段が、あるには、あるといいますか……ああ、でもやっぱり子供いるんじゃ……」

『？』

　彼のハッキリしない態度に、背後でファルディオが態度悪くふんと鼻を鳴らす。──と、少し怯おびえたおにーさんは、どこか諦あきらめた様子でその「最後の手段」とやらを告げて来た。

「その……スカー船長率いるニョルズ号なら、現在まさにこの港に停てい泊はく中ですし、お金さえ出せば、まあ、いつでも、どこにでも……なんでも運んでくれますよ」

「？　そうなのか？　ならば是ぜ非ひもない。そのスカー船長とやらを紹しよう介かいしてくれ」

　もったいぶった割には拍ひよう子し抜ぬけするような良い情報に、師匠が食いつく。ぼくらも、一体おにーさんがなぜそんなに言い渋しぶっていたのか分からずキョトンとしていると……彼は、おずおずと、もう一度だけ……ただただ先程言ったことを、強調して、繰くり返してきた。




「ですから、彼のニョルズ号は、その……『お金さえ出せば』『なんでも』運んでくれる、船なんですよ……」




　途と端たん、その微び妙みようなニュアンスをようやく理解するぼくら。

『…………あー…………そういう系の…………』

　師匠、ぼく、ファルディオ、ルウ、レイアおねーさんの声が見事に重なり……そして、虚むなしく波間に消えて行った。




　　　　＊




「結局話を聞きにはいくんだね……」

　ぼくがげんなりと師匠の背中に声をかけると、彼女は前を歩きながらも「仕方ないだろう」と振り返らずに応じた。

「神しん剣けん騎き士し団に属する私としても当然、そういう手合いとの関わり合いは極力避さけたいところだが、背に腹は代えられないだろう。なに、実際私達の目的自体に後ろ暗いところはないんだ。多少金額上乗せ程度で船を出して貰もらえるなら、それで充じゆう分ぶんではないか」

「……ぼくは、ちょっといやだけどなぁ」

　げんなりと落とした肩かたに、使い魔のルウがぴょこんと乗っかった。ほっこり温かい。

「どうもご主人は、海路に関してあまり気が進まないようですな？」

　その鋭するどい指し摘てきに、思わずびくりと反応して視線を逸そらす。──と、どうやらぼくの動どう揺ようは師匠にも伝わったらしく、ぴたりと足を止めてぼくを振ふり返った。

　ぼくは助けを求めるように周囲を見み渡わたすも、ファルディオやレイアおねーさんはいない。……そういえば、スカー船長が特に贔屓ひいきにしているという店二軒けんをあたるのに際して、ついさっき二手に分かれちゃったんだっけ。……うぅ。

　師匠が、いよいよぼくを正面から見つめて訊たずねてくる。

「先程からどうしたのだ、トオル。もしかして、船が苦手なのか？」

「え？　いや、まあ、その、苦手っていうか……」

　思わず視線を逸らす。師匠はそれをどう解かい釈しやくしたのか、「なんだ」と息を漏らした。

「深刻そうな顔をしているから、どうしたのかと思ったら。大だい丈じよう夫ぶだトオル、船旅はせいぜい二日ないし三日程度だ。海こそ挟はさんでいるものの、ルーンヘイムへの直線距離は近いからな。一ヵ月だなんだという話ではないし、今は船ふな酔よいを緩かん和わする薬だってある」

「あー……うん……」

　どうやら師匠は、ぼくが船酔いするタイプなんだと思ったらしい。それならそれでいいかと笑顔で返そうとしたところで、ルウが何かに気付いた様子で「あ」と声をあげた。

「る、ルウとしたことが！　すっかり失念しておりましたぞ！　ご、ご主人とそのご両親は確かお船で──」

「ああー！」

　慌あわててルウを体ごと抱かかえ込んで口を押える。お腹なかにあたるもふもふ感が上質なクッションみたいで気持ちいい。

　キョトンと首を傾げる師し匠しように、ぼくは苦笑いで返した。

「あ、はは、そ、そう、船酔いするなんて、子供みたいで恥はずかしくてさ！　ごめんね、師匠。い、行こう！」

「？　ああ、ならいいが……」

　不思議そうにして、師匠が再び前を歩き出す。ほっとしてルウを放すと、彼は怪け訝げんそうに表情を歪めて、ぼくの顔の傍そばまで寄ってきた。

「……ご主人。どうして……」

　師匠に聞こえないよう小声で訊ねて来る彼に、ぼくは力なく笑って応じる。

「とくに他意があったわけでもないんだけど、師匠にはまだ、ぼくのお父さんとお母さんが『お船の事故で』亡くなったっていうことは、言わずに来ちゃってたからさ」

「で、では、今からでも！　ご主人とご両親は船の事故に遭あわれていて、だけどご両親の献けん身しんでご主人だけは助かったという経験があることをセシリア殿どのに……」

「あー……でも、なんか今いま更さらそれ言うと、師匠、すっごく気にしそうでしょ？　ほら、『自分はなんて配はい慮りよに欠けたんだー！』みたいな。ぼくが、もうちょっと早く言えれば良かったんだけど、海路使うとハッキリ知ったのも割と最近だったものだから……」

　ぼくが言うと、ルウは「ああ……」と何か納得した後、しかしすぐにしゅんと俯うつむいた。

「ルウは、自分が情けないですぞ……。ルウもファルディオも、ご主人の境きよう遇ぐうを知っていながら、気配りすることが出来ぬとは……」

「あ、ううん、今思えば、ファルディオは多分気付いてくれていたんだと思うよ」

「えぇ!?　で、では、なぜあの男はそれを早く……！」

　ぷんぷんと怒おこるルウに、ぼくは笑顔を向ける。

「言ってくれてたよ。ナルス出たすぐあたりで、なんか『俺空路がいいなー』みたいなことを、すっごくさりげなく。さも自分が贅ぜい沢たくしたいから、みたいなテンションで」

「あ…………」

　ルウがハッとする。

「ぼくも、当時は全然その配慮に気付けなかったから……まあ、そんなんじゃ師匠、予定変へん更こうはしないよね。ホント真ま面じ目めだからね」

「……ですなぁ」

「あ、それにぼくも別に『船恐きよう怖ふ症しようで絶対乗れない！』みたいなことじゃないんだ。あんまり事故のこと覚えてないしね。まあただ……その、なんか、信用が出来ないっていうか」

「…………」

　ぼくの説明を聞き終えたルウは、耳をぺたーんと折りたたみ、しょげくりかえった様子でぼくの肩に着地する。

「ルウは……ルウは、ただただ何も考えず、この港町のお魚さんだけを楽しみにしておりましたでしたぞ！　夢にまで見たりする始末でしたぞ！　もふもふしてお詫わびを！」

　飛び上がったと思ったら、ぼくの首回りにまとわりついてくるルウ。気持ちいいけどこそばゆい。ぼくはきゃっきゃとはしゃぎながら応じた。

「あはははっ、馬ば鹿かだなぁルウは！　ルウはそれでいいんだよ？　そんなルウのお気楽さに、ぼく、いつも凄すごく元気貰ってたんだからさ！」

「ご主人……。……ごしゅじぃぃぃぃぃん！」

　瞳ひとみを潤うるませて、ぼくの胸に飛び込んでくる、ぬいぐるみ使い魔。ぼくがその頭をよしよしと撫なでていると、大分距離が離はなれてしまっていた師匠が振り返って声をかけてくる。

「おーい！　お前達、なにをタラタラしているのだ！　早く行くぞ！　聞けばスカーという男、食しよく欲よくを満たすと今度はすぐに女を求めて町を彷徨さまようらしいじゃないか！　そうなったら、捜さがすのはことだ！　この夕飯時にケリをつけてしまおうじゃないか！」

「…………う、うん」

　ぼくはぎこちない笑いで応じて、小走りで駆かけ出だす。それを確認した師匠が再び先を歩き始める中、ぼくは……ルウにぽつりと、弱音を漏もらした。

「……だからさ、まあ普ふ通つうの、ちゃんとした船長さんのいる立派なお船なら、頑がん張ばって信用して、勇気出して乗ってみようかなー、なんて、決意してたんだけど、ねぇ……」

「……ああ……ご主人……おいたわしゃ……」

　ルウがぼくのほっぺたを、大きな耳で優しくさすってくれる。

　ぼくはそれに自分から頰ほおずりを返しながら、とぼとぼと師匠の後に続いたのだった。




「ガキと騎き士し女と魔ま物もの運んでくれだぁ!?　ひゃははっ、そりゃあいいなぁ！　まあねぇちゃんが一晩俺達全員のお相手してくれるっつーんなら、考えなくもねぇよ！　なぁ!?」

『げぇひゃははははははははははははは！』

　夕飯時の酒場に、総勢十名からなるニョルズ号乗組員達の下げ卑びた笑い声が響ひびき渡わたる。

『…………』

　ぼくらはその光景を、まるで蜘蛛くもの糸が切れて落ちていくカンダタとその他大勢を見守る仏のような、なんともいえない瞳で見守っていた。

　筋骨隆りゆう々りゆうで四十過ぎのいかにもな荒あらくれ船長……スカー船長が、椅い子すごとぐるりとこちらを振り返り、アルコール臭しゆうの酷ひどいげっぷを師匠の顔に吐はきかけながら不ぶ躾しつけに全身を睨ねめ回す。その瞬しゆん間かん、ぼくやルウなんかは「あ、この人しばかれる」と思ったのだけれど、意外にも師匠は冷静に、無表情でもう一度お願いした。

「私が一晩付き合うも何も、そもそも金は充分な額出すと言っているだろう？　いくらだ？　確か相場だと、四人で二万ニールぐらいだったと記き憶おくしているが……」

　師匠の物もの怖おじしない態度に、スカー船長はふんと鼻を鳴らした後、ニヤリと底意地の悪い笑みを浮うかべる。

「十万ニールだ」

　その回答に、師匠は一いつ瞬しゆん眉まゆを顰ひそめるも、抑えて返す。

「五倍とは、完全にぼったくりだな。だがまあいい。では十万でお願い──」

「おいおい、何を勘かん違ちがいしてやがるんだ？」

「？」

「客一人、十万だ。つまり、えーと四人だっけか？……いや、そこの喋しやべる魔物もキッチリ数に入れて貰うとして、五人なら……しめて五十万ニールだな」

「な──」

　これには流石さすがの師匠も絶句する。彼女に背を向けて再びテーブルのビールを飲み出すスカー船長と、その周囲でゲラゲラと大声で笑い出す船員達。

　そのあまりの態度に、最早酒場に居た他のお客さんさえも眉を顰める中……しかしそれでも師匠は、拳こぶしをぐっと握にぎりこんで……耐たえた。

「……分かった。出そう。五十万だな」

「ああん？」

　師匠の言葉を受け、不快そうに視線だけよこすスカー船長。ぼくとルウが、師匠の交こう渉しようを邪じや魔ましないようにと背後で必死に自分を押し殺してだまりこくる中、師匠は腰こしを折り曲げてしっかりと礼をして、もう一度告げた。

「五十万で、よろしく頼──」

「ああ、悪いな、それは一人分だ」

「？　な、なにを？　さっきは、一人十万だと……」

「ああ、違ちがう違うそうじゃなくてな」

　周囲の船員達が何かを期待したような目でうずうずと見守る中、スカー船長はビールのジョッキを片手に、ニタァと頭を下げる師匠を振り向いた。




「うちの船員一人につき報ほう酬しゆうが、五十万だ。だから総額で五百万用意して──」




　その言葉を言い終わらないうちに、スカー船長はそれまで座っていた椅子を蹴けり飛ばされて激しくその場に転てん倒とうした。同時に、周囲で笑っていた船員達は突とつ然ぜん一いつ斉せいに目に異物が飛び込んできたことでぎゃあぎゃあとのたうち回る。

　すぐに師匠が状じよう況きように気付いて慌てる中、ぼくは…………足下でビールを被かぶって呻うめく大人……スカー船長を、心底見下した目で見つめる。

　──彼の椅子を蹴飛ばしたのは、ぼくだ。

　それに気付いた様子のスカー船長が、下から鋭い視線を返してきた。

「……おいおい、ボウズ。ママに習わなかったのか？　あんまり大人をからかうと……痛い目見るってよぉ」

　ドスを利かせてすごんでくるスカー船長。しかしぼくは、それをただ冷たく見返す。

「ぼくが産みのお母さんから学んだ『大人』に、貴方あなた達みたいな人はいません」

「じゃあオレがここでそれとはまた別の『大人』ってヤツを教えてやるぜ？　家帰ったらママにも教えてやんなぁ」

　むくりと起き上がり、上からぼくを見下ろして、子供を怖こわがらせるように拳を鳴らすスカー船長。

　ぼくはそれに……彼の目さえ見ず、返す。

「産みのお母さんはもういないし……家にはまだ、帰れないよ」

「……んだって？」

　首をこきこきと鳴らしながら、ぼくの呟つぶやきを聞き返してくる船長。そうこうしている間にも、周囲の船員達も回復し、いい年した大人達が物々しい雰ふん囲い気きでぼくを取り囲む中……ぼくは、思わず俯き、ぶるぶると拳を震ふるわせた。

「……あんたらみたいな、ふざけた船員さんが、いるから……！」

「？　トオル？」

　流石にぼくのキレ方がおかしいと気付いた様子の師匠が首を傾かしげる。事情を知るルウが「ご主人、ダメですぞ」とやりすぎないよう警告する中、スカー船長は「おいボウズ」とぼくの胸ぐらを摑つかもうとしてか、手を伸のばしてきた。

　瞬間、ぼくは反射的にその手首を摑み……ぎりっと締しめ付ける。

「っ！」

　スカー船長の表情に、驚おどろきと苦痛が現われる。流石に勇者の力でやり過ぎたかとぼくが少し後こう悔かいしたのも束の間……スカー船長は、すぐに前の下卑たニヤニヤ笑いに表情を戻もどしてきた。

「おうおう、勇ましいこったなぁ、ボウズ。嫌きらいじゃねえぞ、そういうのは」

「？」

　おかしい……感かん触しよく的には、殆ほとんど骨までやっちゃいかねないぐらいの力で握りこんでしまったはずだけど。どういうわけかこの人、余よ裕ゆうの表情を崩くずさない。……なんだ？

　師し匠しようが剣けんの柄つかに手をやり、船員達が腰のナイフに手をかける、一いつ触しよく即そく発はつの空気の中……スカー船長は、なぜかぼくの目をジッと見つめ、そして「カッ」と笑って訊たずねてきた。

「海が嫌いか、ボウズ」

「……！」

　心の奥底を覗のぞき込まれた気がして動どう揺ようする。と、油断した隙すきにぼくは手を弾はじかれ、しまったと思った次の瞬間にはスカー船長の巨きよ体たいから繰くり出される痛つう烈れつな一いち撃げきが飛んで──来なかった。

「？」

　気付けばスカー船長はパンパンと手を叩たたき、船員達に警けい戒かい態勢を解かせている。

　ぼく達が呆ぼう然ぜんとする中、スカー船長は「おいっ、嬢じようちゃん！」とぼくの頭あたま越ごしに師匠へと話しかけた。

「五十万なら、用意出来んだな？」

「え？　あ、ああ……まあ、厳しいが、なんとか……」

　戸と惑まどいながら応じる師匠。スカー船長は数回顎あごを撫でて何か思案すると、なぜか大きく舌打ちしてから、師匠に返した。

「よぅし、しけた仕事だが、だったらそれで決まりだ。明日あしたの朝一で船出してやるからよ、準備出来たら八番港に来いや。いいな？」

「！　あ、ああ、ではそれで頼──」

「いやだ！」

　いきなり話がまとまりかけたところで、ぼくは思わず大声で叫さけぶ。皆みんながぎょっとして注目するのにも構わず、ぼくは全力で抗こう議ぎした。

「こんな人達の船になんて、絶対に乗るもんか！　それも……大事な仲間達も一いつ緒しよになんか、死んでも乗せられないよ！　師匠！」

「トオル……いや、しかし……」

　師匠が動揺の視線をこちらに向ける。彼女はぼくや両親のことを知らないのだから、ぼくがなにをそんなに躍やつ起きになっているか分からないのだろう。それに、師匠のそのある程度慣れたような対応を見るだに、この船乗りさん達の荒あれた態度も、ちょっとした文化みたいなもので、他と比べてとりわけ酷ひどいものだというわけでも、ないのかもしれない。だけど……！

　ぼくがどうしても譲ゆずれずにいると、スカー船長は小指で耳をほじりながら告げてきた。

「ちなみに、《神無節》の影えい響きようで海の魔物も徐じよ々じよに凶きよう暴ぼうになってきている現状、この港から次に予定されている正規のルーンヘイム直行便なんざ、結局は運行見送られる公算が高たけぇぞ。よくも悪くも、あっちは表のいいこちゃんな商売だからなぁ。げぇひゃはは！」

「……！」

　ぼくは思わず船長を睨んで、拳を握り、押おし黙だまる。……《神無節》。ぼくが、旅を終えるのが遅おくれれば遅れるほど、この世界は人間にとって不便になって……。もしかしたらその影響でいつか、お船が沈しずんじゃうことだって……。

　決して今すぐどうこうということじゃないのかもしれない。だけど、だからって、この大事な旅を……ぼくの意地だけで大おお幅はばに遅らせたりするのは……。

　…………。

「ま、ニョルズ号を信用するしないはてめぇの勝手だ、ボウズ。どうする？　今ここで、ハッキリ、お前が決めろ。……オレ達の船に、乗るのか、乗らねぇのか」

「…………う……」

　どこかぼくを小こ馬ば鹿かにするように見下ろす、この、心底鼻持ちならない、大だい嫌きらいなスカー船長からの問い掛かけに。

　ぼくは……ぼくは…………！




　ファルディオ・メルクリウス




「おう、船決まったって？　へ？　明日？　おいおい、随ずい分ぶんせわしねぇな。まあいいけどよ。了りよう解かい。じゃ、こっちメシ食ったら宿戻るから、そこで合流で。うぃー」

　用件だけの短い会話を終え、ファルディオは給仕に礼を言って通信装置を返した。対面の席で様子を見守っていたレイアがにこっと笑って口を開く。

「やはりあちらの酒場に居らしたんですね、海かい賊ぞくさん達」

「いや別に海賊じゃねえよ。まあセシリアの口くち振ぶりからすると、似たようなもんみたいだったが」

　そう返しながら口に含ふくんだ炭酸水はやたらに刺し激げきが強くてファルディオは一いつ瞬しゆん顔を顰めるも、意外と悪くないなとすぐに二口目を口にした。が、レイアの口には合わなかったらしく、無料の水ばかりが減っていく。

「んじゃ、折角だし二人で夕飯も食ってこうぜ、レイア」

「……まあ、あっちとは距きよ離りが離はなれてますし、仕方ないですね」

　露ろ骨こつに不満そうな態度をとるレイアに対し、ファルディオはからかうように告げる。

「んなこと言って、ホントは俺と二人きりになれて嬉うれしいんだろ？」

「な……っ！　ば、馬ば鹿かにして！　そ、そんなこと、ああ、あ、あるはずが……！」

「ふぇ？」

「え？」

　お互たがい、相手の想定外の態度に思わず戸惑ってしまう。ファルディオとしては完全にいつもの気軽なギャグであり、レイアの冷たいツッコミを期待していたのだが……蓋ふたを開けてみれば、なにやらまるで図星を突つかれたかのような態度であり。レイア側も、ファルディオの反応で「普ふ通つうに返せば良かったんだ」と気付いたものの、時既すでに遅おそし。

　結果……。

『…………』

　テーブルを挟はさんで、お互い頰ほおを熱くし会話もせずに俯うつむいてしまうという、なんとも気まずい時間が流れていく。

　あまりにいたたまれないため、ファルディオは思わず、ここに来る途と中ちゆうの露店で思いがけず見かけて購こう入にゆうした書物をパラパラと無言で読み始めた。

　しばらくファルディオが頁を捲めくる音だけが続いた後、とある頁で彼が手を止め、炭酸水に口をつけながらもじっくり読み込み始めたあたりで……レイアは、極めて淡たん々たんと切り出した。

「今晩のおかずは決まりましたか？」

「ぶはっ！」

　思わず炭酸水を噴ふき出すファルディオ。彼は口元をナプキンで乱暴に拭ぬぐった後あと、レイアに思い切り抗議した。

「いやエロ本じゃねえし！　これ、そういうんじゃないから！」

「？　なんの話ですか？　わたくしはただ、注文を何にするかと訊きいただけですよ？」

「あ、ああ、そうなのか。悪わりぃ、勘かん違ちがいしたわ。そうだな、注文してなかったな、まだ」

「ええ。エロ本を読むのはそれからでも遅くないと思うのです」

「ああ、全くその通りだな──って、だからこれ、エロ本じゃねえし！」

「そうですね。たとえ濃のう厚こうなベッドシーンがあっても、それはあくまで物語上必要な描びよう写しやであって、そこがメインじゃないんですよね。分かってます分かってますって」

「そういうのでもねぇよ！　っつーか思春期中学生の息子むすこを見守る母親みたいな目ぇするのはやめろ！　そうじゃなくて、この本はだなぁ──」

「あ、店員さん、注文いいですか？」

「人の話を聞けぇええええええええええええええええええええええええええええ！」

　ファルディオの全力抗こう議ぎも虚むなしく、レイアはそのままメニューを開いてファルディオの分まで料理を注文し終えると、ニコニコと上じよう機き嫌げんそうに料理を待ち始める。

　最早本の説明をする気力もなくしたファルディオは、テーブルに頰ほお杖づえをつき、目の前の魔ま法ほう少女を見やった。そうして、ふと「そういや魔法学校でもこうして二人一緒にメシ食ったことが何度かあったっけ」なんて思い出していたところで、何の気なしに訊ねてみる。

「そういや、お前、結局どうしてニヴル荒こう野やに居たんだよ。いやそもそも、お前まだミーミル魔法学校で学生やってるはずだよな？　だったら、あの結界を出てこんなところに来られる状じよう況きようなんざ、卒業する以外じゃ、すんげー手間な許可申しん請せい貰もらうかもしくは──」

「…………えーと……」

　途と端たん、気まずそうに視線を逸そらすレイア。

「……まさか」

　その反応にファルディオが思わず顰しかめ面をして睨にらみつけていると、しばらくしてレイアは、観念したように語り出した。

「……少し前に、退学申請を出して来ました。ま、流石さすがに貴方あなたのような暴ぼう力りよく沙ざ汰たとかではないので、ご安心下さい」

「いやいや、退学だけで充じゆう分ぶん安心出来ねーっつーの！　なんでお前みたいな優等生がそんな！　ちゃんと詳くわしく事情を──」

　ファルディオが思わず前のめりになって問い詰つめると、しかしレイアは、その様子を見てなぜだかクスクスと笑い始めた。

　意味が分からず戸惑うファルディオに、レイアは口元に手を当て、上品に……しかし心底嬉しそうに笑いながら答える。

「まったく、貴方という人は相変わらず中ちゆう途と半はん端ぱな人ですね。飄ひよう々ひようとした態度を心がけている割には、ただの元クラスメイトの進退に、こうしてすぐ熱くなるんですから」

「あ……」

　指し摘てきされて初めてファルディオは気付き、ムスッと口を尖とがらせて椅い子すに深く背を預け、今いま更さらながらに「その話題にまるで興味ありませんよー」とアピールするかのように視線を逸らして下手な口笛を吹く。

　その一連の動作のあまりの浅はかな小者っぷりを目もく撃げきしたレイアは、更に大きく笑い、そうして目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを人指し指で拭うと、温かな表情で呟つぶやいた。

「……もう……本当に、馬鹿で駄だ目めな人ですね、貴方は。……でもだからこそ、今ハッキリと確信しました。わたくしのとった行動は、やはりなに一つ間ま違ちがっていなかったと」

「？　なんの話だ？」

　レイアの言葉に、ぴくりと反応するファルディオ。レイアは表情を引き締しめ直すと、改めて、話を再開した。

「ファルディオ。貴方、今、賭かけに負けていますよ」

「？　はいぃ？　だから一体、何の話を……」

「勇者との合流と、異い端たん審しん問もん官の件です」

「！」

　唐とう突とつに切り出された本題に、ファルディオは思わず息を吞のむ。

　レイアはこれまでの穏おん和わな態度が噓うその様に、厳しく、鋭するどい目付きで続けてきた。

「身に覚えがあるようですね。まったく、馬鹿なことをしたものです」

「…………」

「さて、何かおっしゃりたい事でもあれば、どうぞ。多少は、わたくしの把は握あく出来ていない事情もあるでしょうし。まあ話の頭ぐらいまでなら、聞いてあげなくもないですよ？」

「…………」

　レイアの言葉を聞きながらもファルディオは、黙りこくって考え込む。その間、めまぐるしくその頭脳は回転し続け……そして約十秒後。殆ほとんど全ての状況を察したファルディオは、思わず「マジかよ……」と頭を抱かかえてテーブルに突っ伏ぷした。

　レイアが水と間違って炭酸水をちびりと口に含み、びくっと可愛らしく肩かたを震ふるわせてから、しれっと会話を続けて来る。

「貴方のしたかったことも、分からないじゃないです。非公式とはいえ教会から追われる立場にありながら、あえて勇者の一味という『懐ふところ』に深く入り込むことで、むしろ自分へ手を出せなくする。完全に博打ではありますが、貴方らしい、斬ざん新しんな状況解決手段です。それは実際、途中までかなり上手くいっていたと思いますよ。勇者の一味とあっては、いかな異端審問官でも慎しん重ちようにならざるを得ない」

「ほ、ほらほら、だろう？　トオルの武力で稼かせいだり、名声も得られるし、旅先で禁きん忌き魔ま法ほうの魔導書も探せるっつう、一石何鳥になるかわからん素すん晴ばらしい一手──」

「でも流石にルザル闘とう技ぎ大会で決勝解説した挙句、司会者に『禁忌魔法の使い手』とまで大々的に紹しよう介かいされたのはやりすぎでしたね」

　レイアに指摘された途端、ずーんと落ち込むファルディオ。

「うぅ、あれは『調子こいた』としか言いようがねぇわ……。ただまあ、あそこまでやって大だい丈じよう夫ぶなら、もう異端審問官に怯おびえることもねぇだろうと考えてたんだが……」

「だから最初に言ったのです。貴方、賭けに負けていますよと」

「さいですか……」

　再びがっくりと項うな垂だれるファルディオ。レイアはやれやれと肩を竦すくめながら続ける。

「やはり、次々と他の禁忌魔法を習得したばかりか、著いちじるしく成長を始めてしまったのが問題だったのでしょう。教会にとって貴方の『危険度』は、最早勇者の一味だなんだということが度外視される程のレベルに至った。結果、再び異端審問官が動き出し、まず、ミーミル魔法学校でも特に貴方と親しいとされていた、私のところに聞き取り調査が来たわけですが……」

　ファルディオは一つ溜ため息いきをついた後、彼女を半眼で睨みつけ、更に話の先を促うながす。

「イヤんなるぐらい優等生のお前のことだ。どうせ、俺の退学事件の時と同じく……」

「ええ、洗いざらい吐はきましたよ。当然です。わたくしは正義の魔法少女ですから。貴方を退学に追い込んだ時同様、わたくしは何者にも流されず、ただ自らの信念に従ってのみ行動します」

　涼すずしげな顔でそんなことを言うレイア。二人の間にどこか緊きん張ちようした空気が走る中、注文した料理が運ばれてくる。が、それでも二人に会話はなく、しばらく黙だまり込んだままだった。

　やがて、ファルディオの方から、補足を求めるようにレイアへと問いかけをする。

「現在、お前がこんなところにいる理由は？　結局なんで学校飛び出したんだよ？」

　その質問に。レイアはテーブルに配置されたナイフを握にぎりながらにこっと優ゆう雅がに微笑ほほえむと、なんでもないことのように告げた。

「教会に真実を告げながらも、その一方で元級友のことも案じ、思わず学校を飛び出してしまう可か憐れんな乙女おとめ。……いやぁ、実に正義の天才魔法少女らしい行動じゃないですか」

　パチリとウィンクするレイア。ファルディオは、思わず呆あきれ声を上げた。

「……んっとに……相っっ変わらず、天然でイヤな女だな、お前……」

「光栄です」

　にっこにこしながら焼き魚を器用に捌さばき始めるレイア。ファルディオはそれをしばらく睨みつけると、一つ嘆たん息そくし、彼女とは対照的に乱暴にフォークを魚に突き刺さして、頭から食べようと大口を開け──

「その話、僕も興味ありますねぇ、ファルディオ君」

　──たところで、突とつ然ぜん脇わきから声をかけられてピタリと動作を止めた。レイアも食事の手を止める中、こんなタイミングでなんだと不快に思いながら声の方向を見やったファルディオは……。

「……え!?」

　思わず魚を皿に落とし。口の代わりに目を大きく見開いてしまった。

　なぜなら、そこにいた男は……なぜか未だに白衣を身に纏まとった、ファルディオにとっては見覚えがあるにも程があるイケメン男──

「ふ……フギン!?　な、なんでお前が、こんなところに!?　ええ!?」

　あまりに場ば違ちがいな人物の登場に、目を白黒させて戸と惑まどうファルディオ。

　そんな彼に、清潔感のある青年──フギンは、ニコリと、相変わらず感情の読めない笑みを浮かべて、冗じよう談だんとも本気ともつかないことをサラリと告げて来たのだった。




「恩人たるファルディオ君の危機ともなれば、当然、僕はどこにでも駆かけつけますよ」








幕まく間あい









「スカー船長」

「ああん？」

　波の音が大きく響く深夜のノーアトゥーンにて。違い法ほう風ふう俗ぞく店てんから出て来たばかりの中年男に、すっと忍しのび寄った影かげが声をかける。

　スカーは相手の不ぶ躾しつけさに腹を立てて半ば喧けん嘩か腰ごしの荒あら々あらしさで振ふり返かえるも、しかしその声の主の姿を見てぎょっと顔を顰めた。

「なんだお前…………教会関係者……なの、か？」

　それは実に異様な服装の男だった。カタチだけならば教会の司祭が着るようなそれであるのだが、しかし一見して浮ふ浪ろう者しやにも見えるような灰色を基調としており、そんな中にも教会のシンボルマークが禍まが々まがしい血を思わせる紅あかでしっかりと描えがかれている。

　しかし特とく徴ちよう的な服装に反して中身の人間は極めて地味な──いや、いくらなんでも地味すぎる顔立ちをした、三十代そこそこの男性だった。

　スカーは思わず目を細め、品定めをするように男の全身を睨ねめ回す。

「（服装は奇き抜ばつなくせに、顔立ちは作り物の様に平均的な、なんらかの組織構成員。……まいったね、こりゃ、完かん璧ぺきに筋金入りのヤツじゃねぇか）」

　スカーが警けい戒かい心を強める中。

　男は、実に「教会らしい」、胡う散さん臭くさい程に紳しん士し的な笑みを浮かべて語り出した。

「ああ、これは気にしないで下さい。私共の制服なのです。趣しゆ味み悪いですよね？」

「？　ああ、いや……」

　どう応じたものか測りかねるスカーに、しかし男はまるで気にした様子もなく、一人で喋しやべり続ける。

「常時これでいる、というわけではないのですが、いざ仕事という際にはこれを身につけるよう徹てつ底ていされてましてね。というのも、職務の性質上、対象に《畏い怖ふ》を植え付けるような服装が好ましいらしいです。いやはや制服というのは、不思議なものですよね？」

「…………」

　スカーは何も答えず、ただただ目の前の男を睨め付ける。男は顔に気色の悪い笑みを張り付かせ、まるで自分がさも善良な一市民であるかのように振る舞まった。

「ああ、こわいですねぇ。気分を害されたなら申し訳ありません。お許し下さい」

「……なんの用だ」

　流石さすがにスカーの中でも、相手の得体の知れなさよりイライラの方が勝ってきた。ただでさえ、今日は一番嫌きらいな人種であるところの「生意気盛りのガキ」をはした金で自分の船に乗せるような仕事を請うけ負おってしまって、クサクサしていたところだ。

　実際、彼らに提示した金額はその内容だけ見れば完全にぼったくり額ではあったが、それでも、普ふ段だん手がけるヤバイ積み荷の運送業に比べれば、スカー達にとって小こ遣づかいにもならない金額である。当然船員達からも不満タラタラで、今日の酒の不味まずかったことったらなかった。

　このどうしようもない鬱うつ憤ぷんを、さて、この怪あやしげな男にでもぶつけてやろうか等と考えていると……男はしかし、スカーの心を見み透すかしたように、ずしりと重そうな金貨袋ぶくろを差し出して提案してきた。

「手付け金として一千万ニールあります。成功報ほう酬しゆうでもう一千万ニール出しましょう」

「……は？」

　一体何を言われているのかと、思わず訊たずね返すスカー。男は更さらに付け足してきた。

「もちろん、それとは別に新しい船も我々で用意いたします。それでどうです？」

「？　お前、なにを言っている？」

「おや？　裏のお仕事を生業なりわいとしていらっしゃる割には、存外に察しが悪いですね」

　男は本当に不思議そうに首を傾かしげると、改めてスカーに向き直り。

　そうして、まるで神の教えを説く神父の如ごとく、実に清らかな笑みで続けてきた。




「明日あした出る貴方あなたの船を、この条件で、お客さん諸もろ共とも沈しずめて下さいなと言っています」




「な──」

　驚おどろくスカーが何かを言う前に、しかし男は再び条件を提示してくる。

「勿もち論ろん、貴方達乗組員は助けますよ。私共が他の船で追っていますから、そちらに合流なさって下さい。そうですね……出航二日目の明け方あたりがいいですかね？　彼らが寝ね静しずまっている隙すきに、貴方達は船に多少細工して、こちらの船に移って下さい。あとは彼らごと船を沈めて、おしまいです。先程も言いましたが、新しい船は私共で補償します上に、更に前金含ふくめて二千万の報酬です。悪くない話ではありませんか？」

「…………」

　スカーはゆっくりと顎あご髭ひげを撫なでる。……確かに、彼にとって悪い話じゃなかった。実際丁度ニョルズ号にもガタが来て買い換かえの話が出ていたところだったし、渡わたりに船とはまさにこのことだ。報酬は破格といっていい。当然、子供達の提供額なんかとは、比べるべくもない。

　正直この男は怪しいことこの上なかったが、スカーがこの商売で相手にする人間なんていつもこんなものだ。

「…………そりゃ実に、美味うめぇ話だな」

　スカーはニッと微笑むと、殆ほとんど悩なやむこともなく、右手を差し出した。

　その決断の早さに男は驚きながらも、すぐに笑い返し、金貨袋を彼の手に落とす。

「では、交こう渉しよう成立ということで」

　ノーアトゥーンの闇やみが一層深まる中。

　汚よごれた臭においを纏った二人の男達は、密かにくつくつと笑い合ったのだった。








第四章　裏切りの船









　朝もやに包まれたノーアトゥーンの町を、ぼくは寝ねぼけ眼まなこを擦こすりながら歩く。夢の延長みたいな景色に足取りがふわふわとするけれど、港の至るところから飛び交かう朝市の喧けん噪そうが、ぼくの意識をかろうじて現実につなぎ留めてくれていた。

　ぼくの背後を歩いていたファルディオが、ぐったりとぼくに覆おおい被かぶさるようにして、頭へ顎あごを乗せてくる。……重い。

「ふぁー……ねみぃな、おい、トオルよ……」

「そりゃぼくだって眠ねむいよ。ちょっと、重いよ。体重預けすぎだよ、ファルディオ」

　半ばぼくに背負われる勢いのファルディオに抗こう議ぎの声を上げる。彼の頭には元々ルウも乗っかっていたから、今やぼくらはブレーメンの音楽隊かトーテムポールといった様相だ。

　ぼくらの様子を師し匠しようが呆れたように見守る中、その隣となりを歩いていたフギンさんが爽さわやかに「ははっ」と笑った。

「キミ達は相変わらずだなぁ。どうしていつもそんなに面白いんだい？」

「面白くないよ！　そんな風に笑う余よ裕ゆうあるなら、大人として助けてよ！」

「ん？……あー……でもほら、僕今、非番ですから」

　そうは言いながらも、彼の服装は今日もナルスに潜せん入にゆうしていた時と同様の白衣である。曰いわく、「なんかこれが楽になってしまって」らしい。

「教会職務とか関係なく、一人の大人として、人間として助けてって話なんだけど」

「…………あー、ではまあ、それも、今回は非番ということで一つ」

「なにそれどういうこと!?」

　もしかしてフギンさんも、こう見えて案外眠いんだろうか？　ボケにしても微び妙みようにとんちんかんなのが返ってきてしまった。人間を非番って、なんだよ、まったくもう……。

　それにしてもなんかこの人、昨日の夜急に再会したはいいけど、どうも以前の真ま面じ目めさが欠けているように思えてならない。まあ、ちょっとした休きゆう暇かまがいの状じよう況きようだとか言ってはいたけど……そもそも、よく考えたら「休暇まがい」ってなに？　どういう状況？　まあ詳くわしく調べようにも、師匠も旅の最中はほぼ教会と連れん絡らく取れないみたいだから、どうしようもないんだけれど。この港町、実に荒あらくれ者の聖地らしく、教会ないし。

　ぼくらのグダグダな状況を見かねたのか、少し後ろを歩いていたレイアおねーさんが話題を変えてくる。

「それにしても、わたくしの船代を頼たよってしまって申し訳ありません、セシリアさん。フギンさんは追加で自分の分を支し払はらわれているというのに……」

　彼女の言葉に、師匠が「いやなに」と笑顔で振り返る。

「一時的とはいえ、レイア殿どののような実力者に同行頂けるならば、私達神しん剣けん騎き士し団は旅費ぐらい喜んで出しますよ。魔ま人じんのことがある以上、精せい鋭えい戦力が味方にいることは、非常に有り難いことですから」

　師匠がそう言うと、ぼくの頭の上の二名がそれに追つい随ずいする。

「おうよ！　教会が払はらう旅費なんざ気にすんな！　俺達は勇者のパーティだぜ！」

「そうですとも！　勇者の護衛たるルウ達の旅費が保障されるのは当然の権利ですぞ！」

「ああ、約二名分程、戦力を一切落とさず旅費が削けずれる気がしてきたな」

　師匠がげんなりしながら呟つぶやくも、当のファルディオとルウは全く聞かずにそっぽを向いている。

　レイアおねーさんがくすくすと笑う中、フギンさんがもう一度、さっきとほぼ同じ事をぼくに訊ねてきた。

「貴方達はホント、どうしてそんなに面白いんでしょう？」

　その疑問に、ぼくはずしりと頭に「えらく雇こ用ようコスパの悪い戦力」二人分を感じながら、げんなりと返す。

「これで面白担当でさえなかったら……もう、目もあてられないでしょう？」

「なるほどっ、それは実に納得な回答だなぁ、トオル君！　うん、面白いよ！」

　何が面白いのか、フギンさんがえらく上じよう機き嫌げんな様子で笑う。……どうもキャラが安定しない人だなぁ、この人。普段はすごく真面目そうで実際思し慮りよ深いのに、なにやら興味深いことに出くわすと途と端たんに、妙みようにはしゃぐというか。……案外、中身子供？

　まあなんにせよ、彼もルウやファルディオという「ほぼタダメシぐらい」に寛かん容ようなタイプだったらしい。彼の言葉を受けて、ルウとファルディオは、更に調子に乗り始める。

『…………はぁ』

　ぼくと師匠の深い深い溜ため息いきは、港町の朝もやのなかへと静かに溶とけていった。




「おう、遅おそかったじゃねえか。おねしょでもしたか、ボウズ」

「…………」

　八番港で出航準備中のニョルズ号前に辿たどり着いた途端、朝の挨あい拶さつ代わりとばかりにスカー船長が小こ憎にくらしい態度で出で迎むかえてきた。

　ぼくはその無骨な顔をギロッと睨にらみつけて、思わず押おし黙だまった。……なんだよっ、一晩寝て少し落ち着いたから、今日はちゃんと元気に笑顔で「おはようございます」の一つも言おうかと思ってたのに！

　ぼくと船長が早速視線でバチバチやり合っていると、慌あわてた様子の師匠が横からぼくらの間に割り入ってくる。

「おはようございます、船長。遅くなって申し訳ない。今日は予定通り出航出来そうですか？　見たところ、もやがかかっているようですが……」

　師匠のその言葉に、スカー船長は「ふんっ」とこちらを小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

「おいおい、なめてんのか嬢じようちゃん？　ああん？　この程度のもやで出航中止になるほど、うちのニョルズ号は頼りなく見えるかよ、ああ？」

「あ、い、いや」

　凄すごんでくる船長に、たじたじな様子の師匠。ぼくはムッとすると、ニョルズ号を眺ながめてぼそっと呟いてやった。

「見えますけど。頼りなく」

「ああん？」

　不快そうにぼくをジロリと見下ろしてくる船長。だけどぼくは、それを無視して船を見たままで続ける。

「ボロいし、汚きたないのに、図体だけ大きくて逆に不安。あと……ああ、ほら、あそこには朝っぱらからお酒飲んでる船員さんもいるね。これ、晴れてても沈むんじゃないの？」

「こんの、ガキが……」

「なんだよ」

「商売っつうのは信しん頼らいこそが一番大事なんだって、ママに習わなかったか？」

「信頼？……こんな大人達の、何を、何処どこを信頼しろって言うのさ！」

「あん、何だと？　んなもんはなぁ──」

　ぼくの胸ぐらを摑つかみ上げようとする船長と、その手首を強く摑んで牽けん制せいするぼく。

　一体何度目か分からない一いつ触しよく即そく発はつの空気に、最早少し慣れてきた様子の師匠が「まあまあ」ととりなしてくる。

「とにかく、船は出せるんだろう、船長」

「あ？　当然だろうが」

「そりゃ出せはするだろうね。沈ちん没ぼつ覚かく悟ごなら、いくらでも」

「トオル」

　珍めずらしく師匠に窘たしなめられる。ぼくはぷくっと頰ほおを膨ふくらませるも、だけど自分が無む駄だに喧けん嘩か腰ごしだったのは自覚していたため、船長にではなく、あくまで師匠や仲間達に向かってだけど、「ごめんなさい……」と頭を下げた。

　そんなぼくの態度に、流石さすがに船長もそれ以上は突つっかかり辛づらかったらしく、フケだらけの髪かみを乱暴に搔き毟むしりつつ、ぼくらに乗船を促うながした。

「とにかく、さっさと乗れや。もうこっちの準備は出来てる。いつでも出航出来るぜ」

「そうか。では、よろしく頼たのむ」

　師匠がそう言い、先頭切って乗船していく。続いて仲間達も全員乗船していく中……最後に残ったぼくは、中々足が踏ふみ出せず、ニョルズ号を見つめていた。

　ボロボロで、船員の態度もえらく悪く、違い法ほうな使われ方ばかりする船、ニョルズ号。

　……こんな船に……ぼくは……。

「……っぅ」

　いきなり、嫌いやな汗あせが、額を伝う。心臓がばくばくとうるさい。……あれ、おかしいな、こんな、別に、トラウマとか、そんなんじゃ、ない、はず、なのに……。

「…………」

　気付くと、ファルディオとルウが、タラップを渡わたりきった先、船の入り口でこちらを振ふり返って見つめていた。どうやらぼくの事情を察して、心配してくれているらしい。

　……い、行かなくちゃ。そうだ。この世界のために……そして、兄さんのために。早く行かなくちゃ。行かなくちゃ。…………だけど……で、でも……。

「おらっ、もたもたしてんじゃねえぞガキ！」

「あっ！」

　ぼくの繊せん細さいな逡しゆん巡じゆんは、突とつ然ぜん不意打ちで背中を押されたことで霧む散さんした。実に頼りない、手すりさえないタラップの上に放り出され、バランスを崩くずし、危うく海へと落ちかける。

「う、わぁあああ！」

　ぼくは情けない叫さけび声ごえを上げながらも必死で体勢を立て直しつつも、このまま走った方が安全だと判断し、転がるようにして船内へと飛びこんだ。

「トオル！」「ご主人！」

　ふらふらと足下の覚束ないぼくを、ファルディオとルウが慌てて引き寄せる。

　みんなが何事かとこちらを振り返る中、ようやく船内に入ったぼくは、思わすその場にへなへなとへたりこんだ。

　背後で、スカー船長が下げ卑びた笑い声を上げる。

「げぇひゃははは！　情けねぇなぁ、小こ僧ぞう！　普ふ段だんの調子はどこ行ったよ、ええ？」

　そんな船長の言葉を受けて、船内に居た船員数名もゲラゲラと笑い声を上げる。

　瞳ひとみに涙なみだを溜ためたぼくが屈くつ辱じよくで顔を真っ赤にして俯うつむき、ぼくの過去を知るルウとファルディオが今にもキレそうな目付きで船長を睨みつける中。

　スカー船長は自身も船内へと足を踏み入れると、へたりこんだぼくを見下ろしながら、にたぁっとドス黒い笑みと共に告げて来た。




「ようこそ、ニョルズ号へ。安全で快適な海の旅を、どうぞごゆるりとご堪たん能のう下さい」




　　　　＊




　ぼくの予想に反して、船旅の一日目はこれといった大きなトラブルもなく順調に進んだ。

　勿もち論ろん、乗り心地やら船員態度、荒あれた船内環かん境きように提供されるご飯の質などは最悪に近いものではあったけれど、それでも、港を出てすぐに沈ちん没ぼつやら、波や風に流されて針路が無茶苦茶、みたいなことだけはなく。……こう言ってはなんだけど、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけした、というのが正直なところだった。

「……ああ、風が気持ちいいなぁ」

　夕飯を終えたぼくは、皆みんなより一足先に、むさ苦しくて五月蠅うるさい食堂室を出る。デザート代わりにこっそり小皿に取り分けて貰もらったピクルスを、歩きながらぽりぽりつまんだ。……まあ、その、保存食にだけは拘こだわりでもあるのか、漬つけ物の味は悪くないよね、うん。
















　ぼくは少しだけ機き嫌げん良よくピクルスをつまみながら甲かん板ぱんのへりまで歩くと、一人、夜の海を眺めた。

　どこまでも続く、真っ暗な海。昼間の青々とした海とは対たい照しよう的に、そこに「生命力」なんかは感じられず、むしろ……。

「海が怖こわいのかい？」

「!?」

　いきなり背後から声をかけられ、びっくりして振り向くと、そこには海風に白衣をはためかせた青年……フギンさんが、相変わらずの不敵な笑みを浮うかべて立っていた。

　ぼくは彼の気配に全く気付けなかったことに動どう揺ようしつつも、完全に自分の鍛たん錬れん不足のせいだろうなと結論して、少し反省しながらフギンさんに笑みを返す。

「ええと……すいません、あの、ぼく、そんなに分かりやすいですか？」

　この分だと師し匠しようにもバレているのだろうか、と危き惧ぐしつつ訊たずねると、フギンさんは「んー」と唸うなりぼくの隣となりにやってきて、甲板のへりに肘ひじを置いた。

「別にそこまで露ろ骨こつじゃないさ。見る人が見れば分かる、程度かな。少なくとも、セシリア君はそこまで深く事情は察してないんじゃないかな。勿論、キミの様子が少しおかしいことぐらいまでは気付いているだろうけど、船ふな酔よいのせいだと思っているだろうね」

「なら、いいんですけど……」

　苦笑いして、暗い海を見やる。……だけどやっぱり、フギンさんのように、へりに身を預けることが出来ない。……流石に、認めなくちゃいけない。

　ぼくは、船が……海が、怖いんだ。どうしようもなく。

　ぼくとは逆に、フギンさんは真っ暗な海を、なぜだか心底楽しそうに見つめながら語りかけてくる。

「人間というのは、実にか弱い生き物だよね」

「え？」

「ほんの些さ細さいなことで死に至る。ただ水に数分頭から浸ひたるだけで死ぬだなんて、なかなかに馬ば鹿かげた生き物だよ。そうは思わないかい？」

「…………」

「だけどそうじゃなければ、この『船』という道具は造られなかったかもしれない」

　フギンさんはこちらを振り向くと、ぼくの目を正面から見み据すえる。なぜだかいたたまれずに思わず視線を逸そらすと、彼はフッと息を吐はいて呟つぶやいた。

「違ちがうな。怖いんじゃない。……弱さから来る……罪悪感かい？」

「！」

　心臓が跳はね上がる。……罪悪感。ぼくが海を見ると抱いだく、このザワザワした気持ちは……恐おそれもあるけれど……それ以上に、ここで、大切な人達の命を犠ぎ牲せいに自分だけが助けられたっていうことに対する……。

　ぼくが放心する中、フギンさんはなにやらベロリと舌なめずりをしたかと思うと……だけど次の瞬しゆん間かんにはすっかりいつもの彼に戻もどって、ニッコリと微笑ほほえんで話題を変えてきた。

「まあ実際、この航海には細心の注意を払はらうべきだと、僕も思うよ」

「？　えっと……それは、どういう？」

「さっきも言ったけど、どんなに強い人間だって、些細なことで死ぬんだよ、トオル君。世界最強の剣けん技ぎが使えたって、助けのない場所で溺おぼれれば等しく死ぬんだ。そういう意味じゃあ……しばらく他の船せん舶ぱくが通り掛かかることもないであろう海のまっただ中なんて、強者狩がりをするには、うってつけの環境かもしれないね」

　フギンさんの唐とう突とつな警告を、ぼくは数秒自分の中で反はん芻すうした後……ハッとある可能性に気付いて、わたわたと返す。

「そ、そうか！　ここで魔人が襲おそってきたら大変だってことだね！　でも海の真ん中に魔人なんて……は！　い、いや、そうか、もしかしたら、魔人は船員さんに紛まぎれてこの船に既すでに乗り込んでいたり、そういう……！」

「あはははっ」

　ぼくがぐるぐると思考を巡めぐらせていると、途と端たんに、フギンさんはお腹なかを抱かかえて心底可笑おかしそうに笑い出した。

「キミは……本当に面白い子だね。誰だれより鋭するどいんだか、純じゆん粋すいに子供すぎるんだか……」

「？　魔人が襲って来るって話じゃあ、なかったの？」

「ああ、まあ、その可能性も、あるにはあるだろうけどね。実際、既に何食わぬ顔で乗り込んできているかもしれないね、怖ーい魔人が」

　何が可笑しいのか、フギンさんはくつくつと笑う。

　そうして、ひとしきり笑って目め尻じりに浮かんだ涙を拭ぬぐうと……表情をキリッと切り替かえて、改めてぼくに、警告をしてきたのだった。

「でも、今真に警けい戒かいすべきは、魔人よりも、同じ人間の動きだと、僕は思いますよ？」




　　　　＊




　航海二日目の、まだ暗い早朝。

　物音を立てないようにひっそりと客室を出たぼくらは、同じように部屋を抜ぬけ出してきた仲間達と合流し、船員達に警戒しながら船内廊ろう下かを進んだ。

　昨晩にフギンさんから一通り説明を受けながらも、未だに事情を吞み込みきれない様子の師匠が小声で疑問を投げかけてくる。

「本当に、船員達が裏切って船を沈しずめようとしていると？　確かに褒ほめられた人種ではないが、自らの船を沈める道理など……」

　師匠のその言葉に、フギンさんはくすくすと小さく笑う。

「やはりセシリアさんは実に真っ当な、教会の人間ですね。でも残念ながら、世の中の人間全てが貴女のような価値基準で動いているわけではない。……善だとか悪だとか以前の本能的な部分で『生きるためには』『なんでもする』人間なんて、世の中ごまんといる。……大変、つまらない話ですがね」

　どこか現実味を帯びたフギンさんの言葉に、ぼくらは押おし黙だまる。……誰も、積極的に人を疑いたいわけじゃない。だけど……今迫っているかもしれない危機に、楽観した態度で臨むことほど愚おろかなこともないと、これまで死し闘とうをくぐり抜けてきたぼくらは知っている。

　考えすぎならそれでもいい。大事なのは、最悪の事態を防ぐことだ。

　ぼくらは妙みように静かな船の中をゆっくりと進み、二階へと歩を進める。この間、船内に人の気配は微み塵じんも感じられなかった。……皆、寝ね静しずまっているのか、それとも……。

　先を行くフギンさんがくいくいと手ぶりで、操そう舵だ室に続く扉とびらを指す。ぼくらはゆっくりと扉に近付くと、取り付けられた円窓から中の様子を覗のぞき見た。──が。

「な……だ、誰もいない？」

　覗いた先には、船長はおろか操そう舵だ手しゆの一人さえいなかった。慎しん重ちように扉を開いて中ちゆう腰ごしで進しん入にゆうし、改めて操舵室の中の様子を窺うかがうも、そこにあるのは無人の舵かじと、いくつかの操作機材、そして船内通信に用いると思おぼしき喇叭ラツパ形のパイプ管のみで、人の影かげなんか微み塵じんもなかった。

　続いて部屋に入ってきた皆に、ぼくは思わず訊ねる。

「ねぇ……ぼく、この世界のお船のこととか何も分からないけど……その、夜中だからって、操舵室が無人でいいの？　魔ま法ほうによる自動航行的なヤツが、あったりするわけ？」

　ぼくの質問に、師匠が額に汗あせを滲にじませながら応じる。

「いや……そういうものもあるにはあるが……この古い型の船にそんな機能はないだろうな……。しかしこれはいくらなんでも……怠たい慢まんどころの話では……」

　いよいよ状じよう況きようが緊きん迫ぱく感かんを孕はらんできたところで、突とつ然ぜんルウが窓の外……船首甲板の方を指して声を上げる。

「あ、あれを見て下され！」

　そう促うながされて、操舵室前面の大きなガラス窓から、少し下に見える船首甲板に目をやると……そこには、船長を中心に、船員達……計十名全員が、ずらりと並んで、前方の黒い海を見つめている姿があった。

『…………』

　あまりに不気味な光景に、ぼくらは思わず息を吞のむ。こんな朝っぱらから、甲板に出て真っ暗な海を見つめる荒あらくれ船員達。……尋じん常じような状況でないのは明らかだった。

　と、ふと、船員の一名がこちらを振ふり返るような仕種をしたため、ぼくらは慌あわてて身を隠かくすようにしゃがみ込む。しばらくしてから、そっと視力のいいぼくだけが窓から目だけ覗かせて確認すると……幸い、あちらは気付いた様子もなく、再び全員で、何もない黒い海を──いや、違う。

　闇やみに紛れていて最初は分からなかったけれど、よく見れば、前方から、何かが近付いて来ていた。ジッと目を凝こらして様子を窺うと、それは……。

「船だ……」

「え？」

　ぼくの呟きに、身を低くしたままの師匠が応じる。ぼくは皆を代表して状況を見守りながら、もう一度、説明した。

「前方から、小さいお船が近付いて来ているよ。……なんだか、変な雰ふん囲い気きの船だ」

　それは真っ黒な小船だった。船体は勿もち論ろん、その帆ほまでもが漆しつ黒こく。夜の闇の中で咄とつ嗟さに見えなかったのも当然だ。そして、その船首甲板……殆ほとんど舳へ先さきの部分に、灰色の礼服を着た神父さんのような……だけど纏まとう空気があまりに邪じや悪あくな人物が、一人立っている。

　船はゆっくりとニョルズ号に近付いてくると、今にも舳先が触ふれ合いそうな距きよ離りでぴたりと停止した。そうして、先せん端たんに立つ人物がこちらの船を見上げるようにして、なにやら船長と話し始めている。……が、当然その声などこちらに聞こえるはずもない。

　ぼくが現在の状況を皆に伝えると、レイアおねーさんが何か思いついた様に、腰こしを低くしたままで近くの機材を操作した。途端──。

「────じゃねえか。ったく、タラタラしやがってよ」

　パイプ管から、スカー船長の声が漏もれ聞こえてくる。ぼくが驚おどろいていると、レイアおねーさんは悪戯いたずらっ子このような笑みを浮うかべた。

「船首甲かん板ぱんに取り付けられた伝声管を魔法で強制的に起動させました。これであちらの会話が聞けるはずですよ」

『ほー。…………。…………』

「おいこらてめぇら、レイアの有能さに感心した後、なぜわざわざ俺を見る!?」

『いや別に』

　地じ団だん駄だを踏ふむファルディオをよそに、ぼくらはそっと窓から外の様子を窺いながら、伝声管を伝って聞こえてくるやりとりに耳を澄すませる。

　まず、スカー船長の悪態に、不気味な神父風の男が答えた。

「我々にも多少準備というものがありましてね。これから人を殺そうという際には、用心に用心を重ねてもなお、やり過ぎということはないのですよ」

　その言葉に、皆みんなの体が強こわ張ばる。……半ば予想はしていたことだけれど、こうまでハッキリと自分達が命を狙ねらわれていると知ると、やはりショックだった。

　ぼくの隣で甲板の様子を窺っていたファルディオが、小さく舌打ちする。

「っ、マジかよ、ありゃ、やっぱり……」

「？　ファルディオ、何か知ってるの？」

「ああ、知ってるも何も……。……悪わりぃな、ありゃ、勇者狙いっつうより、俺の客だ」

「ファルディオの？」

　事情が吞み込めずぼくが首を傾かしげていると、更さらにその隣となりで甲板を覗いた師し匠しようが、心底驚いた様子で顔を顰しかめた。

「まさかそんな……あれは……噂うわさや伝説の類でしかないと思っていたのに……」

「？　師匠も知ってるの？　ああ、確かに、なんか教会関係者っぽい格好かも……」

　ぼくの呟きにレイアおねーさんが特に状況を見もせず、当然の様に告げて来た。

「教会にとっての《禁きん忌き》を許さない、異い端たん審しん問もん官かんですよ。半分わたくしの手引きで、ファルディオ及および『余計なことを知りすぎたと思しき勇者達』を、殺しに来たんです」

「へー、異端審問官。なるほど、確かにぼく今回の試練でも結構余計なこと知ったし、レイアおねーさんの手引きだっていうなら、このタイミングで襲われたのも納得……」

　…………。

『って、ええええええええええええええええええええ!?』

　ぼく、ルウ、師匠が思わず大声を上げる。だけどなぜか、フギンさんやファルディオは落ち着いた様子で……唇くちびるに人指し指を当て、ぼくらに、静かにするよう促していた。

　い、いや、なにそれ、なんでそんな貴方あなた達冷静に……。

　意味が分からないながら、とにかく状況を見守っていると、スカー船長が下げ卑びた笑い声をあげる。

「にしても、まさか本当にヤろうたぁなぁ！　これであとは船を沈めるだけで二千万ニールと、新しい船だろう？　こんなボロい商売あるとは思わなかったぜ！」

「ああ、そうでしたね。これ、成功報ほう酬しゆうのもう一千万ニールです。お受け取り下さい」

　その言葉と共に、神父風の男がなにやら大きく重そうな袋ふくろを軽々とニョルズ号の甲板に投げ入れる。と、落下の衝しよう撃げきで袋の口の紐ひもが外れ、中から小袋が漏れ出てきた。

「ご注文通り、前金と同じく、十人様で分配しやすいよう、百万ニールずつに分けておきましたよ」

「おう、手間が省けて助かったぜ！　おら、ものども！　ありがたく頂ちよう戴だいしとけ！」

　船長の号令と共に、船員達はわっと金に群がり、それぞれに自分の分配分を取っていく。

　そんな、実に浅ましい光景をぼくは……苦々しい思いで見守っていた。

「お金のためだけに……ぼくらごと……船を沈める……」

「ご、ご主人……」

　ぼくの摑つかんでいた窓まど枠わくの木材がミシミシと割れ始めるも、誰も何も注意しなかった。

　幸いにして、ぼくらの存在は甲板にはまだ気付かれていないようだ。

　船長達は喜々として金を受け取ると、なぜか、再び元の位置に……船長を中心として、舳先のへりに船員達十人がずらりと並ぶカタチに戻もどった。

　ぼくら同様、神父風の男が不思議そうに首を傾げる。

「？　なにをされているのです？　皆みなさん、準備が出来たのでしたら、速やかに船をお移り下さい。ああ、我々の船の乗船可能人数が気になりますか？　ご安心ください、我々は『用心に用心を重ねる』組織です。この船とは別に、更に三艘そう……計四艘が、既すでにニョルズ号を取り囲んでおります。皆さんはどうぞお好きな船に──」

「この海域じゃあ、よく謎なぞの沈ちん没ぼつ事故があってなぁ」

　男の喋しやべりを遮さえぎるように、突とつ如じよスカー船長が声を上げる。神父風の男が戸と惑まどう中、スカー船長は大きな声で揚よう々ようと続けた。

「大して潮の流れが特とく殊しゆなわけでも、暗あん礁しようがあるわけでも、妙な魔ま物ものがいるわけでもないのに不思議だったんだが……やっぱり、これもアンタらの仕業だったわけかい？」

「？　ああ、そのことですか。ええ、そうですね。この海域は、これまでも何回か我々の仕事に使わさせて頂いておりますよ。他の船が殆ど通らず、実に便利ですので」

「なるほどねぇ。了りよう解かい了解。別に大たい勢せいに影えい響きようはねぇんだが、ちょっと聞いておきたかったのさ。おかげで、気持ち良く仕事に取り組めそうだ」

「ああ、もしかしてこの海域になにかあるかと不安にさせてしまいましたか？　ご安心下さい、特にそういったことはございませんので」

「ああ、あんがとさん。これでスッキリしたわ」

「はい。では早速退たい避ひと、船の沈没作業をお願いいたします」

「分かった分かった。よぉし野や郎ろう共！　手て筈はず通り動け！」

『はい！』

　スカー船長の言葉に、船員達が元気よく応じる。

　……なにが、信しん頼らいだよ。人の命をこうも簡単に売り渡わたす大人達の……何を、信頼しろっていうんだ！

「！　トオル！　まだ駄だ目めだ！」

　師匠の制止も構わず、僕は思いきり立ち上がる。そうして、このまま窓を蹴け破やぶって甲板に飛び出し、船長や船員達ごと敵を叩たたきのめしてやろうと頭に血を上らせたその瞬しゆん間かん──窓の外に、ぼくは信じられない光景を目もく撃げきした。

「え……」

　船首甲板のへりにずらりと並んだ、船員達が。

　全員。

　一いつ斉せいに。




　懐ふところから取り出した大金の入った金貨袋ぶくろ二つを、海へと、放り投げたのだ。




　その、あまりに意味不明な光景に、ぼくらのみならず……神父風の男まで、啞あ然ぜんとする。

　全ての金貨袋が、ゆっくりと海の底に沈しずんでいく中。

　スカー船長の「げぇひゃははははははははは！」という、相変わらずに下品な声が船上に響ひびき渡る。そしてそれに釣つられるようにして、船員達もげらげらと笑い出した。

　ぼくらが置いてけぼりにされる中、スカー船長は豪ごう快かいに笑いながら告げる。

「二千万ニールもありゃ、この海域に沈んだ英えい霊れい達もあっちで多少は美味うめぇ酒が飲めるだろうよ！」

　その言葉に、神父風の男がのっぺりとした笑顔を引っ込め、遠くから見ているこちらまで薄うすら寒くなるような冷たい目付きで船長を睨にらんだ。

「……一体、どういうつもりです？」

「どういうつもりだぁ？　おいおい、何言ってんだお前は。俺達ぁ最初からずっと一いつ貫かんしてんだろうがよ。馬ば鹿かじゃねえのか」

「？　貴方達は、金さえ払はらえば、なんでもするという話では？」

「あ？　なに勘かん違ちがいしてんだお前。俺達は『金さえ払えば』『なんでも運ぶ』船乗りだが、『なんでもやる』なんざ一言も言ってねえぞ。そりゃ船乗りの領分じゃねえよ」

　耳を小指でほじりながら、そんなことを言うスカー船長。

　神父風の男は、心底理解出来ないといった様子で訊たずねる。

「そんな言葉の綾あやはどうでもいいのです。なぜですか？　なぜ、わざわざメリットの少ない道を選ぶのです？　二千万ニールと新しい船をなげうつ理由が、どこにあるのです？」

「はあ？　んなもん、聞くまでもねぇだろうが、間ま抜ぬけ」

「？」

「ああ、確かにあのクソガキ共の支し払はらい額なんざ、雀すずめの涙なみだよ。これからお前さんらにもたらされるであろう損害なんかまで考えた日にゃ、明らかに赤字だ赤字。酷ひでぇ仕事だよ。ホント泣けてくらぁ」

『？』

　聞けば聞くほど、神父風の男同様、ぼくらもまた彼の行動原理が理解出来ない。

「ただ、残念ながらな……」

　しかしスカー船長は……それでも、至極当然のことのように、胸を張り、堂々とその答えを、言い放つ。




「俺達船乗りにとって一度請うけ負おった客の命は、たった二千万ニールぽっちで譲ゆずってやれる程ほど、安くもねぇんだわ」




『────』

「げぇひゃははははははははははは！　この間抜け共が！　二千万ニールを海に放られた気分はどうよ！　海を人殺しの道具に使った報いにしちゃあ、まだまだ安いがなぁ！」

　スカー船長の言葉を受け、船員達もまた、ゲラゲラと心底可笑おかしそうに笑う。

　ぼくらは思わず言葉を失った。……なんだろう。胸の奥が、じわりと熱い。……この船長さんは……この人達は、下手すると自分達の命さえ危ないのに……こんな……。

「分かりました。では、貴方達ごと船を沈めることに致いたしましょう」

　淡たん々たんとした態度で宣戦布告する神父男。めまぐるしく移り変わる状じよう況きように対応できず、ぼくらが思わずぼんやりと突つっ立っていると、スカー船長は……最初から気付いていたのか、ニヤリと操そう舵だ室を振ふり向いて、大きな声を上げた。

「おらっ、クソガキ！　こっから先はお前らの仕事だぞ！」

「……え、え？」

　突とつ然ぜんのことに戸惑い、目をしばたかせるぼくに。

　船長は豪快に笑いながら、その要求を、告げて来る。

「どういう一味かは知らねぇが、てめぇらべらぼうに強つえぇんだろう？　で、この迷めい惑わくな神父もどき野郎共は、てめぇらの敵だ！　だったら、やることは決まり切っている！　ちゃんと責任もって……こいつら全員ぶちのめしてこいや！」

「っ！」

「おいおい、マジかよ、なんで異端審問官達と海でやりあわにゃあ…………」

　ファルディオが泣き言を呟つぶやきながら立ち上がる。ルウ、師匠、レイアおねーさん、フギンさんもまた、体中に活力を漲みなぎらせて立ち上がる中。

　未だ一人、心が取り残されて動けずにいるぼくに……スカー船長は甲かん板ぱんに設置された伝声管へと走ると、だめ押しのように、馬鹿みたいな大声で叫さけんできた。

「その代わり、この船はどんな攻こう撃げきを受けようと、この俺が……俺達が沈めさせやしねぇさ！　プロの仕事を信頼しやがれっ、船乗りを舐なめ腐くさったクソガキッ！」

　その、ぼくの背を荒あら々あらしく叩くような言葉に。

　ぼくは……ぼくもまた、伝声管に向かって、思いっきり返してやる。

「うっさい！　ぼくらにかかれば、あんな小こ狡ずるいだけの人殺し集団なんか、ちょちょいのちょいさ！　このボロ船を沈ませたりなんか、絶対しないんだから！　そ、そっちこそ、食堂で美味おいしいピクルスでも食べてなよ！　ばーかばーか！」

　ぼくの言葉にニヤリと笑ったスカー船長の顔は……これまでで一番、小こ憎にくらしかった。








第五章　机上のジャイアント・キリング









　フギン・スクリュウ




「（いい！　実にいい！　なんて素晴らしい！）」

　後部甲板を目指して船内廊ろう下かを走り抜ぬけながら、フギンは──魔ま人じん・ミュートは現在、歓かん喜きに打ち震ふるえていた。

　口元に滲にじむ邪じや悪あくな笑みが、どうしても抑おさえ切れない。

　フギン・スクリュウという「強く真ま面じ目めで、けれど少しだけ抜けている神しん剣けん騎き士し団諜ちよう報ほう部員」を演じる上では、絶対に使うべきではない表情。そんなことミュートは百も承知していたし、実際これまでにミュートがボロを出したことなんて一度もない。

　しかしそんな彼女でも、今ばかりは……このあまりに楽しくて楽しくて仕方ない状じよう況きよう下かでは、本来の自分を抑えきることが酷ひどく難しかった。

「（暇ひま潰つぶしを兼かねて戯たわむれで勇者の一味に合流してみれば、途と端たんにこのトラブル！　少し話しているだけでも次から次へと各自に『罪悪感の種』が見え隠かくれして興奮し通しだっていうのに、裏切りへの疑ぎ心しん暗あん鬼きはあるわ、レアな敵の登場まであるわ……）」

　いよいよ胸の奥からわき出すうずうずに耐たえきれなくなって、ミュートは思わず一いつ瞬しゆん変へん化げを解き、本来の彼女に戻もどって大きく手を広げながら、恍こう惚こつとした表情で叫ぶ。




「ああっ、早く狩かりたぁぁぁい♪」




　特に先程のトオルと船長達の「信頼関係が構築される」くだりは最高だった。

「（ふふっ、今船員を何人か異い端たん審しん問もん官かんのせいに見せかけて殺したら、船長も、トオル君も、自分達の判断の浅はかさを嘆なげいてくれるよね？　きっと、後こう悔かいに満ちた素晴らしい顔を見せてくれるんだろうなぁ。……あぁ！）」

　あまりに甘美な誘ゆう惑わくの渦うずに、ミュートは思わず身を捩よじる。

　そのまま走っていくと、ふと、いつの間に船内に戻ったのか、後部甲板に続く扉とびらの少し手前に、船員の一人が歩いているのが見えた。

　ミュートは一つ舌なめずりをすると、即そく座ざに「能力」を用いて姿をフギンのものに切きり替かえ、人の首を一瞬で刎はねられる程の力を手刀に込めると、そのまま彼の背後から──
















「お疲つかれさま」

「え？」

　────トンッ、とただただ軽く、肩かたに手を置くだけで、その隣となりを通り過ぎた。

　驚おどろいた様子の船員が、後ろから慌あわてて声をかけてくる。

「あ、き、気をつけて下さい！　後部甲板に、もう敵の一人が乗り付けてます！」

「了りよう解かいです。荒あら事ごとは僕らに任せて、皆みなさんは船の方をお願いしますね」

　ミュートはフギンの顔で振り返り、優しい微笑ほほえみで船員を安心させてから、一度、息を整える様に後部甲板へ続く扉の前で立ち止まる。

　船員が慌ただしく去って行く気配を背中に感じながら、ミュートは大きく息を吐はいた。

「（危ない危ない、つまみぐいはいけないよね。ミュートちゃん。はーんせーい。確かに面白い機会だけど、今はまだまだベストタイミングじゃないもんねー）」

　ミュートはそのまま激しい欲よつ求きゆうが落ち着くのを待つと、改めて「フギン」の仮面をしっかりと心にも被かぶり直した上で、「今すべきこと」をなすべく廊下奥のドアを押し開いた。

　──と。

「ヒャハハハハハハ！　沈め沈め沈め沈めぇえええええええええええええええええ！」

「…………」

　後部甲板に出たフギンの前では、両拳こぶしに巨きよ大だいな氷ひよう塊かいを纏まとったチャラい金きん髪ぱつ男が、喜々として甲板の床ゆか板いたを殴なぐり付けていた。先程操舵室のガラス窓から見た男と同様の禍まが々まがしい神父服を纏まとっているが、その印象は大分異なる。

　フギンは思わずやれやれと溜ため息いきを吐いた。

「（ハズレかなぁ、こっちは……。マジしくったぁ……）」

　自分の「担当敵」が思った以上にしょっぱそうだったことに、ミュートは思わず肩を落とした。

　額に手をやり、この作戦を自ら提案してしまった時のことを思い出す。

「（敵が船に四方から迫せまってくると聞いて、こちらも戦力の四散を提案。自分が単体で動きやすくしたとこまでは良かったけど……あーあ、私の……フギンの担当、こいつかぁ）」

　先程反省したばかりではあったが、思わず、フギンの顔のままでげんなりとした態度を表に出してしまう。

　すると、氷塊金髪男──異端審問官は、フギンに目を留めてニタァと微笑んだ。

「ようやくオレっちのエモノのお出ましか！　待ってたぜ、偉い大だいなる勇者様の一味さんよぉ！　ヒャハッ！　さぁて勇者か、エセ最強騎士女か、禁きん忌き魔ま法ほう野や郎ろうか誰だれが──」

「…………」

「……あ？」

　と、そこで彼はミュートを……フギンを改めて眺ながめ回すと、露ろ骨こつに態度を豹ひよう変へんさせた。

「んだよっ、諜報部の優やさ男おとこかよ！　ハズレすぎんだろうが！　クソが！」

「（こっちの台詞せりふだよ）」

　ミュートはそう落らく胆たんしながらも、しかし一つひっかかることがあり、質問で返した。

「ところでキミ達異端審問官はさ。教会から、僕……フギン・スクリュウに関する重大な連れん絡らくとか、受けてないのかな？」

「あ？　てめぇ如ごときに関する連絡？　ヒャハッ！　んな些さ末まつな連絡、あるわきゃねえだろ！　オレっち達四人は、選りすぐりの独立部隊だぜぇ？　任務の間はとにかく好き勝手にやるのがスタイルだっつうの！」

「……ああ、そうですか。……なるほど」

　これじゃあ教会から少し距きよ離りを置いて運用されるわけだと、フギンは妙みように納得する。

「（しかしおかげで、彼らから勇者達に私の正体をバラされることはなさそうかな。まあ別にいつバレてもいいんだけどさ）」

　とはいえ、フギンの仮面があればまだこうして同行者として楽しめることも考えると、バレないにこしたことはない。思わず上じよう機き嫌げんに微笑んでしまっていると、それを余よ裕ゆうと捉とらえたのか、氷塊金髪男は少しムッとした様子でフギンに対して構えを取った。

「おいてめぇ。この《氷壊のフェング》様を前にして、随ずい分ぶんなめた態度してくれるじゃねえの、ええ？」

「……ひょうかいの……え？　なんですかそれ。その自己紹しよう介かい、正気ですか？」

　あまりに馬ば鹿かげた自己紹介を受け、フギンは思わずギョッと返してしまう。対する金髪氷塊男──フェングは、苛いら立だった様子でズンと甲板に氷塊を打ち付け、大穴を開けた。

「おいおい、諜報部のフギンさんよぉ。あんまり調子こいてっと、溺でき死しよりもずっと痛くて苦しい死に方をさせられることになるぜ──」

「ああ、すいません、あんまりそこ、壊こわしすぎないでくれます？　ヒョーカイのなんたらさん。いや僕、一応今は後方甲板任されているんで。皆みんなからの評価点が著しく下がるのは、ちょーっとだけ困るんですよ」

「……殺す！」

　相変わらずのフギンの余裕の態度を受けて、いよいよ激情するフェング。彼は拳に纏った氷塊を二回りほど小さく、対人用に変質させて襲おそいかかってきた。

「（……やれやれ）」

　仕方無くフギンは「適度に人間を殺さない」様に培つちかった格かく闘とう術の構えを取ると、迫り来る氷塊の拳を、左手で軽くいなして──

「──っ!?」

　──受け流したまでは良かったものの、直後、その指先に鋭するどい痛みを感じ、咄とつ嗟さに跳ちよう躍やくして敵から距離を取った。そうして、改めて自らの左手を確認してみると……。

「（……凍こおり始めている？）」

　指先から激痛と共にとてつもない勢いで凍とう傷しようが進行していた。見ている間にもそれは手首まで凍らせ、そのまま肘ひじ、そして二の腕うでまで──

「…………ったく」

　──上って来たところで、フギンはなんの躊躇ためらいもなく、冷静に、右手刀で自らの左ひだり肩かたを切り落とした。甲かん板ぱんに落下した左腕が、更さらにバキリと肘部分から折れる。

　その光景に、フェングが「ひゅー」っと喝かつ采さいの声を上げた。

「おうおうっ、すっげぇ決断力だねぇ、にぃちゃん！　流石さすがは諜報部ってとこかぁ？　大たい概がいのヤツぁ、一いち撃げきで決まるもんだが！」

「…………これも、魔法の一種ですか？」

　足下で砕くだけた自らの左腕を眺めながら、フギンは表情も変えずに質問する。フェングはその様子に一瞬動きを止めながらも、しかしすぐにゲラゲラと笑って応じた。

「そうさ！　それこそオレっちの《寄限魔法オーバーロード》が特性、《絶対氷結クリテイカル・フリーズ》よ！」

「？　オーバーロード？」

　全く聞き慣れない単語に首を傾かしげるフギン。特に説明を期待したわけでもなかったのだが、しかしフェングは自じ慢まんが好きらしく、ゲラゲラと上機嫌で語り出した。

「ああ！　ナルスの医い療りよう研究やルーンヘイムの魔法研究を元に、教会が秘密裏に独自に研究開発してきた魔法技術こそがこの《寄限魔法オーバーロード》よ！　幼少期から特定の属性魔法に晒さらされ続けることにより、魔法特性を極限まで偏かたよらせることで、通常なら一生を修行に費やさねば到とう達たつできぬような属性魔法を《能力》として体に刻み込む！　それこそが《寄限魔法オーバーロード》！　オレっち達、選ばれし存在だけが使える、長ったらしい詠えい唱しようを必要としない最強の魔法っつうわけよぉ！　ヒャハハハハ！」

「ほぉ、それは実に興味深い！　初めて知る魔法だ！」

「……あ？」

　説明を聞いた途端笑顔を見せるフギンの様子に、フェングは顔を顰しかめる。

　フギンはぼたぼたと左肩から流血しながらも、笑顔で彼に近付いた。

「して、その技術は現在どれほど研究が進んでいるんだい？　既すでに誰もが習得出来るレベルにあるのかな？」

「ハッ、さっきから言っているだろうが。これは『選ばれし存在』だけの魔法だと！　《寄限魔法オーバーロード》習得実験に晒さらされたガキは、九割以上の確率で──死ぬんだよっ！」

　言いながら、フギンに再び拳を振ふるってくるフェング。流石は暗殺任務のエキスパート、頭の弱い言動とは裏腹に、その動きは実に洗練されていたが……しかし。

　フギンはするりと滑すべるように氷の拳をかわすと、そのまま極めて流りゆう麗れいな動きでフェングの胸に右掌しよう底ていを叩たたき込んだ。

「……がはっ!?」

　凄すさまじい勢いで背後に吹ふき飛びながらも、しかし即座に甲板に足を踏ふん張ばって勢いを殺すフェング。彼は自らの胸を押え、口の端はしから血を滴したたらせつつフギンを睨にらんだ。

「……てめぇ、ナニモンだぁ？　そりゃあ、左腕を失っているヤツどころか、そもそも人間に出来る動きじゃねぇぞ！」

「……あー……」

　面白い魔法を前にして、少しハメを外しすぎてしまったかなとフギンは後悔するも、後の祭り。バカはバカでも流石は異端審問官らしく、そのギラついた目付きは既にフギンを「ただの人間」と思ってくれていない様子だった。

　フギンはボリボリと頭を搔かいて善後策を講じてみるも……結局は「もうこうなったらさっさと倒たおして口止めするのが吉きち」と判断し、必要以上に取り繕つくろうのをやめることにした。

　さしあたって、とりあえずは──

「ん……っと」

「な──」

　これまで意図的に抑おさえていた「魔物の再生機構」を強く活性化させると共に、自らの独自の「能力」も応用して左腕の再構成を試みる。

　肩かた口ぐちからの出血が止まり、同時に光の粒りゆう子しがボコボコと傷口から湧わき出るように伸のびていき……左腕を、更には失われていた衣服までをも再生させていく。

　呆あつ気けにとられるフェングを前に、フギンは再生した左腕をぐーぱーと何度か開け閉めすると、思わず「んー」と悩なやましげに唸うなった。

「やっぱり流石にゲインの能力ほどは無理かぁ。見た目的に治っちゃいるけど、これじゃ仮かり縫ぬい状態みたいなもんだもんねぇ。……ま、今はこれで充じゆう分ぶんかな」

「お、お前は……一体……」

「ん？　ああ、ごめんごめん、忘れてた。別に今攻こう撃げきしてきてくれても良かったのに。人殺しのエキスパートを自じ称しようする割には、意外と甘あまっちょろいねぇ、キミ」

「っ」

「まあ……」

　フギンはそこで一いつ拍ぱく置き、そして──最早人間性の欠片かけらも感じられない、綺麗すぎる笑顔とともに、極めて明るい調子で告げた。

「次仕し掛かけてきた時が、キミの死ぬ時だったけどね」

「て、めぇ……」

「って、あ、いや殺しちゃ駄だ目めか！　そうだそうだっ、相手が雑魚ざこだった場合は、後々のこと考えて出来るだけ捕ほ縛ばくするようファルディオ君に言われてたんだっけ！　わー、面めん倒どう！　ミュートちゃんが本気出せば一いつ瞬しゆんだけど、今はフギンプレイ中だしなぁ。うーん、どうしよっかなぁ、この雑魚。困った雑魚だなぁ」

「ふざ……けるなぁああああああああああああああああああああああああああ！」

「？　あれ？　どしたの？　なに急にキレてんの？　割とうざいんだけど」

　激げつ昂こうと共に突とつ如じよ自らの足あし下もとに紫し光こうを放つ魔ま法ほう陣じんを出現させ、なにやら唸り始めるフェングを見て、ただただキョトンと首を傾げるフギン。

　そうこうしているうちに、いつの間にやらフェングは、拳こぶしのみならず、自らの体全体をトゲトゲとした氷の鎧よろいで覆おおい始めていた。

「おー、面白い面白い。いいね、うん」

　パチパチと拍はく手しゆする余裕のフギンに、なにやら新たな魔法を発動させてご満まん悦えつな様子のフェングが再び頭の悪い笑い声を上げる。

「ヒャハハハハハハ！　てめぇが何者だろうが最早関係ねぇ！　オレっちがこの《寄限魔法オーバーロード》最終形態《茨の氷鎧アイシクル・アーマー》を発動させちまったからには、もう終わりだ！　この鎧は、触ふれる者全てを凍いてつかせる絶対無敵の鎧！　いかな魔法も武器もオレっちには通用しない！　ヒャハッ！　てめぇらはもう、おしまいだぁあああああああああ！」

　実際彼の言葉は真実のようで、氷の鎧に包まれた彼が前に一歩を踏み出す度、甲板が凍てついていく。

　その光景をぼんやりと見守ったフギンは……心底つまらなそうな顔で、口を開いた。

「で？」

「は？」

「いや、だから。……もしかしてそれで、終わり？」

「……クククッ！　この形態が防ぼう御ぎよに特化し、こちらの戦せん闘とう速度が落ちるものだと考えているのなら残念だったなぁ！　見ろ！」

　叫さけぶと共に、床ゆか板いたを蹴けって猛もう烈れつな速度でフギンに迫せまり来るフェング。

「この鎧は極めて軽く、なおかつ装備者の身体能力を倍以上にするのさぁ！　これでてめぇはもうなすすべなく──」

「ああ、うん、そっかそっか。すごいねー。……もういいやキミ」

「え──」

　そう告げると共にフギンは彼の攻撃を回かい避ひし、いともたやすく懐ふところに潜もぐり込むと。




　フェングの全身に隈くま無なく、目も眩くらむような神速の連撃を叩き込み──拳の氷結が始まるよりも先に、瞬またたく間に氷の鎧を粉ふん砕さいし尽つくした。




「げぁ──!?」

　細かく砕かれた氷の欠片がキラキラと宙に舞まう中、一秒にも満たない間に計九十八の痛つう烈れつな打だ撲ぼく痕こんを体に刻み込まれたフェングは、折れ曲がった鼻から血を撒まき散ちらしながらもゆったりと甲板に背中から落下する。

　遅おくれて、思い出したかのように口からも盛大に吐と血けつしながらも、驚きよう愕がくに目を見開くフェングの目前で。

　フギンはと言えば……淡たん々たんと。流れ作業でもするかのように、凍てつき始めた自らの両手首を切り落としていた。

　フェングは大量に歯が抜ぬけ落ちた口から、どうにか擦かすれた声を絞しぼり出す。

「……馬ば鹿かな……この鎧は、人の拳で砕けるようなもんじゃ……」

「あれ？　まだ僕のこと、人間だと思ってくれてたわけ？　キミ、思ってたよりおめでたい人なんだね」

「……グ……」

　フギンは集中して自らの両手首を「表面上だけ」再生させ、はぁと溜ため息いきを吐つく。

「まあこれが一番手っ取り早そうだから、このゴリ押し戦略とったけど……失敗だったかなぁ。普ふ通つうに《幻霧ミスト》使えば無傷でいけたんだろうけど……まあそれも味気ないしねぇ。でもおかげで、しばらくフギン状態でまともな格かく闘とう術は無理臭くさいなぁ──って」

　そこまで言ったところでフギンは、足下の甲板が、鎧の破片を中心として凍てつき始めているのに気が付いてギョッとした。

　フェングがゲラゲラと不快な笑い声を上げる。

「かはっ！　てめぇの招いた惨さん状じようだぜ、フギンさんよぉ！　その鎧は、たとえ砕け散ろうとも暫しばらくはその魔法効果を残す！　おっと、だからって今いま更さらオレっちの命を奪うばったって無む駄だだぜ？　かかっ、船の大事な機関まで氷結を進行させたくなきゃ、丁てい寧ねいに一つ一つ海にでも蹴り飛ばすんだなぁ！」

「……それは、僕の足止めのつもりか何かで言っているのかい？」

　やれやれと嘆たん息そくするフギンに、フェングは激しく吐血しながらも、続ける。

「言っておくが、他の異い端たん審しん問もん官三人は、悔くやしいが、全員オレっちより格上だぜ。てめぇみたいなイレギュラーな化物戦力がここに縛しばり付けられている今……やはり、オレっち達の勝利は、もはや揺ゆるぎないものと──」

「？　なに言ってるんだい、キミは？　ミュートちゃんとして本気出したっていうのならいざしらず……このフギン如ごときを化物戦力と評するだなんて、正気ですか？」

「？　何を……」

　気を失いかけながらも、必死で這はいつくばる異端審問官フェングに。

　フギンはニタァッと心底禍まが々まがしくも歓かん喜きに彩いろどられた笑みを浮うかべながら、キッパリと、告げてやったのだった。




「本当の化物っていうのはね。他の甲かん板ぱん防衛に向かった面子メンツのことを、言うんですよ？」




　トオル・ミカミ




「──調子に乗るなよ小こ童わつぱ！　いいじゃろう！　もう遊びの時間はおしまいじゃ！」

「…………はあ」

　フギンがフェングを撃げき破はしたのと同刻。ニョルズ号の右う舷げん甲板にて。

　老ろう齢れいの異端審問官に対たい峙じしたトオル・ミカミは、肩かたに乗せた使い魔を撫なでながら、ぼんやりとした返事で応じていた。

　老人は薄うすい胸板をふんぞり返らせつつトオルを睥へい睨げいする。

「これまでの、水流魔法による攻撃はほんの余興に過ぎぬ！　このワシ、ギュミルの本当の異名は《水流のギュミル》ではなく、《水すい竜りゆうのギュミル》！　その恐おそるべき真の力《寄限魔法オーバーロード》を見てなお、そのような余よ裕ゆうの態度でいられ──」

「あ、あのぉ、そろそろいいかげん、降こう伏ふくして貰もらっていいですか？　いくら悪い人でも、やっぱりお爺じいさんに攻撃するのとかって、気が引けるんで……」

　老人の言葉を切ってトオルが割り入る。

　その、孫ほども年の離はなれた少年からかけられた「弱者」を憐あわれむような提案に……ギュミルは、白髪しらがを搔き毟むしって激昂した。

「ワシはまだ本気を出していないと言っておろう！　小童、話を聞いておるのか！」

「ねぇルウ。フギンさん担当の後方甲板って、手伝いに行った方がいいかな？」

「ああ、それは心配ないと思いますぞご主人！　彼はああ見えて対人戦は相当強いですからな！」

「だよね。だとしたら、ここ終わったら次は──」

「だからっ、人の話を聞けと言っておる！」

　叫ぶと同時にギュミルは足下に紫むらさき色いろの魔法陣を出現させる。そうして、いよいよ真の力《寄限魔法オーバーロード》とやらが顕けん現げんするらしいというこの段に至ってもなお──

　──トオルとルウは、彼のことなどまるで眼中にない様子で「次の話」をしていた。

「となると、ここ終わったら……お船の中の方のお手伝いに行こうか、ルウ」

「ですなぁ。異端審問官というのが全員この程度なのでしたら、どこの戦闘も特に問題ないでしょうし」

「……お主らぁ……！」

　怒いかりで額に血管を浮き上がらせたギュミルが、極限まで精神力を振ふり絞しぼった様子で空に右手を掲かかげ……そして、大きく叫ぶ！

「顕けん現げんせい！　水竜《ファフニール》！」

　次の瞬しゆん間かん、ニョルズ号の遥はるか上空に極大の魔法陣が現われたかと思うと、その中央に開いた輝かがやくゲートから……ニョルズ号よりも巨きよ大だいな瑠る璃り色いろのドラゴンがその姿を現わした。

　そのあまりに馬鹿げた幻げん想そう存在の登場を受け、トオルとルウは──

『おおー！　かっこいいー！（ですぞー！）』

　──目をキラキラと輝かせて大興奮する。

「一体どこまで危機感が乏とぼしいのじゃっ、お主らは！　子供か！……いや子供じゃが！　もっと、今は命のやりとりをしているのじゃという自覚を持て！」

　怒りを通り越こして最早呆あきれ混じりのギュミルが叫んだ。トオルとルウが互たがいに顔を見合わせる中……更さらに、近くの壁かべから突つき出ていた伝声管から、慌あわてた様子のスカー船長の大声が漏もれてくる。

「おいおいおいおいおいおい！　なんかすげえのきちまってんぞこらガキ！　なに致ち命めい的てきな攻こう撃げきを許してんだてめぇ、ああん!?」

　彼の言葉を受けて、肩を竦すくめながら伝声管に近付いたトオルは極めて冷静に応じた。

「あれはファルディオのミスだよ」

「しれっと噓うそついてんじゃねえぞガキ！　伝声管通しててめぇらのやりとり、操そう舵だ室に戻もどった俺達にゃあ丸聞こえなんだからな！　明らかにお前の担当しているジジイが使った魔法だろう、ありゃあ！　余裕ぶって、なにかまされてんだよ、ああん!?」

「……だ、だって、おじいさんが、素直に降伏しないから……」

　ジトッとした目で、ギュミルを見やるトオル。ギュミルはなぜか一瞬「そりゃあ、すまな……」と謝りかけてしまったものの、すぐにハッと気を取り直して声高に叫ぶ。

「かっか！　もうこの船はおしまいじゃ！　我が水竜《ファフニール》の放つ必殺の一撃《破は閃せん水すい》は、我々の扱あつかう《寄限魔法オーバーロード》の中でも最大局所火力を誇ほこる最強の魔法攻こう撃げき！　この船に大きな風穴を空けることぐらい、朝飯前じゃ！　そしてなにより……！」

　ニィッと不敵に笑ってトオルを見つめるギュミル。

「勇者よ！　ワシの《寄限魔法オーバーロード》こそが、お主の弱点でもある！　確かに勇者の身体能力は驚きよう異い的であるが、それだけだ！　遥か上空の我が水竜を討つ手段はない！」

「……んー」

「よしんば交戦出来たとて、我が《寄限魔法オーバーロード》により生成された水竜はドラゴンの中でも最強種の一角！　以前《シュ・ロッカ》において我が水竜より遥か格下にあたる毒竜に押されていた程度の戦闘力では、万に一つもお主に勝ち目は──」

「ルウ」

「はいですぞ」

　ギュミルの台詞せりふを完全に無視し、トオルは使い魔に声をかける。

　するとルウはトオルの肩を降り、くるりくるりと体を回転させ始めた。

「《静謐なる月の調べサイレント・ムーン》！」

　技名を叫さけびながら、完全な球体になって、ぽてんと甲板に転がるルウ。

　その意味不明な行動にギュミルが目をしばたかせている中。

　トオルは実に淡々と「いくよ」とだけルウに声をかけ……。




　次の瞬間、自らの使い魔を、勇者の圧あつ倒とう的てきな脚きやく力りよくをもって思いっきり踏ふみつけた。




「な──」

　突とつ然ぜんの勇者の凶きよう行こうにギュミルは絶句するも、しかし毛玉は潰つぶれることなく異様な程に平べったく延のびきると──今度は、凄すさまじい程の弾だん力りよくをもって、勇者の足を弾はじき返した。

「────まさか！」

　ギュミルが二人の作戦に気付き、慌てて空を見上げる。

　猛もう烈れつな速度で右舷甲板から遥か上空へと撃うち出されたトオルは、弾だん丸がんの如き勢いで、水竜《ファフニール》へと直進し──

　──そして、その小さいながら絶大な威い力りよくを伴ともなった「勇者の拳こぶし」を、水竜の腹へと、深く深くめり込ませていた。

「ゲァ……!?」

「ファフニール!?」

　勇者の一撃をもろに腹部に受けて巨きよ体たいをくの字に折られ、既すでに意識を殆ほとんど飛ばされた様子の水竜。それは、ご自じ慢まんの必殺技《破閃水》とやらの「は」の字も見えないうちの、あまりに無む慈じ悲ひな早はや業わざ。

　想定外すぎる事態にギュミルが、ただただ無言で目をまん丸くする中。

　トオルは更に攻撃の手を緩ゆるめず、素早く次の行動に移る。

「よっ、と」

　彼は遥か上空で実に器用に水竜の足の爪つめを足場に跳ちよう躍やくすると、巨大な翼つばさの端はしまで飛び、今度はそれを両手で摑つかんで、くるりとアクロバティックに竜の背の上に出る。

　一切の淀よどみさえない、洗練され尽つくした動き。

　そして真に驚きよう嘆たんすべきは、これら一連の動作が、実に三秒にも満たない間に行なわれたということだ。

「確か、これで対人設定解除……と」

　トオルは腰こしから抜いたミョルニルロッドの柄つか部分を操作し終えると、竜の背で軽く跳躍してからロッドを大きく振りかぶり、そして……。
















「……えい！」

　一いつ瞬しゆん、暁ぎよう暗あんの空を眩まばゆい黄光で染め上げる程の電撃を、水竜の巨体へと[image: 迸]ほとばしらせた！

「…………」

　ぷすぷすと焦こげ付き、ゆっくりと落下を始める最強の水竜《ファフニール》を……ギュミルはもはや、殆ど涙なみだ目めで見守る。

　しかし……それでもなお、トオルの追撃は止まらない。

　いつのまに移動したのか、頭部の角つのに摑まって一いつ緒しよに落下していたトオルは、上空から甲板各所へと視線を走らせた後、少し申し訳無さそうに、水竜へと告げる。

「ごめん、そのまま落ちられると、ちょっと困っちゃうかな」

　そう告げると同時に、角を支柱にしてぐるりと体を回転させたトオルは、船への落下直前に、竜の頭を痛つう烈れつに蹴けり飛ばす！　その結果……。

「あ……」

　水竜の巨体はニョルズ号の前方へと蹴り飛ばされたかと思うと、そのまま水切り石のように海面を跳ねて、水平線の彼方かなたまで吹き飛とんでいってしまった。

　あまりに呆あつ気けなく、だからこそ見事に完かん膚ぷ無き、決着。

「…………ば、……ばば……ばか……な……ワシの……《寄限魔法オーバーロード》が……こんな……」

　一時は教会最強とまで謳うたわれた水竜《ファフニール》の雑魚ざこ扱あつかいという、俄にわかには信じ難がたい光景を受け、ギュミルは愕がく然ぜんとその場に膝ひざからくずおれる。

　程なくして右舷甲板まで戻って来たトオルは、激しく落ち込む老人を見やり、ルウと困ったように顔を見合わせた。

「なんか……悪い事しちゃったかなぁ？」

「ですなぁ。妙みように自信だけはあったみたいですしなぁ」

「まあ確かに凄すごいっちゃ凄いんだけどさ……」

「そうですな。人として、強いか弱いかで言えば、強いのでしょうが……」

「うん。彼も言っていたように、確かにこの世界に来たばかりの頃ころのぼくとかだったら、凄く苦戦したんだとは思うんだけど……」

　そこまで喋しやべって、トオルは憐れな老齢の異い端たん審しん問もん官かんへと目を向け……ぽつりと呟つぶやく。




「《シュ・ロッカ》や《魔人》や《千体の魔ま物ものを身に宿す人》なんていう規格外の敵ばかりと死し闘とうを積み重ねてきたぼくらの学習能力……あんまり侮あなどられても困るんだよね」




「ですなぁ」

　やれやれと肩を竦すくめるトオルとルウ。二人がさてこれからどうしたものかと考えていると、再び伝声管から船長の声が飛んできた。

「おう、どうやら右う舷げん甲かん板ぱんに乗り付けてた敵の無力化に成功したみてぇだな」

「あ、うん。なんとなくだけど、たぶんもうこのおじーさん、暫しばらく魔法使えないよ。誰だれかロープでも持って来て、縛しばっておいてくれる？」

「了りよう解かいした。じゃあお前らは、そのまま左舷甲板の助っ人に向かってくれや」

　スカー船長のその台詞に、トオルとルウは目をぱちくりとさせる。

「左舷甲板？　なんで？」

「なんでって……おいおい、あっちは嬢じようちゃん一人なんだぞ？　どうも各所の話を聞くだに左舷はやべぇ魔法使う異端審問官がいるみてぇだし　手伝うってんなら、まず──」

　船長のその言葉に、トオルとルウは思わず噴きだしてしまう。

　そうして、伝声管の向こうで不思議そうに押おし黙だまるスカーに対し。

　トオルはひとしきり笑った後……おかしすぎて目め尻じりに浮うかんだ涙を拭ぬぐいながら、伝声管に向かって返した。




「現在この船で最も『助っ人』の要らない場所だと思うよ。師し匠しようのいる、左舷甲板はさ」




　セシリア・シヴィル




「噓……だろ……？」

　ニョルズ号新人船員ウォンド・セーミングは、左舷甲板で繰くり広げられていたあまりの光景に、思わず息を吞のんで立ちすくんだ。

　……元々、そこが現在のニョルズ号において最大の激戦区になっている箇か所しよであろうとは、聞いていた。

　実際、襲しゆう撃げきが始まってもなお、いくらかは敵との会話が伝声管を通して船内に漏れ聞こえてきていた他の甲板とは違ちがい。左舷甲板の伝声管からは、常に激しい戦せん闘とう音ばかりが響ひびき渡わたるばかりであり。

　そんな中でも一応、敵がラーンという名前の女性であることや、その《寄限魔法オーバーロード》が《屈辱の軍勢アーミー・オブ・フール》という明らかに不ふ吉きつなネーミングの魔法であることだけはかろうじて判明したものの、それ以外の状じよう況きようは一切不明。

　遂ついには、どういうわけか船体の重心が彼女らの戦う左舷甲板側へと傾かたむいてきている……という段になったところで、いよいよ手空きのウォンドが状況確かく認にんのため派は遣けんされる流れとなったわけだが。

「……そんな…………なんて……」

　事前情報から、凄せい惨さんで悲ひ惨さんな戦闘状況を重々覚かく悟ごしてきたつもりの、ウォンドでも。

　流石さすがに、ここまでの光景が広がっているとは、想像だにしていなかった。

「…………」

　ウォンドが訪れた現在、左舷甲板は、恐おそろしい程の静せい寂じやくに包まれていた。

　伝声管から響いた激しい戦闘音は最も早はやそこになく、それこそが、無慈悲にも状況の決着を物語っている。

「（しかしありゃあ、大した手て練だれだぜ）」

　昨晩、飲みの席で船長が女騎き士しをそんな風に評していたことを思い出す。

　荒あら事ごとがイマイチ得意ではないウォンドの目には、どう見てもセシリア・シヴィルは華きや奢しやで優ゆう雅がで美しいだけの女としか映らなかったし、だからこそ、左舷甲板の防衛に向かったと聞いた時は心底嫌いやな予感を抱いだいた。悲惨なことになるんじゃないかと。

　結局、その予感は見事に的中してしまった。

「ああ……セシリアさん……そんな……」

　よろよろと、左舷甲板に踏み出すウォンド。そんな彼に気付いた女性異端審問官ラーンが、ニタァと歪いびつな笑みを浮かべる。

「丁度良かったわ、船員さん。それ、さっさと回収してくれる？」

「お前……！」

　ギリッと怒いかりに歯は嚙がみするウォンド。

　彼は壁かべに背を預けるラーンへとツカツカと足早に駆かけ寄よると、一切の危険も顧かえりみず、怒りに任せて彼女の胸むなぐらを摑つかみ上げた。

　しかし、それでもヘラヘラと笑い続けるラーンに対し。

「…………っ！」

　遂に堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたウォンドは……右手でラーンの胸ぐらを締しめ上げたまま、左手人指し指で、見るも無残な姿のセシリアを──




　──左舷甲板を埋うめ尽くす程の大量の骸がい骨こつ戦士の山の上で、一人、「うむ、いい汗あせかいた！」といった様相で爽さわやかに額の汗を拭う女騎士を指さし、全力で叫んだ！




「あんな化物女、オレが扱あつかいきれるわけねぇだろうがぁああああああああああああ！」

「だったらあたしを回収してよぉぉ！　お願い！　お願いですからぁあああああ！」

　突とつ如じよ滂ぼう沱だの涙を流してウォンドに縋すがる、敵の美人異端審問官。どうやらこれまで妙にヘラヘラしていたのは、あまりの恐きよう怖ふで既すでに精神がぶっ壊こわれてしまっていたせいらしい。

　彼女は敵の前でおいおいと泣きながら、ウォンドに全力で抗こう議ぎしてきた。

「あたしの《屈辱の軍勢アーミー・オブ・フール》は、これまであたしが殺してきた五百八十二人の人間の屍しかばね全てに、教会暗部で連綿と培つちかわれてきた必殺剣けん技ぎを刷り込んで傀かい儡らいの骸骨剣士とする、最強最悪の《寄限魔法オーバーロード》なのよ!?　それが……それがどうしてこんな、いともたやすく!?」

「知るか！　あんたの作戦ミスかなんかだろう！」

「違うわよ！　実際あたし達の事前調査じゃ、セシリア・シヴィルの剣技は一対一ならば最強かもしれないけど、こと《対多数戦闘》には極めて不向きという結論が出ていたの！　なのに、蓋ふたを開けてみたら……」

「みたら？」

　ごくりと唾つばを飲み込みながらウォンドが訊たずねると、ラーンは鼻水を啜すすりながらも怒ど濤とうの勢いで語り出した。

「こっちは手練れの骸骨軍団で攻せめているっていうのに、まるで背中に目でもついているかのように攻こう撃げきは一つもあたらないしっ、本来、あたしの魔法で硬こう質しつ化されてほぼ無敵のはずの骸骨の骨をまるで棒ぼう飴あめの如ごとくパッキンパッキン軽快に叩たたき切るし、果ては……」
















　そこまで一息に言ってから、ラーンはごくりと唾を飲み、そして、心底恐怖に怯おびえたような表情で、ウォンドに縋りながら叫さけんだ。

「《月がち輪りん・斬ざん撃げき波は》とかいう超ちよう広こう範はん囲い＆超威い力りよくっていうトンデモにも程がある技で、あたしの骸骨剣士達を一撃で百体以上斬きり裂さいた挙句、あろうことかそれを……かなり離はなれていたあたしのもみあげを掠かすめる勢いで飛ばしやがったのよ!?　明らかに無む駄だに！　これみよがしに！　ただただ、格の違いを見せつけるかの如く！　きぃー！」

「……そりゃまた……」

　ウォンドが絶句する中……ラーンは彼の体に隠かくれつつ、怯えるようにしながらも、ギロリとセシリアを睨にらみつける。

　すると、彼女はラーン達に気付き…………実に爽やかに、にこりと笑った。

「ところで異端審問官殿どの。《寄限魔法オーバーロード》とやらはまだ撃うたないのか？」

「まだこちらが本気を出してないと思ってるぅぅぅぅぅぅうううううううううう！」

　遂にラーンの屈辱はピークを超えたらしく、彼女はくらりと意識を失った。

　ウォンドは少し困ってしまったものの、とりあえず、ラーンをさるぐつわとロープで拘こう束そくしておくことにした。

　作業をしていると、セシリアが近くに寄ってくる。ウォンドはすっかり怯えてびくんとおののくも、彼女はまるで気にした様子もなく気さくに話し出した。

「いやしかし、文字通り骨が折れる戦いだったぞ。彼女の言う通り、トオルと違ってどうにも私は《対多数戦闘》というのが苦手でかなわない」

「いやいやいや、どの口がそんなこと言うんですか」

　左舷甲板の死し屍し累るい々るいとした惨さん状じようを見み渡わたしながらウォンドが言うと、セシリアは苦笑いしながら応じた。

「いや、本当にこういうのは苦手だったんだ。しかしどうも、不思議なことに……」

「不思議なことに？」

　ウォンドが訊ね返すと、セシリアは自らの胸に手を当てて、どこか優しげに語る。

「ナルスで輸血を受けてから、すこぶる体の調子がいいんだ。まるで、誰かが力を貸してくれているかのように」

「はぁ……そりゃ、結構なことですね……」

　どう答えたものやら分からず、ウォンドはぼんやりと応じる。セシリアはしばしそのまま何かに感謝するように自らの胸に手を当てたのち、改めて話を切り出してきた。

「ところで、他の甲板の状況はどのような感じだ？　先程、上空でトオルが竜りゆうを討っていたのは確認したが……」

「え？　あ、はい。自分もずっと船内うろついていたんで詳くわしくは伝声管で船長に確認をとって頂きたいんですが、とりあえず、フギンさんから『敵は倒たおしたけど、残業中』との連れん絡らくがあったということだけは聞きました」

「そうか。では、残るは船首甲板で敵首しゆ魁かいを担当している、ファルディオとレイアか」

「…………」

「？　どうした？」

　二人の名前が出た途と端たんウォンドが表情を曇らせたことに、セシリアは首を傾かしげる。

　ウォンドは少し躊躇ためらった後……正直に、自分の印象を語った。

「あの、どうして、最大の強敵がいることが分かりきっていた船首甲板担当に彼らを？　いや、こんなオレにも流石にあの馬ば鹿か力ぢからボウヤやフギンって人が強いのは分かりますけど……。でも、あのチャラい魔法使いや痛い格好したお嬢さんチームは、明らかに……」

　ウォンドの言葉に、セシリアは一度キョトンとした後、「ああ、頼たよりなく思う気持ちもよく分かるよ」と応じ。

　しかしすぐに、不敵な笑顔とともに堂々と断言したのだった。




「だが、もし私が敵の立場ならば、最も戦いたくない相手は──あの二人だ」








第六章　魔ま法ほう使つかいはホラを吹ふく









　ファルディオ・メルクリウスは、レイア・キサラギという人間のことが、正直に言って……心の底から苦手だった。

　自らとは真逆の性能と器量を持つ優等生。環かん境きようや血統に恵めぐまれ、周囲との折り合いも良く、なにより、あまりに単純な「正義」とやらを信じ切っている。

　実際彼女と学園で交かわした会話は一部の例外を除いて殆ほとんどが喧けん嘩か腰ごしのそれであったし、いくら多少の心の触ふれ合いがあったからとて、あの極めて短期間な学校生活の間に、「友情」と呼べる程ほどの確かな絆きずなが生まれていた確証なんて、とても持てやしない。

　考え方が真っ向から食い違ちがう、という事実だけをとれば。

　レイアは、ファルディオにとって、「敵」と称しようしても過言ではない存在だった。

　それは、レイアにしてみても同じだ。不ふ真ま面じ目めで、常にルールを逸いつ脱だつし、あまつさえ彼女の信じる正義を小こ馬ば鹿かにするファルディオは、勇者の娘むすめであり魔法の才能を持つ彼女が十七年の人生で初めて出で逢あった「敵対者」であり。

　しかしそんな根っから嚙かみ合わない二人は現在──




　──肩かたを並べて、一人の敵と対たい峙じしていた。




　異い端たん審しん問もん官かん・エーギル。

　彼こそが、このニョルズ号を襲おそった異端審問官達の首魁であり、過去ファルディオを聴ちよう取しゆした教会関係者であり、同時に、レイアを利用した張本人でもあった。

「お二人とも、ご無ぶ沙さ汰たしております。あ、レイアさんはそうでもないですかね」

　のっぺりとした、如何いかにも「善良な一市民然」とした笑みを浮うかべ──ニョルズ号の舳へ先さきに立つエーギル。

　ファルディオは彼の瞳ひとみの奥の闇やみに気け圧おされながらも、しかし、誤ご魔ま化かすように杖つえを構えてヘラヘラと応じる。

「よう、エーギルっつったか。大人しい顔して、アンタもしつこいねぇ。暇ひまなのか？」

「いえいえ、最近は我々も中々に忙いそがしいのですよ？」

「ハッ、胡う散さん臭くさい女神めがみ教会様は、敵が多そうだもんなぁ！」

「はい、お陰かげ様さまで、本当に充じゆう足そくした毎日を送らせて頂いております」

　まるでそれを、極めて一いつ般ぱん的な仕事の話でもするかのように語るエーギル。

　彼の放つあまりの狂きよう気きにあてられ、ファルディオの持つ杖がカタカタと震ふるえ出したところで、レイアが一歩前に出る。

「やはり、わたくしを焚たきつけた上で尾び行こうしていましたね？　酷ひどい人達」

「ははは、それはお互たがい様ですよ、レイアさん。貴女……私達異端審問官の存在を、ご丁てい寧ねいにも教会の影えい響きよう力が極めて薄うすい魔ま法ほう都市ルーンヘイムまで赴おもむいた上で、告発なさろうとしていたでしょう？　その、正義感とやらに従って」

「やはり、バレていましたか」

「とはいえ、まさか勇者の一味と合流までなさり、ましてや一つの船に乗って下さるとは、思ってもみませんでした。実に有能な手引き行動、ありがとうございます。非常に手間が省けます」

「そりゃあ、どうも」

「ところで、ここまで私共に協力してくれていながら、なぜ未だそちら側につくのです？」

「まあ、それこそが、わたくしの計画であり……正義ですからね」

　額に汗あせを滲にじませながらも、レイアもまた、エーギルに向けて杖を構えて臨戦態勢をとる。

　ファルディオは視線を敵に向けたまま、レイアに話しかける。

「ったく、相変わらず、俺にゃあ理解出来ない価値観で動いてんのな、お前」

「あらファルディオ。もしかして、わたくしが貴方あなたのために馳はせ参さんじたとかじゃなくて、ガッカリなさってます？」

　くすっと艶えん笑しようを浮かべるレイアに、ファルディオは薄うす笑わらいで返す。

「いんや、相変わらず過ぎてむしろ安心したわ」

「なら良かったです。こちらも安心しました。勇者との旅という素晴らしい経験をなさってなお、貴方は変わりなく、捻ひねくれ者のご様子で」

「そりゃどーも」

　減らず口を叩き合う二人を、エーギルはしばし黙だまってニコニコと見つめ……そうして、会話が途と切ぎれたところで、おずおずと、申し訳無さそうに提案してくる。




「では、そろそろ死んで貰もらって構わないでしょうか？　次の仕事も控ひかえてますので」




『っ！』

　二人が身を強こわ張ばらせた次の刹せつ那な、エーギルは右みぎ掌てを正面に向けると、空中に光り輝かがやく魔ま法ほう陣じんを三重に出現させつつ、淡たん々たんと短く詠えい唱しようした。

「《寄限魔法オーバーロード》《沈める波ドウーヴア》」

　途端、船体の周囲の海から船体を取り囲むように計十二本の水柱が立ち上り、それらが一いつ斉せいに二人へと襲おそい掛かかってくる。

「おいおいおいおいおいおいおい！」

　ファルディオは慌あわてふためいてあたりを見回す。直撃すれば二人の命がないのは勿もち論ろん、下手をすると船まで一いつ瞬しゆんで沈ませかねない強大な水魔法。

　そんな、いきなりの絶体絶命状じよう況きようを前にして。

　しかしレイアは一人……少し前から、極めて冷静に、対たい抗こう呪じゆ文もんの詠唱を開始していた。

「────よりて成されしは、堅けん牢ろうなる火ひ喰くい蜂ばちの巣す房ぼう！」

　そうして今まさに猛もう烈れつな勢いで水柱が二人へと迫せまる中、頭上へとマジカルステッキを掲かかげたレイアが叫さけぶ！

「《リフレクト！》」

「……！」

　次の瞬間、二人の周囲は黄金こがね色したエネルギー状の半球膜まくが形成され、それらは迫り来る水柱を、まるで球体表面を滑すべらせる様にして、つるりと全て外へ撥ね返した。

　──が。

「ぐ……！」

　のし掛かる水の荷重に耐たえるかの如ごとくステッキを両手で支えながら呻うめくレイア。

「レイア！」

　ファルディオが声を上げる中、状況を冷静に見守っていたエーギルは少し感心した様子を見せる。

「流石さすがはミーミル魔法学校始まって以来の天才と呼ばれた《才さい禍かの魔女》ですね」

「その呼び方はやめて！」

　威い勢せい良よく返しながらも、しかしレイアの表情に余よ裕ゆうはない。

「ふむ、これでは互いに不毛ですね」

　エーギルが右手を軽く振ふると、十二本の水柱はその場で力を失ったように砕くだけ散り、大量の飛沫しぶきは雨のように船首甲かん板ぱんへと降り注ぐ。

　レイアはそれでもしばらく警けい戒かいのため防ぼう壁へきを維い持じし続けたものの、エーギルの言う通り精神力の無む駄だと判断すると、慎しん重ちように魔法を解いた。

　ファルディオがエーギルを睨にらみつけたままで「賢けん明めいだ」とレイアに声をかける。

「魔法現象のエネルギー自体はてめぇらの言う《女神の加護》とやらで殆ほとんど無む尽じん蔵ぞうに供給されても、それを繊せん細さいな集中力で扱あつかう術者にかかる精神負担はでけーからな。発動中長時間維持を必要とする魔法なら尚なお更さらだ。無駄に使うべきじゃない」

「あら、退学者がこのわたくしに魔法の講義ですか？」

「そう言うなよ同じ退学者。アレを見ろ」

　そう告げるファルディオの視線の先では……強大な魔法使用直後の異端審問官エーギルが、レイアとは違ちがい、一切の負担を感じた様子もなく、飄ひよう々ひようと立っていた。

　レイアがごくりと唾つばを飲み込む。

「まったく……《禁きん忌き魔ま法ほう》だの《寄限魔法オーバーロード》だのと……これまで必死に通常の魔法だけを学んできたわたくしの努力が、馬ば鹿からしくなってきますね」

「おいおい、あんな、恐おそらくはドーピングか何かで手に入れたような最低魔法と俺の《禁忌魔法》を一いつ緒しよにしてくれんなよ。なんせ《禁忌魔法》ときたら……精神力どころか、術者の体力まで消費するんだぜ！　すげー燃費わりぃだろ！」

「何を堂々と誇ほこっているのですか！」

　二人のそんなやりとりを、エーギルは微笑ほほえましく見守り……そのまま、まるで世間話に自らも加えて貰おうとするかのような自然さで、右手人指し指を二人へと向けて詠唱を口にする。

「《寄限魔法オーバーロード》《叩きつける波ウズ》」

　刹那、彼の指先を中心に生成された小皿のような水すい塊かいが高速で直線に飛来する。

　ファルディオとレイアは咄とつ嗟さに左右に分かれ紙一重でそれをかわすも──直後、水塊は操そう舵だ室下の木造船せん壁ぺきに直撃し……バキバキと嫌いやな音を立てて表面を打ち砕いた。

「反則すぎんだろう！　詠唱の短さと威い力りよくが比例してね──」

「《叩きつける波ウズ》《叩きつける波ウズ》《叩きつける波ウズ》」

「しかも連射が利くだとぅ!?」

　続けざまに何度もファルディオに向けて放たれる水塊を必死に彼が避よける度、甲板や船壁が盛大に壊こわれて行く。

　船首甲板に取り付けられた伝声管から、操舵室で様子を見ていたらしいスカー船長の檄げき文ぶんが飛んだ。

「避けまくってんじゃねーぞにーちゃん！」

「避けなきゃ死ぬんだっつうの！」

　ファルディオが全力抗こう議ぎしている隙すきに、レイアがステッキを構えてエーギルに簡素な魔法攻こう撃げきを放つ。

「《吹ふき荒すさぶは葦あし原はらの風》！」

　杖の先から放たれた猛もう風ふうがエーギルに吹ふき付ける。それは決して致ち命めい傷しようを与あたえる攻撃でこそなかったが、相手の魔ま法ほう詠えい唱しようを阻そ害がいするには充じゆう分ぶんであった。

　エーギルが一度《叩きつける波ウズ》の連射を中断して猛風をやり過ごしている隙に、今度は体勢を立て直したファルディオが仕し掛かける。

「《ハイクオリア》！」

「！」

　ファルディオの杖の先せん端たんから放たれた光球に対し、露ろ骨こつに表情を強張らせるエーギル。流石にファルディオを長期間付け狙ねらっていただけあって、《ハイクオリア》がいかに警戒すべき魔法であるかは理解していたようだ。

　エーギルは咄とつ嗟さに両りよう掌てを自らの前に突つき出して詠唱した。

「《寄限魔法オーバーロード》《取り囲む者ビユルギヤ》」

　彼の足下から這はい出てきた不定形の水の膜がぐにゃぐにゃとエーギルを取り囲む。

　ハイクオリアの光は水の壁にぶつかると、まるで溶とけるようにして消えて行った。

　ファルディオは思わず舌打ちする。

「（くそっ、こいつ一体いくつ《寄限魔法オーバーロード》とやらを使えるんだよ！　それに……ハイクオリアの弱点までよく心得てやがる！）」

　確かにハイクオリアは誘ゆう導どう性能の高い魔法だが、障害物……こと「光を反射するもの」には弱く、効果を散らされる傾けい向こうにある。それは術者であるファルディオしか知り得ないような特性だと自負していたのだが、考えが甘かったようだ。この分だと、恐らくは《禁忌魔法》が同一魔法の再使用にある程度のインターバルを必要とすることも敵は認識しているであろう。

　エーギルはハイクオリアを凌しのぎきったことに笑みを漏もらすと、二人に語りかけてきた。

「ハイクオリアはまだ取っておくべきでしたね。今ではなかった。レイアさんと上手く連れん携けいすれば、それも可能でしたろうに……。ああ、いや、そうか」

　一人で何か納得したように呟つぶやいたエーギルは、身構えるファルディオ達に、どこか楽しげに告げてくる。

「キミ達は、極めて相性が悪いのでしたね。合流してからこの方、会話もどこかぎくしゃくしてばかりでしたし」

『！』

「今いま更さら驚おどろくこともないでしょう？　私共は、当然の如く貴方やレイアさんを監かん視ししていたわけですから。気配に敏びん感かんな勇者やセシリアさんがいる以上、あまり接近監視は出来ませんでしたが、その分、盗とう聴ちように余念はなかった。合流後の貴方達が交わした全会話を、私共は把は握あく出来ていると思いますよ」

「そりゃまた……いい趣しゆ味みしてやがるこって」

　ファルディオの嫌いや味みに、しかしエーギルは「そうですね。意外と楽しいですよ」等と悪びれることなく答えてくる。

　その、どこか知ったかぶりな態度に思わずムカッと来たファルディオは、「レイア！」と声を上げると、彼女に堂々と指示する。

「野や郎ろうに近づけ！」

「っぅ！　またそうやって偉えらそうに指示してぇ！」

　文句を垂れながらも、レイアは即そく座ざにファルディオに言われた通り動き出す。

　全力で向かって来るレイアに、エーギルは余裕の態度で人指し指を向けた。

「魔法使い相手に接近戦を挑いどむのは常じよう套とう手しゆ段だんですが……それは、まず敵に近づけることと、有効な近接攻撃手段を持つことが前提ですよ？　魔法学校出身のもやしっ子さん方」

　言いながら、彼は自らに向かって来るレイアに対して──当然の如く魔法を放つ。

「《寄限魔法オーバーロード》《叩きつける波ウズ》」

　ただでさえ高速で回かい避ひが難しい攻撃魔法。それに対し、正面から走り込んでいる、特に運動神経がいいというわけでもないレイアは、通常ならば完全に直撃コースである。

　しかし……レイアに《叩きつける波ウズ》が直撃する寸前、ファルディオは次なる禁忌魔法を唱えた。

「《ディメンション・ムーブ》！」

　瞬間、レイアの姿は霞かすみのように搔かき消え──しかしその直後には、再び、その姿を現わした。

　──二メートル程前方の《叩きつける波ウズ》を越こえた位置に。

　驚おどろき目を見開くエーギルに対し──ファルディオは間かん髪はつ入れず、次なる禁忌魔法を唱えた。

「《ヘルファイア》！」

「な────」

　そのまま走り込み、いつの間にやらエーギルの目前まで迫っていたレイアの口から、地じ獄ごくの業火が[image: 迸]ほとばしる。

　それはエーギルの体全てを包み込むと、猛烈な勢いで燃え盛り始めた。

　レイアが自分まで被ひ害がいを受けぬようバックステップで距きよ離りを取りながら、自らの口元を袖そでで拭ぬぐう。

「うぅ、こんなの、魔法少女らしくないぃ……！」

「文句言うな！　結果オーライだろうが！」

「…………それに、ファルディオ、わたくしのこと『敵』と思ってるみたいですし……」

「ああん!?　んなもんお互たがい様だろ!?　それに《ヘルファイア》は軽く敵視しているだけでも発動する魔法なんだから──っつーかなに拗すねてんだお前！」

「べっつにぃ」

　ぷいっと視線を逸そらし、まだまだ燃え盛るエーギルを見やるレイア。彼女はそのあまりの惨さん状じように、ひくひくと頰ほおを引きつらせた。

「ねぇ、これ、やりすぎてないでしょうね？　この人、死ぬんじゃ？」

「ああ？　殺しに来ている強敵相手に情けなんざいらねぇよ。と、言いたいところだが、今回はキッチリ威力は調節してるぜ。見た目こそ派手だが流石に死ぬ程ほどの炎ほのおじゃねえ」

「そう……」

　レイアはホッと胸を撫なで下ろすと、振り返ってファルディオのもとに戻もどろうと──




「まあ、そもそも私、まともに喰くらってないですしね《ヘルファイア》」




　──した矢先、背後から響ひびいた声を受けて慌あわてて振り返る。

　ファルディオもギョッと目を瞠みはる中、徐じよ々じよに収まりゆく炎の中から……全く無傷のエーギルが、相変わらずのフラットな笑顔で姿を現わした。

「残念でしたね、ファルディオ君。私共は、これまで貴方あなたが戦ってきた敵達とは違い、ファルディオ・メルクリウスという人間を、その禁忌魔法を、全く侮あなどっていません。むしろ勇者一味の中でも最大の脅きよう威いとして捉とらえ、その対策を講じてきています」

「そりゃまた……ありがたいこって」

　額に冷や汗あせを滲にじませながら応じるファルディオに対し、エーギルは懐ふところからなにやら取り出す。

「《不死鳥の護ご符ふ》。装備者に向けられた《熱》を悉ことごとく無効化するという、大変希少な魔法道具なのですが……」

　そう説明する最中にも、エーギルの摘つまんだ護符はボロボロと崩くずれ落ちていく。

「……まあ、まさかたった一度の無効化で駄だ目めにされるとまでは思いませんでした。が、まあ想定外という程のことでもありません。むしろ一度《ヘルファイア》をしのぎ切れたことを、僥ぎよう倖こうと思うべきでしょうね」

「…………」

「さて……」

　エーギルはこれまでのニヤニヤした笑みを引っ込めると、突とつ如じよ、瞳ひとみに滾たぎる殺意をギラつかせ始めた。戸と惑まどう二人に、エーギルが告げる。

「どうも、他の甲かん板ぱんの戦せん況きようが芳かんばしくなさそうです。まったく……。……こうなれば、仕方ありません。消しよう耗もう激しい割には確実性に乏とぼしく大味すぎて、出来れば使いたくなかった手段ではありますが、背に腹は代えられませんし……」

　言いながら、大きく両手を開き、あろうことか宙に浮うき上がっていくエーギル。その足下に巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが現われる中、彼は……あまりに不ふ吉きつな魔法名を、告げた。




「《寄限魔法オーバーロード》《押し寄せる大波コールガ》」




　時が止まったような静せい寂じやくが、場を満たす。

　…………何も、起こらない。しかし、エーギルの浮ふ遊ゆうは続き魔法陣は展開されたままであり……なにより、漂ただよう空気がとてつもなく重たかった。

　まるで、台風の目の中にいるような、平へい穏おんと不安。そして圧あつ迫ぱく感かん。

　ファルディオとレイアは状じよう況きようを完全には把握出来ないながらも、しかしこのままエーギルを放置しては確実になにか「まずい」ことが起きると判断し、彼の魔法を止めるべく動き出す。

　ファルディオは慣れないながらも接近戦を挑みに走り、レイアは攻撃魔法の詠えい唱しようを開始した。相手は、恐おそらくは大きな魔法を使うべく「ため」の段階にある、無防備な存在。ならば攻撃を当てるのは容易いこと──

「《寄限魔法オーバーロード》《叩きつける波ウズ》」

『な──』

　二人が驚きよう愕がくに目を見開く中、浮遊するエーギルの指の一つから、ファルディオに向けて水すい塊かいが飛ぶ。ファルディオはかろうじて転がるようにそれを回避するも、その心臓はばくばく早はや鐘がねを打った。

　レイアの詠唱も止まる中、エーギルが笑顔で二人に告げる。

「《寄限魔法オーバーロード》の同時使用が出来ないだなんて、いつ言いました？」

「……おいおい」

　立ち上がりながらも、完全に想定外な事態に焦あせりを滲にじませるファルディオ。

「（流石さすがに最初の《叩きつける波ウズ》よりゃ精度も速度も落ちてたが……それでも、充分にやべぇ。……くそっ、ヤツを『仕留めるための策』自体はあるのに！　そこまでの状況に持ち込める方法が……）」

　ファルディオが考えている間にも、レイアは魔法詠唱を再開しようと試みるが、しかしそれもほぼ無詠唱で放たれる《叩きつける波ウズ》に阻はばまれてしまう。

　そうこうしている間にも、エーギルが《押し寄せる大波コールガ》を唱え出してから場に漂い出した圧迫感が、加速度的に増していく。

　更さらには──

「ファルディオ！　上！」

「!?」

　レイアに促うながされ、エーギルに充じゆう分ぶん注意は払はらいつつも、空を見上げる。と、そこには……。

「んだ……ありゃ……」

　なにやら、空に描えがかれた巨大な魔法陣の中から、いかにも凶きよう暴ぼうそうなドラゴンがその姿を現わしていた。もしやあれが《押し寄せる大波コールガ》とやらの結果かと推察していると、エーギルがなにやら珍めずらしく舌打ちして苛いら立だったように呟く。

「勇者相手に馬ば鹿かなことを。あんな隙すきだらけの高威い力りよく魔ま法ほう、この状況ではむしろ……」

「？」

　どうやらあれは、エーギルの呼んだものではないらしい。

「（……そうか、だったら……あれなら……）」

　ファルディオが咄とつ嗟さに思考を始める中、ドラゴンに向けてなにやら小さな人間が……トオルが、猛もう烈れつな勢いで飛んで行く。

『…………！』

　彼はファルディオ達が見守る中、あれよあれよという間にドラゴンを叩きのめすと……そのまま、その頭部の角に摑つかまって一いつ緒しよに落下してきた。──と。

「（…………！）」

　ファルディオと、遥はるか上空にいて殆ほとんど点のような小さなトオルの視線が、交差する。

　ファルディオはその一いつ瞬しゆんに全てを賭かけるように、自らの瞳の光に想いの全てを託たくした。

　トオルはそんなファルディオの視線をしっかりと受け止めた後、そのまま他の甲板にも素早く視線をやると……最後に再び船首の方を向き、そして……。

「────！」




　浮遊するエーギルに向けて、思い切り、ドラゴンの体を蹴けり飛ばしてきた。




「な──」

　これには流石のエーギルも驚いた様子で、慌てて横方向に動くことで回避を試みる。

　しかし「今だ」と判断したファルディオは、思い切ってエーギルに向かって飛び込み、その神父服の裾すそを摑んでやった。

「!?　きさ──」

　エーギルがバランスを崩し、何か言いかけたその瞬しゆん間かんには既すでに──




　──竜りゆうの体は、二人の目の前まで飛んできていた。




「ファルディオ！」

　レイアが悲鳴のような叫さけび声を上げる中、竜は──二人の体を掠かすめて飛んで行く。

「がっ」「ぐっ！」

　直ちよく撃げきこそ免まぬかれたものの、竜の勢いに引き摺ずられた二人は甲板をゴロゴロと転がり、強したたかに船のへりへ体を打ち付けて止まった。──二人に致ち命めい的てきダメージはない。

「っ！」「！」

　二人は即そく座ざに体勢を立て直すと、エーギルは再び《押し寄せる大波コールガ》詠唱のため宙に浮きつつ精度の低い《叩きつける波ウズ》をファルディオとレイアに放って牽けん制せいする。

　その顔つきに、これまでのような余よ裕ゆうは最早無かった。

　ファルディオとレイアは《叩きつける波ウズ》を回かい避ひしつつ、今こそ好機と見てとると、互いに一瞬の目配せの後、それぞれに行動を取り始める。

「《伽が藍らんに響くは天上のしらべ、杯さかずきを満たすは禊みそぎの酒──》」

　レイアはこれまでの短く簡素な魔ま法ほうとは違ちがう、無防備に隙を晒さらし続ける高等魔法の詠唱を。そしてファルディオは──。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　先刻一瞬トオルに見せた叡えい智ちに彩いろどられた瞳の光はどこへやら、ただただ、愚ぐ直ちよくにエーギルへと不格好な接近戦を挑いどみ掛かかっていた。当然、レイアの高等魔法詠えい唱しようを邪じや魔まさせないためである。しかし──

「その程度で！」

　──エーギルとてそんなことは百も承知。彼は額に血管を浮き上がらせると、《押し寄せる大波コールガ》の詠唱とは別に、更に──二つ《寄限魔法オーバーロード》を起動させてきた。




「《寄限魔法オーバーロード》《沈める波ドウーヴア》《血まみれの髪ブローズグハツダ》！」




「こらこらこらこらっ、反則級にも程があんだろてめぇ！」
















　これには流石に、既にある程度勝利への方程式を固めていたファルディオさえ動どう揺ようする。

　精度の低い《寄限魔法オーバーロード》を一つを回避するぐらいならば、運動神経ゼロのファルディオでも死ぬ気で臨めば一人で出来るのではないか、全ての起点となるレイアの超攻撃魔法を発動させる時間ぐらい稼かせげるのではないか……等と考えていた。

　しかし現実は……。

「…………なんだよ、そりゃ……」

　周囲の海からは十二本の水柱が立ち上り。

　それと同時に、人の髪を思わせる黒く長い紐ひも状の海かい藻そうが、海から大量に突つき出て触しよく手しゆの如ごとくうねっているという、悪夢のような光景が展開されていた。

　それらはエーギルが不敵な笑みを浮かべると共に、当然ながら二人へと……触手はレイアへ、水柱はファルディオへと向けられた。

「く……」

　まず先に無防備に詠唱中だったレイアが大量の触手に摑まり遥か上空へと持ち上げられ、更には一人ではなんの防ぼう御ぎよ手段も持たないファルディオに水柱が迫せまり来る。

「────イヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャァァァァ！」

　ことここに至り、勝利を確信したエーギルが遂ついに「平均的な市民」の仮面を脱ぬぎ捨すて狂きよう気きに染まった笑い声を上げる中。

　ファルディオは、半ば賭けに負けたことを悟さとりながらも……それでも、最後まで諦あきらめきれず、最後の意地で水柱を睨にらみつけ、そして──

「え──」




　──それが、いつの間にか《水柱》ではなく──《氷柱つらら》へと変質し、ファルディオへの直撃直前に完全停止していることに気がついた。




「──!?」

　エーギルもまたワケが分からないといった様子であたりの氷柱を見回し……そしてそこに──なにか信じられないものでも見つけたかのように、怒ど気き混じりの叫びを上げた。

「《茨の氷鎧アイシクル・アーマー》の破片だとぉおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

「？」

　ファルディオはワケが分からないながらも、氷柱を確認する。……確かに、全ての氷柱の中に、真っ青に輝かがやくなんらかの異物が確認されたが……今一つ、事情が吞み込めない。

「（アレはモノを凍こおらせる効果を持った何かで……それが、どっかから、飛んできた？　この一瞬で十二本全てにあの破片を放り込めるなんて、そりゃどういう技術の……）」

　そこまで考えて、すぐにファルディオは頭を振ふる。いや、今はそんなことはどうでもいい。それよりもまず、レイアを助けねば。

　そう考えてレイアを振り返ると、彼女を上空まで持ち上げた大量の触手は、そのままその華きや奢しやな体たい軀くを引きちぎるかのごとく力を込め──




　──始めたところで、大量の触手全てが一いつ斉せいに……横薙なぎにスッパリと、切断された。




『──は？』

　エーギルとファルディオの声がかぶる。……一瞬、なにやら月を思わせる半円形のエネルギー体が見えた気がしたが、あまりに高速で飛び去っていったため確信は持てない。が、どうやら、それが触手を切り裂さいたのは事実のようだ。

　伸のびきったところを切られた触手は完全に力を失い、上空でレイアを放す。

　ファルディオは思わず駆かけ寄よりかけるも、しかし──

「《──ちる先は、無む垢くなる楽園、穢けがれた冥めい土ど、混こん沌とんの大地──》」

「っ！」

　彼女が、触手に摑まれながらも──そして現在は落下しながらも、その凄すさまじい精神力で自らの役割を果たすべく未だ詠えい唱しようを続けていると知ったファルディオは、彼女の救助に向かいたい気持ちを抑おさえ、自らもまた課せられた役割を果たすため、エーギルに向き直り──そして、《最後の準備》を始める。

　混沌とする状じよう況きようを受け、エーギルが痺しびれを切らしたように絶ぜつ叫きようした。

「もういい！　全員……沈んでしまえぇええええええええええええええええ！」

　彼が激げつ昂こうすると同時に、遂に《押し寄せる大波コールガ》の効果が顕けん現げんする。

　それは、ファルディオ達が半ば予想していた通りの現象であった。




　ニョルズ号前方の海から、凄まじい規模の大波が迫り来る。




「死ねっ、死ねっ、死ねっ、死ねぇえええええええええええええええええええええ！」

　目を充じゆう血けつさせたエーギルが叫びながら、更に上空へ舞まい上がる。どうやら、大波を起こしつつも、自分だけはあの浮ふ遊ゆう動作で回避するのが《押し寄せる大波コールガ》とやらの効果らしい。

　エーギルが再び狂気に満ちた笑い声を上げる。

「イヒャヒャヒャヒャヒャ────」

「《等しく陽と月と星は──滅ほろぼす！》」

「ヒャ？」

　刹せつ那な、落下しながらも詠唱を終えたレイアが、甲かん板ぱんに頭から落ちる直前で遂に──その彼女にしか出来ない超ちよう絶ぜつ高等技術──《複合魔法》を、顕現させた！




「《フォトン・レイン》！」




　直後に「《そよ風よ》！」と短縮風魔法を起動させ、ふわりと自らの甲かん板ぱん直ちよく撃げきを避さけるレイア。

　ファルディオがホッと胸を撫なで下ろす中。

　ニョルズ号上空の薄明の空に、星々の光が瞬またたいたかと思うと……直後、それらは超絶的な破は壊かい力を伴ともなった雨あま粒つぶとなって、エーギルに降り注いだ！

「く……!?」

　表情を一変させたエーギルが、必死に空中を移動して光の雨を回避する。それは、ファルディオとレイアが荒こう野やで再会した際に使用された魔法《アークレイン》の手数に、昔ファルディオに搔かき消された超絶威い力りよく魔ま法ほう《フォトンセイズ》の威力を掛け合わせた──喰くらえばひとたまりもない、滅びの雨を降り注がせる究極魔法。

　実際それはニョルズ号の船首甲板を楽々と貫かん通つうしまくり、スカー船長が悲鳴を上げる。

　しかし、魔法を向けられたエーギル当人はと言えば……。

「イヒャ……イヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャアアアアアアア！」

「!?」

　顔に緊きん張ちようを[image: 迸]ほとばしらせながらも、こちらの想定を遥はるかに上回る飛行速度で見事に全ての光の雨をかわしきると、前方の海の上からこちらを見下ろし、そして──。

「ヒャハ！　どうだ！　凌しのぎきったぞ、貴様等の最後の悪あが──」

　──と、そこまで言ったところで、ようやく「自らのおかれた状況」に気がついたのか、言葉を失う。

　それもそのはず。

　なぜなら、現在エーギルは……、




　雨の軌き跡せきで構成された光の檻おりの中に、完全に囚とらわれていたからだ。




　呆あつ気けにとられる彼に、流石さすがに疲ひ弊へいした様子のレイアが、しかしそれでも「正義の魔法少女」として、満面のドヤ顔で決める。

「《フォトン・レイン》の最大特とく徴ちようは、点ではなく線の魔法であることよ！　悪い人を、捕つかまえちゃうぞ☆」

　一体誰だれから学んだのか、顔を真っ赤にしながら魔法少女然とした決めポーズをするレイア。ファルディオが「そんなに恥はずいなら、やらなきゃいいのに……」と呆あきれる中、逃にげ場所を失って焦あせるエーギルがヤケクソ気味に巨きよ大だいな《叩きつける波ウズ》を術者たるレイアに向けて放つ。しかし……。

「今いま更さら効くかよ、んなもん」

　ファルディオは彼女をかばうように前へと出ると、軽く右手を突き出し、迫り来る破壊の水皿を受け止め──実に軽々と、粉ふん砕さいして見せた。

「な──」

　啞あ然ぜんとするエーギルに、ファルディオは嘆たん息そくしながら告げる。

「調査してなかったわけ？　俺、魔法は使えなくてもディスペルは得意なんだよ」

「馬ば鹿かな……低級の汎はん用よう魔ま法ほうならいざしらず……《寄限魔法オーバーロード》まで消せるハズ……」

「馬鹿はてめぇだろ。あんなバンバン連射してくりゃあ、イヤでも見切るわ」

「…………う、噓うそだ……それじゃあまるで……お伽とぎ噺ばなしの大魔導師……」

　エーギルは一いつ瞬しゆん諦てい観かんの表情を見せるも……しかし、改めて周囲の光の檻を観察すると、何かに気付いた様子でニヤリと微笑ほほえんだ。

「──ふっ！　ならばっ、ただ軌跡がない高度まで昇のぼればいいだけのこと！」

　そうして、意い気き揚よう々ようと上空を見上げたところで──その希望は、戸と惑まどいと絶望に変わる。

　彼の視線の先……遥か高空には。




　エーギルの進路を塞ふさぐかの如く、「水竜ファフニール」が、立ちはだかっていた。




「な……ぜ……」

　混乱の極みに陥おちいり、最早動くことさえ出来ないエーギルに。

　ファルディオは、あまりの「体力消しよう耗もう」に少しふらつきながらも……レイアを見習って、魔法使いらしく、自信に満ちた顔で決めてやる。




「あれこそが俺の新たな能力……『一度触ふれた魔法を完全再現する』禁きん忌き魔法、《フェイクマジック》だぜ、エーギルさんよぉ！」




「新しい……禁忌魔法、だと？　そんな、馬鹿な……いつの間に……」

　愕がく然ぜんとするエーギルに、ファルディオはニヤニヤしながら種明かしする。

「んなもん、港町ノーアトゥーンに決まってんだろう？　露ろ店てんで買って、レイアとメシ食いながら読んでたヤツ。アレが、新しい禁忌魔法の魔導書さ」

「ば、馬鹿な……盗とう聴ちようしていた限り、そんなことは全く……」

　その問いには、呆れた様子のレイアが答える。

「盗聴されていることが分かりきっている状況で、こっちが素直に会話で手の内晒さらすと思うのですか？」

「ひ、筆談でもしていたというのか!?　いや、そんな仕し種ぐさは全く……」

「してねぇよ。んな、お前等プロ相手にそんな情報盗ぬすまれそうなこと」

「だ、だとしたら、一体どうやって……。そ、そうだ、考えてみれば、先程の各所甲板との連れん携けいも、綿密に作戦を立てていたからこそ出来た芸当──」

「だから、してねぇってそんなこと」

「だったらなぜ、そこまで深く繫つながりもない者達が、ここまでの連携を……」

「はぁ？　んなもん、決まり切ってんだろうが。馬鹿かてめぇは」

「？　そうか、私の知らない通信手段があるのだな──」

　ごちゃごちゃと続けるエーギルの言葉を、ファルディオはバッサリと斬きった。




「ただ、互たがいの力を心の底から信しん頼らいしていた。それだけのこった」




「……は？　信頼……だと？　理解出来ない。なんだそれは。どういう理り屈くつ──」

「あー、もう、うぜぇ！　んなもん説明出来るか！　もう消えろよお前！」

　ファルディオがそう言うと同時に、上空のファフニールが口元にエネルギーを滾たぎらせ始める。周囲に逃げようにも、ファフニールに向かう方向以外は全て光の筋で遮さえぎられており、つまりは最早エーギルは……。

「ま、待て。お、お、落ち着きなさい、ファルディオ君。そうだ、金……き、キミの好きな金なら、いくらでも支し払はらってやろう」

「…………」

　その、金が大好きなファルディオにとって大変魅み力りよく的な提案に。

　ファルディオはにこぉーっと満面の笑みを浮うかべ、そこにエーギルが微かすかな希望を見出した瞬しゆん間かんに──

　──意気揚々と、叫さけんだ。




「《破閃水》！」




「悪あく魔まめぇえええええええええええええええええええええええええええええええ！」

　上空から放たれた青く眩まばゆいエネルギーの奔ほん流りゆうに吞のまれ、絶叫し、気絶して、落下していくエーギル。

　そのまま彼は海から突つき出た《フォトン・レイン》の光の筋に触れるが……しかし、特に体が焦こげ付くようなこともなく、スーッと光を透とう過かして海面へ着水した。

　その様子を、船首の舳へ先さきまで来て見守っていた二人の魔法使いは、しれっとした表情で、意地悪く語る。

「ああ、そうそう、言い忘れてましたけど、わたくしの《フォトン・レイン》の光の軌跡は、触れても別に痛くもなんともない、あくまで《光の軌跡》でしかないのですよ。っていうか常識的に考えて、いつまでも高威力光線が残り続ける魔法なんて、使えるわけないじゃないですか。わたくしの《才さい禍かの魔ま女じよ》という二つ名に怯おびえすぎです」

「あと、俺の新禁忌魔法《フェイクマジック》の効果は魔法の完全再現だと言ったが、悪ぃ、ありゃ俺お得意のビッグマウスだ。実際は、今の俺じゃ《ガワ》だけ取り繕つくろって、威力はせいぜい一割出せれば御おんの字じレベル」

　そこで顔を見合わせる、ファルディオとレイア。二人は互いに、最高に彼ららしい、小こ賢ざかしくも憎にくたらしい笑みを浮かべ。

「まあ、つまり、超ちよう威い力りよく魔ま法ほうの檻に囲まれたと思い込み、果てにゃ『致ち命めい的てきな攻こう撃げきが直撃した！』と見事に錯さつ覚かくして今そこで気絶してやがるてめぇはな……」

　その場を代表してファルディオが、海に浮かぶエーギルへと吐はき捨すてたのだった。




「『本当に信じるべきもの』が分かってねーから、そういうことになんだよ、バーカ」








最終章　信頼の海









「げぇひゃはははははは！　まだまだ現役の我らがニョルズ号に、乾かん杯ぱい～！」

『かんぱぁ～～～い！』

　夜のニョルズ号食堂室に、激しくビールジョッキのぶつかる音がなり響ひびく。

　異い端たん審しん問もん官かん達の襲しゆう撃げきにあってから、約半日。

　早朝からの激しい戦せん闘とう行こう為いに加え、日中は本来客たるぼくらまで総出でニョルズ号の修理にあたり続けた結果。全員がくったくたの状態で臨んだ夕飯は、お酒が入る前から皆みんなが異常なテンションで盛り上がっていた。

　ぼくもまた最初は子供らしくきゃっきゃとはしゃいではいたものの、荒あらくれ者の船員さん達に代わる代わるもみくちゃにされたあたりで流石に気力を消費しきり、酒さけ臭くさい大人達を一いつ旦たんファルディオに押し付けてから、こそこそと部屋の端はしにある目立たないテーブル席へと避ひ難なんしてきた。

　──と。

「レイアおねーさん」

「ああ、トオル君も一時避難ですか？」

　苦笑いで振ふり返る魔法少女の正面に、ぼくはそそくさと腰こし掛かけ、テーブルにはちゃっかりと貰もらって来てあったピクルスを置く。

　頂きますと手を合わせてフォークでピクルスをしゃくしゃく食べていると、レイアおねーさんがそれを微笑ましく見守りつつも自分はサラダを摘つまみ始める。

　食堂中央の方に視線をやると、荒くれ船員達におだてられたファルディオやルウが調子にのり、師し匠しようが力ちから尽ずくでいさめ、それをフギンさんが相変わらず無む駄だに黒幕じみた笑みで生温かく見守るという光景が展開されていた。

　そんな中ぼくとレイアおねーさんはと言えば、とりあえずご飯を食べる間だけでも皆の目から逃のがれようと、小声で雑談をかわす。

　しばらくそうこうして過ごしていると、話は自然と「異端審問官」に向いた。

「そういえば、異端審問官の四人って、結局どうしたかレイアおねーさん知ってる？　全員捕ほ縛ばくはしたけどさ、また変な魔法使われたらすぐ逃げられそうじゃん」

「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶみたいですよ。ちゃんとニョルズ号には『ヤバいモノ』保管用の頑がん丈じようで魔法をも封ふうじられる船室があるとのことで」

「なにそれ」

「さあ。スカー船長によると『引き取り手のいないヤバいモノをとりあえずと押し込みすぎた結果、ほぼ魔ま界かいになっちまったものの、だからこそヤバい同士互いに牽けん制せいし合って、むしろ不気味なぐらいにヤバくない、ヤバい部屋』らしいです」

「い、異端審問官の皆は、ちゃんと生きて港につけるの？」

「ああ、それは大丈夫だろうと保証してましたよ。……まあ、精神の方はご愁しゆう傷しよう様さまだろうなとも言ってましたが」

「あ、そ、そう……」

　なんとなくぼくはそれ以上訊たずねちゃいけない気がして、食事の方に集中した。

　しばらくピクルスを黙もく々もくと摘んだところで、ぼくはふと、もう一つ彼女に確かく認にんを取りたかった話題があったのを思い出し「そういえば」と、この機会に思い切ってレイアおねーさんに訊ねてみることにした。




「結局レイアおねーさんって、ファルディオとラブラブなんだよね？」




「ぶほぉっ！」

　口をつけていた水を盛大に噴ふき出す魔ま法ほう少女。……火吹いたり水吐いたり忙いそがしいおねーさんだなぁ。既すでにそんじょそこらの魔法少女より遥はるかにファンタジックだ。

　彼女は慌あわててナプキンで口元を拭ぬぐいながら、視線を逸そらし、頰ほおを真っ赤にして答えてくる。

「な、なにを言っているのですか。一体なにを根こん拠きよに……」

「いや、だってさ」

　想像以上に激げき烈れつだった反応にぼくはきょとんとしながらも、今日の二人を見ていてふと気付いたことの、答え合わせをしてみる。

「レイアおねーさんがファルディオをソッコーでチクって退学に追い込んだのって、あれ、迫せまり来る異端審問官から一刻も早くファルディオを逃にがすためだったんでしょう？」

「…………」

「よく考えてみれば、ミーミル魔法学校って『生徒が自由に出入り出来ない結界』が張られちゃっているんだもんね。ファルディオを一刻も早く逃がそうと思ったら、一番手っ取り早いのは、外出許可申しん請せいよりなにより、問答無用の退学処分だ」

「……どうかしらね」

　もうすっかり落ち着いたのか、再びコップに口をつけ、しらばっくれるように水を飲むおねーさん。ぼくは更さらに続ける。

「それにしてもおねーさんは、やっぱり、怖こわいほどに頭いい人だよね。ファルディオの凶きよう行こうを目もく撃げきした時さ……彼が『教会』だとか『異い端たん』だとかの単語出した時点で、ほぼ全ての状じよう況きようを即そく座ざに推理したんでしょ？　だからこそ、混乱したファルディオの言い訳を、冷たく『もう聞きたくない』と遮ったんだ」

「どうして？」

「だって今日証明されたように、異端審問官は調査対象を盗とう聴ちようするんだもの。あの時点でレイアおねーさんがファルディオから全部の事情を聞いちゃうと、異端審問官達は完全にレイアおねーさんまで警けい戒かい対象に入れかねなかったもの」

　ぼくの推理に、おねーさんは薄うすく微笑ほほえむ。

「でもそれって結局、わたくしが、ただ自らの保身を図ったというだけの話よね？」

「全然違ちがうよ。ファルディオを退学させる策も含ふくめて、おねーさんはファルディオのために、自分が当面は『そちら側』に属し続けるのが最善と判断したんだ。彼に危険が迫るのを、いち早く察知出来る立場に、自分を置くために」

「随ずい分ぶんと、希望的観測に満ちた子供らしい夢のある推理ですね」

「まあ、子供だからね」

「……その割には、頭の回転が良すぎますが」

「あはは、そこは、兄さんのおかげかな。兄さん……ヒロキ兄さんは、そういう気き遣づかいが鬼おにみたいに凄すさまじい人だったから。大切な人の幸せのためなら、何十手も先を読むっていうか」

「それはまた、実に興味深い子供ですね」

　そこでレイアおねーさんは小さく笑うと、一つ息を吐いて仕切り直した。

「いいでしょう。まあ百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、わたくしがファルディオのためを思って行動していたというのが、事実だとして。でもどうして、それが、『ラブラブ』なんていう発想に繫つながるのですか？　大変不本意なこと言いますけど……この事実から推測出来るのは、せいぜい、わたくしがファルディオを憎からず思っているということまでで──」

　レイアおねーさんがそう論理を展開しようとしたところで、ぼくは、彼女の言葉を遮さえぎるように告げた。




「だってファルディオは、レイアおねーさんのそんな気遣いの──全てに気付いた上で、呆あきれながらもその策に乗ったんでしょ？　それって凄まじい信しん頼らい関係だよ」




「…………」

　レイアおねーさんがぼくから視線を逸らした先では、ファルディオがべろんべろんに酔よっぱらって、フギンさんに絡からみついていた。……うわー、フギンさん、なんか本気で照れて困った顔してるよ……やめなよ、真ま面じ目めな人に、そういうの……。

　ちょっと自分の推理に自信を失いかけるも、ぼくは、こほんと咳せき払ばらいして続ける。

「と、とにかく、直接的な言葉の一つもなしに、一いつ瞬しゆんでそこまで通じ合えるだなんて……もはや、『ラブラブ』としか言いようがないでしょ」

「……まったく」

　どこか呆れた様にぼくを見つめるおねーさん。その瞳ひとみは……これまでにない程に、優しい光に彩いろどられていた。

「とても聡そう明めいな割には、大事なところでデリカシーにかける子供だね、キミは」

「あ、ごめんなさい……」

　ぼくはしゅんと落ち込んだ。レイアおねーさんが優しく微笑む。

「それに実際、ホントにそんなんじゃないんですよ。……確かに貴方あなたの言う通り、わたくし達は通じ合っている。だけどそれは……貴方達だって同じ事でしょう？」

「ぼくら？」

　何を言われているのか分からず首を傾かしげると、レイアおねーさんはくすくすと笑って続けてきた。

「一瞬の目配せだけで、水すい竜りゆうをファルディオが求める位置ぴったりに蹴けり飛ばしたり、その上で更に他の甲かん板ぱんで戦うフギンさんやセシリアさんに視線だけで的確な救きゆう援えん要よう請せいを出すだなんて……そっちの方が並じゃないわ」

「あー……あれは別に、おねーさんみたいに深く考えてとかじゃなくて、みんなアドリブでなんとなくっていうか。伝声管越ごしに伝わる情報とかもあるしね。あと、仲良しだからとかってよりは、お互たがいの力を知っているからっていう感じで……」

「わたくしとファルディオも、そういうことですよ」

「あ、そっか。…………ん？　そう？　んー？」

　なんか論理はとても納なつ得とくできるのだけど、ここ数日二人を見て来たぼくの気持ちとしては不思議と納得いかなかった。あれぇ？

　レイアおねーさんは上じよう機き嫌げんに笑って、「そうそう」と話を切り替かえてくる。

「通じ合っているついでに言うと、わたくしが、詳くわしい打ち合わせもしていないのにファルディオの新禁きん忌き魔ま法ほうを把は握あくして最後の作戦を展開できた理由。あれ、トオル君は分からないでしょう？」

「あ、そういえば。えっと、こっそり禁忌魔法の魔導書を見たとか、筆談とか……」

「ではないね。そういうのだと、目ざとい異い端たん審しん問もん官にはバレそうだったし」

「え？　じゃあ一体どうやって……」

　ぼくの純じゆん粋すいな疑問に、レイアおねーさんはとっておきの悪戯いたずらを明かす子供のような笑顔で、その答えを語った。

「レストランで、わたくしが異端審問官の話題を出してから、突とつ然ぜんフギンさんが合流するまでの間。ファルディオの発言の頭文字をつなぎ合わせると『ま・ほ・う・さ・い・げ・ん』になるの」

「うえぇ!?」

　そのあまりにあんまりな解答に、ぼくは目を丸くして言葉を失い……そして全力抗こう議ぎ。

「なにそれ！　分かるわけないよ！　ずるっこだ！　っていうかファルディオがそんなメッセージ発しているだなんて、いくら頭良くてラブラブだって気付けるもんか！」

「いやラブラブじゃないし。それに反則でもないよ。だって……そもそも、そういう伝達手段を指示したのはわたくし側ですからね」

「え？」

「異端審問官のことを明かしてから、彼が次に発言するまでの間に、わたくしは雑談に紛まぎれ込ませて『話の頭ぐらいなら聞いてあげるわ』みたいなこと言ったの」

「…………」

「そもそもの話、わたくしが退学申請して異端審問官が尾び行こうしてる前提で旅に出たのだって、ルーンヘイムで異端審問官を告こく訴そするっていう大目的は勿もち論ろん、どこかでファルディオと合流出来た場合は、戦力的に充じゆう分ぶん迎むかえ撃うてるなと考えていたからです。つまり命を賭とした友情等ではなく、緻ち密みつな計算に基づく信頼や打算の上で動いたまで。実際トオル君やセシリアさんみたいな特記戦力がいなくとも、わたくしとファルディオなら充分勝てると踏ふんでいましたから。ファルディオの力を信頼こそすれ、ラブラブなどでは決してないのです」

「…………」

　ぼくが啞あ然ぜんとしている間にも、いつのまにやらサラダを全て食べ終えた様子のレイアおねーさんは、「あ、おかわり貰もらって来ますね」と断わって席を立つ。

　……と、料理を取りに行く途と中ちゆうで酔っぱらったファルディオとぶつかったおねーさんは、いつものようにガミガミと説教を始め、ファルディオはとぼけた顔でそれを気け怠だるそうに……だけど決して追い払はらうことなく、聞き流す。

　ぼくはそんな、妙みように活いき活いきとした二人の様子を、ぼんやりと見守りながら。

　思わず、嘆たん息そく混じりに、呟つぶやいてしまった。

「それで『ラブラブ』じゃなかったら、一体何が『ラブラブ』なんだよ……」

　まったく、大人の恋れん愛あいって、なんだかとってもばかばかしいや。




　　　　＊




　レイアおねーさんがサラダを取りに行ったまま帰ってこないため、仕方無く、一人でゆっくりと漬つけ物とジュースによる「お子様晩ばん酌しやく」を楽しむこと三十分。

「……あれ？」

　ふとぼくは、部屋が妙に静かになっていることに気付いた。不思議に思って改めて食堂の様子を確認してみると、そこにあったのは……。

「ああ……そっか、朝早かったもんね」

　睡すい眠みん不ぶ足そく＆疲ひ労ろう状態の体に食事と酒が入ったせいで、いい大人達がそれぞれに机や椅い子すや床ゆかにもたれてぶっ倒たおれている光景だった。

　師し匠しようやフギンさんを始めとしてまだちらほら起きている人の姿もあるけど、周囲につられて彼らが落ちるのも時間の問題だろう。

「（…………）」
















　ぼくは思わず目を細める。……勇者として体力に恵めぐまれた今の自分に、あそこまでの疲ひ労ろう感かんはない。……皆みんなと同じように倒れられない今の自分が……なんだか、酷ひどく寂さびしかった。

　そんな感傷に思わずぼんやりとしていると──

「おうクソガキ、まだ寝ねてなかったのかお前」

「わっ」

　──突然声をかけられてぎょっと振ふり向く。とそこには、どうやらトイレに行っていたらしい、相変わらず強面こわもてのおじさん……スカー船長が不ふ機き嫌げんそうに佇たたずんでいた。

　彼は食堂の様子を見回して舌打ちする。

「なんでぇ、だらしねぇヤツらだなぁ、ったく。まだまだ夜はこれからだぞ」

「そんなこと言ったって、朝早かったんだから仕方ないじゃないか。……誰だれかさんが、ぼくらをダシにして異端審問官をハメようとなんてするから……」

「げぇひゃはははははは！」

　いつもの下品な笑い声を上げながら、スカー船長は近くの眠ねむりこけた船員からビールジョッキを奪うばい取ると、豪ごう快かいにぼくの正面へと腰こしを下ろし、ぐびりとそれに口をつけた。物もの凄すごく酒さけ臭くさく汗あせ臭くさい。完全にぼくの苦手で嫌きらいなタイプの大人だ。だけど……。

　ぼくは今日彼らがしてくれたこと……ぼくらのために大金の取引を蹴ってくれたことを思い出すと、少しもじもじと俯うつむいて指先をいじりながら、おずおずと切り出した。

「その……今日は、ぼくらのために──」




「俺達のことを『実はいい人かも』なんて再評価だけはしてくれんなよ、クソガキ」




「──え？」

　突然言葉を遮られて、ぼくは動どう揺ようする。

　スカー船長はテーブルに肘ひじを置き、体を正面ではなく食堂中央側に向けて船員さん達をみつめながら、酒を呷あおりつつ続けてきた。

「俺達はただ、いつものように、積み荷を守り届ける仕事をしただけだ。別にお前らみたく、正義やら友情やら義ぎ憤ふんやらっつー青臭ぇもののために動いたわけじゃねえ」

「そうなの？」

「ああ。馬ば鹿かなガキにもわかりやすく言ってやるとだな」

　船長はジョッキをテーブルに置くと、ぼくをジロリと強く睨にらみ付けて来た。

「たとえば次の仕事が、お前達を殺すために教会から更さらに差し向けられた刺し客かくを運ぶという仕事だとしても、俺達は全く躊躇ためらいなく受けるっつうーことだ。こっちの要求する金額さえ払って貰えるなら、今回と同じように、客を全力で守り、港へ送り届けるのさ」

「……そっか」

　スカー船長の言葉に、ぼくは淡たん々たんと応じる。と、今度は船長の方が意外そうにぼくの顔を見て来た。

「おや、ご立派な『勇者サマ』らしいお前さんなら怒おこるとこだと思ったんだがな？」

　船長の疑問を受け、ぼくは首を横に振る。

「ううん、別に怒りはしないよ。そりゃ……残念だし、嫌いやだし、すっごい迷めい惑わくだけど。でも……」

「でも？」

　妙に露ろ悪あく的な顔でぼくを挑ちよう発はつするように見てくるスカー船長に。

　ぼくは……。

　ぼくは、笑顔で、応じた。




「仕事に真ま面じ目めな大人は、フツーに、カッコイイと思う」




「…………」

　ぼくの言葉に、スカー船長はしばらく目を丸くした後。ふと、彼は初めて見る複雑そうな表情で笑った。

「…………なるほど。騎き士しの嬢じようちゃんが、妙に心配するわけだな、こりゃあ。……異端審問官どころじゃねぇヤバさだ。間ま違ちがった倫りん理り観かんがどうこう以前に、そもそもその境界線がまるで形成されちゃいねぇや。……ガキの時分から、色んなもの見過ぎたせいか？」

「？　なぁに？」

「いいや。なんでもねぇよ。お前は……案外、『こっち側』なのかもなと思っただけだ」

「ええー！　やだぁー！」

「おい」

　ぼくの激げき烈れつな拒きよ否ひ反応に、スカー船長が怒りの反応を見せるも……そこに、以前のような本気の凄すごみはなかった。

　彼はしばらく黙だまって酒を呷り続け……そして、まるで世間話のような気軽さで、なにげなく……以前と全く同じ質問を、ぼくに投げかけきた。

「まだ海が怖こわいか、ボウズ」

「…………」

　ぼくは、何も答えない。船長は「げぇひゃはは！」とどこかわざとらしく笑うと、まるでそれがいつもの酒の肴さかなかのように、淡々と語り出した。

「俺はオヤジもオフクロも妹もダチも、片かたっ端ぱしから海で死んでる」

「！」

「お前と違ちがって、馬鹿みてぇに悲ひ惨さんな事故でまとめて失ったわけじゃねえがな」

「…………」

　船長がぼくの過去を知っていたことに少し驚おどろいたけれど……そういえば、ファルディオはさっき船長ともお酒を飲んでいたなと思い出す。どうせ、酔よっぱらったフリでもして、実のところは船長に釘くぎを刺さす目的で話してくれたのだろう。……まったく、もう、ホント……今のぼくにはもったいない、保護者さんだよ……。

　ぼくの反応を窺うかがいながら、スカー船長は続ける。

「ウチは代々海の仕事についてきたし、ダチもその界かい隈わいばかりだったからな。それぞれが、それぞれの理由で海に出て……そして、それぞれに、死んでいった」

「……そうなんだ……」

「まあ理由は様々だがな。自然現象の事故もあれば、魔ま物ものの襲しゆう撃げき。それに……アホみてぇな人じん為い的ミス、海かい賊ぞくの襲撃、さっきのヤツらみたいな輩やからの暗あん躍やく。えぐい死に方のオンパレードだぜ、海はよぉ！　げぇひゃはは！」

　笑いながら酒に口をつける船長。ぼくは呆あつ気けにとられながらも、訊たずねた。

「ど、どうしてそれで、海が怖くならないのさ」

　ぼくの質問に、船長は……あっけらかんと、答えた。

「んなもん、信じてるからに決まってんだろうが。俺達の船、ニョルズ号を」

「…………」

　不意打ちのカッコよさに思わず感かん銘めいを受けるぼくに……船長は「あ」と何か思い出したように付け足してくる。

「っつーかマジで儲もうかるかんな、海の仕事は。げぇひゃはは！　そりゃ誰も死ぬまでやめられんって！　俺の周りじゃ、引き際間違えたアホが勝手に死んでるだけだ！　っつーかすまん、どっちかっていうと、船乗る理由は金が九割だったわ！」

「あーあーあー、聞こえなーい！　後半の理由、全然聞こえなーい！」

　ぼくはこの話を積極的にいい話にしてかかる！　船長はそんなぼくを見て、相変わらず不快な声でゲラゲラと笑いまくった。ま……まったく、この船長は！　なんなんだよ、もう！　ぼく、本気でその人ひと柄がらが駄だ目めだ！　こんなに相性悪い大人、初めてだよ！

　でも……。

　ぼくは思わずぷくっと頰ほおを膨ふくらませ、そっちがその気ならと、ぼくもぶっちゃけてやることにした。

「っていうか、未だにぼく、全然怖いし嫌いだよ海！　なんかすっごいいい話してる風だけど、この船旅普ふ通つうに最悪だったからね!?　身み柄がら売られかけて、襲撃されて、おまけに沈しずみかけのボロ船修理を手伝わされたからね!?　ぼくのトラウマ改善要素どこだよ！」

「げえひゃははははは！　違ちげぇねぇや！　そこは流石さすがに悪かったな、ボウズ！」

　笑いながらバンバンと乱暴にぼくの背を叩たたく船長。ぼくは「まったく……」と呆あきれ返った後。「でも……」と、少し口を尖とがらせつつ、続けた。




「……まぁその……でも……次船乗る時も……。……また、ニョルズ号が、いいな……」




「…………」

「な、なんだよ、黙っちゃってさ」

　熱くなる頰を隠かくすようにテーブルへ肘をつき、視線を逸そらしながら訊ねるぼくに。

　船長もまた、なにやら呆ほうけた様子で、酒を呷る手を止め……顔に似合わないちょこまかした所作で、ぽりぽりと頰を搔かいていた。

「え、い、いや、おう……そ、そうか。そりゃ……なんだ。……ありがてぇ、けど」

「…………」

「…………」

　ぼくらのテーブルに、なんだかもんの凄ぉくこそばい空気が漂ただよう。

　……二人、ちびりちびりと飲み物に口をつけるも、会話がない。……うぅ！

　思わず耐たえきれなくなったぼくは、跳はねるように席から飛び降りる。

「？」

　なにがしたいのかと船長が不思議そうにする中。

　ぼくは、先程の彼のちょっとカッコイイ言葉を借りる。

「心から信じられるものさえあれば、怖いものなんか何もないって話ならさ！」

　そう言いながらもぼくは、食堂中央のテーブルに固まってぐったりと突つっ伏ぷす仲間……ルウ、ファルディオ、師匠、それにレイアおねーさんやフギンさんのもとまで行き。

　彼らを自じ慢まんするかのようにくるりと船長を振ふり向いたぼくは。

　どこか優しい顔で見守る船長さんに向かって──

　──一つの曇くもりもない笑顔で、宣言してやったのだった。




「ぼくはもう、この旅に怖いことなんて、なぁーんにもないや！」








エピローグ









　深しん淵えんから、懐なつかしい光に向けて彼の魂たましいが浮ふ上じようしていく。




　心電図の無機質な電子音。息苦しい呼吸器からの酸素提供。……誰だれかの嗚お咽えつ。

　重たい瞼まぶたを僅わずかに開き、錆さび付いたように軋きしむ首をどうにか音のする方向に向ける。

　──そこには、椅い子すに腰こしを下ろした母親が、まるで神に祈いのるようにして、俯うつむいている姿があった。

　相変わらずの光景に気が滅め入いる。

　が……今日は一点だけ、彼の瞳ひとみに、見過ごせない変化が映った。

「（……作文用紙？）」

　力強く握にぎられた母親の手の中に、くしゃくしゃの作文用紙が見える。

　流石に文面は読めなかったが、握られた用紙上部にあった、「なつやすみ」「おっきなふね」という単語だけは彼にもかろうじて読めた。

　母親は誰かに許ゆるしを請こうように、必死でぶつぶつと唇くちびるを動かしている。

「……なんだっていうのよ……今いま更さらこんな……あの子がどういう境きよう遇ぐうにあったのかなんて、元々知っていたわよ……。こんな作文を今更見つけたからと言って……もう……」

「…………」

「……あの子はフウトになれないし、させない。ヒロキにもなれない。私には無関係の子。それどころか、私と同じく家族を失っているのに……ヘラヘラと『元気な子』を演じる、気味の悪い子。……そうでしかないのに……そうじゃなきゃいけないのに……」

　更さらに、ぐしゃりと作文用紙を握りしめる。

　涸かれていたはずの涙なみだが、ぽたりと一ひと滴しずく、床ゆかに落ちた。

「ふざけないでよ……。…………ふざけないでよ……」

「…………」

　実に憎にく々にくしげに。

　実に腹立たしげに。

　実に……愛おしげに。

　懺ざん悔げにも似た呟つぶやきを漏もらす女性。

　そんな母親を見て、彼は──




　──ヒロキ・ミカミは、薄うすく微笑ほほえんだ。




　安心した途と端たん、ふっと意識が遠のく。

　闇やみの中から這はい出てきた無数の手が、魂を深淵へと誘いざなう。

　そして……また、いつものように。




　深く深く沈み込む魂は、その果てに深淵をも通り越して、あちら側へと辿り着いた。




　魂が再び浮上したのを確かく認にんして、ヒロキはゆっくりと体を動かしてみた。

「（……体が軽い……。……やっぱり、《ノルンガルド》の方か……）」

　ヒロキは闇の中で思わず溜ため息いきを吐つく。

「（この局面なら、今は本体の方を多少なりとも動かさせてほしかったんだけどな……。……まあ、どうやら時間の流れ方自体も違うみたいだし、あっちに長居は出来ないみたいだから、仕方ないのかな）」

　そもそも、異世界と現実世界における振り子のような《意識往来》なんていう不可思議現象に、こちらの事情を顧かえりみるような気き遣づかいなど求めるべくもない。

　ヒロキは、しばらく意識が「体に馴な染じむ」のを待つため、ぼんやりと闇を見つめた。

「（さて……僕が《完全に沈んで》いた間、《彼ら》はどうしていたのかな……）」

　自らが宿る《その存在》に残されていた記き憶おくを、闇の中でつぶさに検あらためていく。

「（そうか……ミュートが、トオルに近付いたのか……。……勝手なことを……）」

　心の中で思わず舌打ちする。どうにも《魔人》は我が強すぎてならない。勿もち論ろんそれも含ふくめた上で《策》は展開させているが、極めて扱あつかい辛づらい駒こまには違ちがいない。

「（さて……次はどうしたものかな……）」

　現在の《勇者》を取り巻く環かん境きようの再検証を開始する。

《女神》《ノルンガルド》《異世界召しよう喚かん》《魔法》《勇者と魔王》《魔人》《神工物》。

　どんなに超ちよう常じよう的なことが起こりうる世界でも、ルールさえ把は握あくしてしまえば、状じよう況きようを掌しよう握あくするのはそう難しいことじゃない。

　だからこそ、ヒロキはここまで「最小限の動き」だけで最大の効果をあげてきた。

　が……。

「（……どうも芳かんばしくない盤ばん面めんだな）」

　現在の勝率は八十七パーセントぐらいだろうか。序じよ盤ばんに比べたら、大分盛り返されてしまったきらいがある。

「（やっぱり早期決着が最善の手だったよなぁ。でも……あの段階じゃまだ『確信』が持てる状況じゃなかったわけだし、まあ、仕方ないのかな。切きり替かえていこう）」

　反省はしても後こう悔かいをしてはいけない。それはただの無む駄だでしかない。

　そんな時間があるならば、今はとにかく策をめぐらせなければ。

　たとえ世界を敵に回してでも達成すべき目標が、今のヒロキには、あるのだから。

「ふぅ……」

　ヒロキはようやく馴染んできた体で深く呼吸すると……。

　闇の中でパチリと瞳を見開き、そして──

　──淡たん々たんと、まるで夏休みの宿題にでも取り組むかのような気軽さで呟いた。




「一刻も早く、トオルを殺さないとな」








あとがき









　どうも、抱だかれたい作家ランキングで既すでに殿でん堂どう入りしているため、むしろ、抱かれたい作家ランキングに名前がないのであろう作家、葵あおいせきなです。

　……今回あとがき四ページなので、濃こゆい妄もう言げんから入ってみました。

　それにしても四ページですよ、四ページ！　なんて理想的な数字でしょうね。遂ついにあとがきの神様がデレたんでしょうかね。いやぁ、流石さすが抱かれたい作家！

　…………。

　すいません、噓うそこきました。




　ぶっちゃけ素直にやると「あとがき十六ページ」になっていたハズの状じよう況きようでした。




　いや元々本編がきっちりページ使い切って終わっていたみたいでして。そのままだと、あとがきの追加のためだけに本を厚くしないと駄だ目めで……（ファンタジア文庫は十六ページ単位で構成されております）。

　で、私が長いあとがきに苦しむ姿を期待されている方が相当数いらっしゃるのは重々承しよう知ちしているのですが、流石に「本の厚さや値段に影えい響きようを与あたえてまでやることでは絶対ない」との考えから、本編の方を調節して、こうして四ページのあとがきになりました。

　あ、ちなみに本編調節したと言っても、話は一ミリも削けずっていませんのでご安心を。改行を減らしたりとかそういうので、四ページ捻ねん出しゆつされております。

　……いやしかし、それにしても、本当になんの計算もなくしれっとあとがき十六ページを叩たたき出す私の性質は、いったいなんなの？　むしろ計算しないから駄目なの？

　これが最終巻とかなら十六ページでもアリだったんですけどね。い、いやぁ、残念だなぁ！　十六ページ書きたかったなぁ、ホント！

　さて、ページ数も少ないので「ぼくのゆうしゃ」の内容語りへ。

　今巻は予告通り、ファルディオ回でお送り致いたしました。全体的には、これまでで一番明るい話だったんじゃないでしょうか。この巻見ているとファルディオがまるで「出来る人」みたいな気になってきますが、基本的には成人男性のワンパンで楽々ノックアウト出来ることは忘れちゃいけないと思います。あの人の「ドヤ感」を真に受けたら負けです。

　三巻から名前だけは出ていたものの、本巻初登場のレイアは、「ぼくのゆうしゃ」には珍めずらしく美少女キャラでした。しかも魔ま法ほう少女。やったね、萌もえキャラ投入だよ！　性格？　ああ、うん、そんなのはいいんですよ。Ｎｉｎｏさんに超ちよう絶ぜつ可愛いイラストつけて貰もらった時点でレイアは九割勝っているんです。中身は些さ末まつな問題です。優ゆう秀しゆうで美しくて真ま面じ目めなのに魔ま女じよ呼ばわりされるには、相そう応おうの理由があるんでしょうが、問題ないです。




　さて、冬に出るであろう六巻予告ですが。

　基本私は大おお仰ぎような煽あおりをしないタイプですが、それでも言わせて貰うと。




「ぼくのゆうしゃ」シリーズ、最重要巻になると思います。




　勿もち論ろん、一巻とか最終巻とかは大事なのですが。ある意味それ以上に、このシリーズの「核かく」たる内容が描えがかれるクライマックス巻です。なのでここまでお付き合い頂けた方は是ぜ非ひ、そろそろこのシリーズ切ろうかなーとか思っていても、読んでみて下さると幸いです。物語としてはまだ途と中ちゆうなのですが、ある種の「なるほど」感は得られると思います。




　それでは最後に謝辞を。

　今回は学生編のせいでまた苦労をかけてしまったＮｉｎｏさん。レイアなんてガッツリ格好変わる設定でしたが、学生時代のレイアの正統派な可愛さやファルディオのくたびれ感を見て、「やはり学生時代を描いて良かった！」と喜ばせて頂きました。いつも本当にありがとうございます。今後ともよろしくお願い致します。

　また、今回あとがきページ数の調整に苦心して頂いた担当さん。ありがとうございました。おかげで十六ページあとがきという悪夢を回かい避ひすることが出来ました。

　そして五巻までお付き合い頂いている読者様。

　先程の告知の繰くり返かえしになりますが、六巻では、このシリーズ開始当初からあったであろう、ある違い和わ感かんへの解答が提示されますので、楽しんでいただけたら幸いです。




　それでは、冬発売の六巻こそは、最初からいい塩あん梅ばいのあとがきページ数になることを信じて。








葵せきな

●あおいせきな



泣き寝入りが多いです。最近だと、注文していた弁当のおかずが足りないことに帰宅してから気付いたのですが、腹ぺこ＆部屋着に着替えた後で今更もう一度弁当屋行って文句言う気力もなく、そのまましょんぼり食べるっていう。電話で文句言えばいい気もするんですが、それはそれで気力使うじゃないですか。




是非この経験を創作に転用したいものですが「結末で泣き寝入る物語」を誰が読みたいのか疑問なので、やりたいけどやりません。

泣き寝入りです。


















イラスト／Ｎｉｎｏ

カバーデザイン／伸童舎










ぼくのゆうしゃ５








葵あおいせきな





富士見ファンタジア文庫





2014年8月25日　発行





©Sekina Aoi, Nino 2014 2014





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『ぼくのゆうしゃ５』

2014年8月12日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/p241.jpg





item/image/gaiji-cid15190.png





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p033.jpg





item/image/p119.jpg
1 4
T

\7 . = A.%» /,
7 b < | ,‘\\






item/image/p317.jpg





item/image/p004-005.jpg
(0000000000000 N\ a2000060608060606060600

L7
FARADL

Dyi1L)
I-INVEEERORE

-
Z3IVXSORE
74/ [31-b
(8A)
Ih3knt
AR hHLOR

EN900060000000004/

)

fi
Gl

R X TR SRR TR SR TR SN TR SN R .
‘N“\\ o“
W WY

NN )
495 B R TR BEAN

A

o gl
\ LG

R0 —&

HUIA MAVDLR

A (Eif)

< %@?\ ENYI
Bl N

C000000000A0 000000000 0\‘.,;0/;-,‘&

0000000

&

BRODESELT
BB NEDE

0000000000 00000000000000000000000000

*

<
000000 00L0000 000000000 000000000000 000006060000 :"LOLO»-:"O”?'Q*&;/Q @% %’% ®
characters ¥





item/image/p221.jpg





item/image/p269.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一章　荒野にて



		回想Ⅰ　自称大魔導師と《才禍の魔女》



		第二章　代償の迷宮



		回想Ⅱ　禁忌魔法と異端審問



		第三章　港町ノーアトゥーン



		幕間



		第四章　裏切りの船



		第五章　机上のジャイアント・キリング



		第六章　魔法使いはホラを吹く



		最終章　信頼の海



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p261.jpg





item/image/p093.jpg
/
L

|
A i )
(7 O
- D RS
R

%7. ‘ % ‘
1 NN A






item/image/p175.jpg





item/image/p293.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





